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        その男、怠惰につき


一、その男、ルギィズ


　宵闇の中、ぱたりと何かが彼の足元に落ちた。

　舞踏用に派手な装飾がなされた仮面で、羽根がつけられている。それが真っ二つになって、彼が通り過ぎた後、砂の上に落ちたのだ。

　彼は剣を素早くおさめて息をつく。どこかしら、荒々しい空気を秘めた殺気を吐き出すように呼吸して、それから彼はやや猫背のままに歩き出す。向こうから華やかな音楽と喝采が聞こえてくる。

　どうも今日はまだ気が立っている。あの華やかな宴に紛れることができるほど、自分はいつものただの怠け者には戻れそうもない。

「ったく、ホント、隠し事するのも大変だぜ」

　仕方がない。今日はおとなしく夜風に吹かれて帰ろう。そうすれば、帰ったころには元の彼に戻れるだろう。

　そんなことを考える彼の瞳は、青く不気味に輝いていた。


　*


「ねーえ、君、今空いてんの？　ちょっとオレと話ししよー？」

　ここは王都の酒場。まだ夕暮れがすぎて空は少し明るい時間だが、酒場には人がたくさん入っていた。

　芳醇な琥珀色の酒の香りと、香辛料の食欲をそそる香りが周囲に広がる。

　ザファルバーン王都カーラマンの片隅のカタスレニアは歓楽街の一つで、飲食店が軒を連ねているが、花街のような派手さや色気には欠ける場末の飲み屋街だった。その割には、この店のように特に酌をする女の子の質も高く、料理もうまい店がちらほらあるのが謎だった。噂によれば、どこかの道楽貴族が競ってやらせているとかなんとかいうのだけれど、それとて本当かどうかはわからない。利用する側にとっては、そんなことはどうだって大して変わらないことだ。

　そんなことより気になることが一つ。

「ねえってば？　ちょ、そんな無視することないじゃん？」

　さっきから、あそこで酒場の女の子を口説こうとしている男が一人いるのだが、その男が妙に目につく。

　元は上等なものだったのだろうが、今は薄汚れた青い服をきて、猫背のままに胡坐をかいたその男。ぐるぐるに巻いた癖の強い長髪をまとめて高く結い上げている。顔は意外と小づくりで、甘く見積もって並の上。取り立てて男前でもない。しかし、何よりも目立つのは男の目。やたらと白目の面積が多く、目つきがよくない。いわゆる三白眼というやつだ。

　その三白眼をじらっと女の子にくれつつ、彼はどうにか彼女の気を引こうとしているらしいが、それが逆効果なのか彼女の反応は辛辣である。

「ねー、いいじゃん、ちょっとお酌してくれるぐらい？　ね、最近君のことかわいーなって思っててさ、一回お話ししてみたいわけよ？」

「いい加減にしないと殺すわよ。私はあんたと違って忙しいの！　大体ね、お酌してほしかったら、自分の金で飲めるようになってから言ったら？」

「そ、そんなキッツイご冗談を」

　ややおびえたふりをした男だったが、もう一度しつこく何か言いかけたところで彼女に持っていた水をぶちまけられて撃沈してしまった。周囲の男たちがどっと笑いだした。

　男はさすがにちょっとめげた表情をしつつ、ちぇっと舌打ちして髪の毛の水を払うのだった。

「なんだぁ、あいつ？」

　と、思わず口にしたのを一緒に飲んでいた男が聞き取り、あれ、と声を上げる。

「なんだ、お前、アイツのこと知らないのか、シャー＝ルギィズっていう飲んだくれだよ」

「シャーっていうと、ええっ！　あの有名な？」

　驚く彼に苦笑いして、男は首を振った。

「お前が言ってんのは、あのシャー＝ルギィズだろ。それはシャー＝レンク＝ルギィズって言って、確かにこの一帯を治める暗黒世界の王様だ。だけど、ルギィズって姓は、昔この辺で繁栄した豪族の名前でさあ、今じゃ没落しちまってほうぼうでその名前を名乗っているやつがいるもんよ。だから、アイツは同姓同名の別人で、ここいらで飲み歩いてるただの酔っ払いの文無し野郎さ」

「なーんだ、そういうことか？　でも、なんでそんな浮浪者みたいな男が有名なんだ」

「なんでって、ほら、なんでか知らないが奴の周りには人間が集まりやすいからさあ」

　男は顎をしゃくっていった。そういわれてみれば、彼の周囲には男たちがたくさんいた。みんな彼をからかったりしながら、楽しく酒を飲んでいる。

「一文無しだが、なぜか飯と酒にはありつけてるって話……。確かに面白い男ではあるんだよな。俺はアイツに酒おごるのはまっぴらだけど」

「タカリなのか？」

「そうよ」

　と割って入ってきたのは、先ほどそのシャー＝ルギィズに口説かれていた女の子だった。

「あの腐れ三白眼たら、いつでも金を持ってなくって他人の金で飲んでるの。そんなどうしようもない奴のくせに、やたらと絡んでくるのよね」

「いいじゃねえか、サリカ。嫌われてるより好かれている方がさあ」

　そんな風に言ってはみるが、彼女は迷惑そうでしかない。

　一方、水をかけられたシャー＝ルギィズという男の方は、癖の強い髪の毛を振って水を払った後、周囲の男たちに渡された手ぬぐいで水分を拭き取っていた。

「ちぇー、もうちょっと優しくしてくれてもいいもんなのにさ。ただお酌してお話ししてほしいって頼んだだけなのに」

　と、彼は不満げだ。それをみて周囲の男たちがはやし立て始める。

「あーにーきー、連敗記録更新ですね」

「これで、このあたりの酒場の女一通り声かけたんじゃないですか？」

「もはや、酌してくれる女も見つからないとか、兄貴、超カワイソ……」

「うーるーさーい」

　シャーは、不機嫌に言いながら口をとがらせる。

「みんながオレの魅力をわかってくれないだけなんだい。いいよいいよ、女の子なんかいなくったって」

　シャーは、拗ねた口ぶりでそういうと、三白眼の瞳を翻して男たちを見て途端にニヤッとした。

「その代わり、お前らには今後も酒とごはんをおごってもらうことにするからな～。いやぁ、持つべきものはトモダチだねぇ？」

「そんなんだからモテないんですよ、兄貴は」

「よう、甲斐性なし！」

　そんな声が響いているところを見ると、どうやら彼らにとってはこれがいつものやり取りなのだろう。なんだかんだで和やかな雰囲気が、店の中に漂っていた。

　しかし、そんな平穏な光景は突然打ち破られる。

　不意に店の入り口の方で、何か騒ぎが起きていた。机が倒されて酒瓶が割れ飛び、がしゃーんと音が鳴る。入り口近くで座っていた男が、入ってきた男たちに胸倉をつかまれて慌てていた。

「な、なんだい、アレ？」

　シャーは、不安そうにそちらを見やる。

　入ってきた男は五人だ。見ればまだ若い。おそらくシャーよりも年下だろうが、無精ひげを生やした者たちもいるし、服装も派手でかなりおっかない。カタスレニア地区は王都の下町の一部だが、もともとはそれほど治安のいい場所ではない。ヤクザな連中もいる場所もあるし、こうしたチンピラどもが徘徊してもいる。店に彼らが上がり込んで乱暴を働くのも、ままよくあることである。

「ああ、あの餓鬼どもですか」

　シャーの舎弟の一人であるカッチェラがこっそりと耳打ちしてきた。

「アイツらは最近ここいらで調子に乗ってるやつらなんですよ。なんでも、シャー＝レンク＝ルギィズの身内って話ですが」

「また、アイツか」

　シャーは、うんざりといってため息をつく。

「まー、ヤクザ屋さんの抗争には興味ねえけど、一般市民巻き込むのやめてほしいよねえ」

　そんなことをぼそりというシャーに、カッチェラはやや慌てる。

「兄貴、あんまりそんなこと言ってると、目ぇつけられますよ。大体、兄貴は目につきやす……」

「おい、何見てんだ、お前！」

　ほら、来た！　

　いつの間にか、男たちは店の中に入り込んできていた。さすがにシャーも青ざめる。カッチェラは、とみてみると、彼は三白眼の兄貴をアッサリ見捨てて、すでに他人のふりをしていた。今まで彼をはやし立てていた連中も同じである。

「ちょ、お、お前ら、薄情もの……」

　小声でシャーは助けを求めてみるが、残念ながらシャーのいわゆる「舎弟」達に腕の立つ人間はいないのだ。みんな冷たく他人のふりである。

「お前、俺たちを見ていたよな？」

　一人、単発で顔に傷のある大男がシャーに近寄ってきて凄む。

　本当に、シャーという男は目につきやすい。ちょっと奇妙な風体で目立つし、第一、目つきがよくない。ぎょろっとした三白眼で彼らを一瞥しただけなのだが、その視線だけで何もしていないのに挑発扱いにされてしまうのだ。

「見てただろ？」

「え、えええ、いやその、見てただけですよ」

　といって、逃げの姿勢をとってみるが逆効果だったらしい。あっという間に胸倉をつかまれてしまった。

「気にくわねえ顔してるなあ」

　正直、そんなこと言われても困る。シャーだって、こんな顔に生まれたくて生まれたわけではないのだ。できたら、もうちょっとイケメンに生まれていれば、女の子にももてたし、こんな風に絡まれることもなかった。

「い、いえ、本当に、なんというかすみません。生きててすみません」

　とりあえず、こういう時は謝るに限るのだ。シャーは意外と背が高いのだが、ひょろっと痩せている。長身痩躯といえばかっこいいけれど、どちらかというと風に飛ばされそうな貧弱な感じ。ありていに言えば弱そう。もちろん、誰もシャーに勝ち目があるとは思っていない。

　そんなとにかく荒事には向かないシャーだったのだが、そんな彼は実は一つだけ、不相応なものを持っている。

「ん？」

　ふと、傷のある男がシャーの腰に目を留めた。

「なんだ、お前。いいもんもってんじゃねえか？」

　シャーはそこに濃紺の帯を巻いているのだが、そこに刀が差してある。この国の成人男子は基本的に刃物を腰に差す。文無しのシャーとて、例外ではない。通常、短剣であることが多いが、シャーは一文無しの癖になぜか長剣を差していた。

　しかも、その剣が非常に珍しい。装飾は比較的簡素であるが、鍔には細やかな細工がされている。東方風の装飾のようだが、男にはそれがどこのものかはわからない。

「それ、貸せよ」

　男に剣を取られそうになると、一瞬シャーは抵抗するそぶりを見せたが、ふと周囲に目をやって手を止めた。代わりに、追従するような態度になって、ねこなで声を出してみる。

「いや、ちょ、それだけは……。こ、これは、オレの唯一の財産でして……」

「へえ、ずいぶん珍しいもんだなあ。見ろよ。お前こういうの好きだろ」

　男はシャーにかまわず、強引に剣を鞘ごと抜き取ってしまうと、近くにいた細身の男に差し出した。

「あああ、ちょっと、それ、オレのーーー！！」

「へえ、こんな刀初めて見たぜ。東から海越えて輸入した剣がそういえば、こういうのだったかな」

　細身の男はそう言って、刀身を鞘から抜いた。酒場の中に剣呑な青銀の光が走る。かすかに反りがあり、片刃。刃の表面には複雑な波紋が浮かび上がっていて、妙な凄味があってみるものをぞっとさせる美しさがあった。

「だ、ダメだって！　それは、返してくださいよ！」

「うるせーな！　お前にもどうせ使いこなせないだろうがよ！　俺たちがもらっておいてやらあ！」

「で、でも、使い方難しいんですって」

「だったら売ればいいだけの話だろ。これはいい金になるぜ」

　細身の男が口を挟んできた。余計なことを、と思いつつ、シャーはどうしたものか考えていたが、そのうちに他の三人が騒ぎを聞きつけて出てきた亭主に、酒と肉を用意しておけと告げていた。

「後で取りに来るからよ」

「え、それではどちらに？」

　亭主が怯えながら尋ねると、この先にある酒場で先約があるとかいう話をしている。

「先に金払えばいいんだろ！　ほらよ！」

　そういって、一人の男が金を渡すと、亭主はとりあえず礼をいい、これ以上騒ぎが起きないようにそっと彼らを見送ってしまう。

「おい、いつまでそいつに絡んでるんだよ。もう行くぜ」

「おう」

　そういっていきなり男はシャーを突き飛ばした。床に投げ出されつつ、シャーは慌てて起き上がって男たちに呼びかける。

「あ、ちょっと、オレのー！　返してー！」

　シャーの呼びかけなど無視して、男たちはさっさと外に出て行ってしまった。

「兄貴兄貴、あきらめましょうよ」

　慌てて追いかけようとしたあきらめの悪いシャーに、周りの舎弟たちがなだめにかかる。

「だ、だって、アレはシャレにならねえんだって。すげー大切にしてんだよ」

「兄貴には使えないもんじゃないですか。いつも言ってるでしょ、飾りで差してるんだって」

「そ、そりゃー、その、そうなんだけどさあ」

「質にいれたんだと思ってあきらめましょうよ」

　舎弟の一人のアティクが慰めるようにそう言った。

「質草って、金ももらってないのにあきらめられるわけねえだろが、ちょっと追いかけて交渉して……」

　とシャーが立ち上がりかけたところで、

「そこまで！」

　と、いきなり首根っこをつかまれた。振り返ると、さっき彼が口説いていた酒場の女の子が彼の首根っこをつかんだまま立っている。

「な、なあに？　サリカちゃん、オレ、今超忙しい……」

「忘れたの？　アンタ、この間のうちのツケ、体で返すって約束したわよね？」

「そ、そんなのしたっけな？」

　すっとぼけてみると、サリカに睨まれてしまいシャーは慌てて口を噤む。

「今日は、踊り子さんが急病でこれなくなってショーが大変なの。リーフィ姐さんが来てくれるんだけど、ちょっと遅れてくるってきいてね。あんた、確か踊りは好きだったわよね？　この間のツケ、それで返してくれるわよね？」

「う、……いや、でも……」

　シャーは、ちょっと苦しげだ。

「そ、それはそうだけどさあ。今はちょっといろいろ……」

　と言いかけたが、サリカの後ろで酒場の亭主がこっちを見ていた。なるほど、黒幕は貴様か！　とシャーは憎らしく思いつつも、サリカを振り切っていけるほど強引ではない。

「ま、参ったな」

　シャーは、割と本気で困った様子になっていたが、

「うーん、しょうがないな。まあ、どうせ後でここに来るみたいだし」

　仕方がない。その時に剣を返してもらうように”交渉”するしかない。

　


二、踊る怠け者


　酒場からは賑やかな音楽が聞こえ始めていた。

　その酒場に一人、女が足早に裏口から入ってきていた。忙しく働いていたサリカだが、彼女がやってきたのをほかの子から聞いて慌てて裏口に駆けてくる。

　そこにいたのは、艶やかな長い黒髪に白い肌をした女だった。青い布に花の刺繍の入ったベールを被っていたが、それを外してみると、いっそう彼女が整った顔立ちをしていることがわかる。どことなく繊細で冷たさを感じるほど涼しげで、硝子細工を思わす人形のような顔の美人だ。カタスレニアにかわいい子がいる酒場があるといっても、彼女だけはちょっときれいすぎる部分がある。

　しかし、彼女もどこか変なところがある。なんというか愛想がない。愛想がないのならいいのだが、どちらかというと無表情だ。それでも、彼女はサリカに笑いかける。といっても、笑ったのかどうなのかわからないほど、微妙な表情の差だ。そう、彼女の不愛想さには悪気はない。本人はそれなりに愛想よくしようと努力している形跡もあるが、あまり努力が実っていないだけなのだ。

「遅くなってごめんなさい、サリカ」

「あ、リーフィ姐さん、ごめんね。お仕事忙しかったんでしょう？」

　サリカにとっては、それはいつものリーフィの姿だった。

　サリカにとってはライバル店の看板娘に当たるリーフィであるが、存外に彼女たちの横のつながりは強く、店同士も別に仲が悪いわけではない。むしろ、こうやってお互い協力することも多いのだ。それなものだから、今日は踊り子が急病で来られなくなって困った亭主が、サリカの伝手をたどってリーフィに応援を頼んだということだった。リーフィももちろん仕事があるのだが、それがある程度終わってからここに駆けつけてくれたようである。

「遅くなっちゃって大丈夫だったかしら」

「あー、それなら大丈夫よ。男だけど、一応、代役がいるから。ちょうどリーフィ姐さんの前座にはぴったりだったわ」

　サリカはそういいながら、リーフィを中に案内する。

　なるほど、先ほどから音楽が聞こえるのは、すでに誰かが踊っているからのようだった。甲高い硬質な打弦楽器の音と調子よく刻まれる太鼓と金物のリズム。時折、喝采が起こっているところを見ると、かなり場が盛り上がっているようだ。

　リーフィがひょこんと覗いてみると、舞台……といってもものをよけて床に絨毯を敷いただけだが、その上で青いマントを翻しながら、誰かが踊っている。

　音楽に合わせて軽妙に、しかし、決めるところは決めながら。身も軽いらしく、扇を持っているがそれが妙に華麗だ。踊る男は、青い羽根飾りのついた仮面をつけていた。口の部分しか見えていないので、一見誰だかわからず、いつもより少しだけかっこよくみえていた。サリカはその中身が誰だかもちろん知っているが、それでも思わず、わあと感嘆してしまうほどだ。

「へえ、普段から踊りだけは自慢できるとか言ってたけど、意外とやるのねえ。あ、でも、もうすぐ終わりだから、そうなったらリーフィ姐さんと交代ね」

　そう彼女に話しかけるが、リーフィから返事がない。サリカが彼女を見やると、リーフィはなぜか真剣な顔をして踊る男を見ていた。

「どうしたの、リーフィ姐さん？　アイツ、なんかリーフィ姐さんに変なことでも……」

　サリカは、てっきりあの腐れ三白眼がリーフィになんぞセクハラでもしたのではないかと心配した。もちろん、シャーはリーフィにも一通り声をかけているのだ。何か失礼なことでもしでかしたのだろうか。ところが、リーフィはてんで話を聞いている様子ではない。

　しばらくじっと彼を見やった後、大きくうなずいた。

「あのひと、できる！」

「できる……って？」

　いきなりそんなことを言い出したリーフィに、サリカはきょとんとした。

「……ものすごく動きのキレがいいし、足も上がってる。タダものじゃないわね、彼」

「そ、そうかしら……」

　どうやらリーフィは、アレの中身が、例のシャー＝ルギィズだと気付いていないようだ。

「いやでも、リーフィ姐さん、あれの中身はね、腐れ……」

「サリカ！」

　慌てて彼女に正体を説明にかかったサリカであったが、普段はおっとりしているリーフィが、なぜか急にばっと素早く彼女に向き直ったので面食らった。

「あのひとの後に踊るだなんて、とんでもないわ。負けてられない感じがするわ！　私も頑張らなきゃ……！　早速、準備してくるわね！」

　リーフィは、ぐっとこぶしを固めると着替えの準備をするのか、あっけにとられている彼女を置いて、控室に走って行ってしまった。

「リーフィ姐さん、何変なところに闘志燃やしちゃってるの……。あの中身はアイツなんだってば」

　冷静で落ち着いたリーフィは頼りになる存在なのだが、何かどこかがズレている部分があるのだった。

　

  *


　酒場から流れる音楽の雰囲気が変わっていた。先ほどは、どちらかというと激しい音楽であったが、今度はしっとりとしたものだ。

「なんだ、女でも踊ってんのかな？」

　先約である会合を別の酒場で済ませた後、家で飲んで帰ろうと思っていた男たちは、約束通り酒と肉を取りに酒場に向かっていた。すっかり日が落ちて真っ暗になった路地裏は、人通りが少なかった。狭い路地が入り組んでいるここいらは、暗くなったあと下手に歩くと迷うほどだ。男たちが適当に歩いている道も、もしかしたら遠回りになっているのかもしれなかった。

「イイ女ならさらっちまおうか？」

「それもいいが、あんまり騒ぎ大きくすると面倒だぜ？」

「かまわねえって！　そんな文句言いそうなやつ、いなかったじゃねえか」

　男たちは下卑た笑い声をあげながら道を進んでいたが、ふと、一番前を進んでいた男が唐突にぎゃっと声を上げて倒れ込んだ。何か目の前から飛んできたようで、それが地面に落ちてからんと音を立てる。星明りで見れば、どうやらただの木の棒らしい。

「へへ、待っていたぜ。チンピラども」

　声をする方を見てみると、誰かが木箱の上に座ってその辺で拾ったらしい木片を弄んでいた。

「誰だ、テメエは！」

「誰だっていいだろ。テメエらに名乗ってやるほど親切じゃねーよ」

　闇の中で、男の声がそういった。ちっと舌打ちして、血の気の多い男が突っかかる。闇の中にいる誰かは、さっと身を翻して男をいなすと彼の足を引っかけてそのまま転ばせた。そして、そのままマントを翻して彼らの前にたたずんだ。

　目元に青い羽根の仮面をつけた男は、にやりと笑う。その男のかすかに覗く瞳が、夜の星明りにキラリと光り、どことなく青い色を帯びているように見えた。

「預かりものを返してもらいに来たぜ」

　静かに殺気を放ちながら、彼は彼らの目の前で腕組みをしたまま、すらりとたたずんでいた。

　男たちには、彼の正体はわからなかっただろう。まさか、彼が彼らが先程痛めつけて剣を奪った、あのシャー＝ルギィズだとは。

「丸腰で俺たちにかかってくるとはいい度胸だな！」

　顔に傷のある男が、さっそく抜刀して凄む。

「しょうがねえだろ。今日は残念だが、短剣も持ってないんだからさ」

　シャーは、軽口をたたく。

「だが、相手がお前ら程度の連中で助かったぜ。さすがに、オレも丸腰でどんな奴でも相手できるってわけじゃあねえからな！」

「減らず口を！」

　傷の男が彼にとびかかって、斬りかかる。シャーは余裕をもってそれを避け、隣で剣を構えていた男を蹴り飛ばした。

　動きが速い。傷の男は、気を付けろと仲間たちに呼びかける。慌てて細身の男が剣を抜きにかかるが、その腰にはシャーから巻き上げた例の刀が差さっていた。刀を抜こうとしたとき、ぬっと暗闇から出てきた手が先に剣の柄を握った。

「ひっ！」

「残念だが、コイツはお前らにゃちょっと荷が重いぜ」

　すれ違いざまに鞘ごと抜き取り、そのまま鞘で細身の男の腹に一撃を加えて倒した。

「ふふふ、これはな、お前等の差料にするにはもったいねえ上物なんだよ。いただいとくぜ」

　そうささやいてやったが相手に聞こえたかどうか。シャーはそのまま、傷の男と相対する。彼の後ろには、どうにか復活した二人の男が怯えながら、彼に剣を向けていた。

「テメエ、一体……」

「答える義理はねえなあ。……ちょっとカッコよくいってみれば、ただの酔っ払いよ」

　にやっと笑ってシャーは、右手に持った刀をそのまま帯に引っ掛けて落とし差す。そしてそれをぐいっと引っ張り足を開いて鯉口を切る。キラリとかすかながら剣呑な光が、夜道に輝く。

　かすかに酒場から音楽が聞こえる。いつの間にか、初めの曲調とは打って変わって激しい曲調になっていた。きっと、リーフィの踊りも今は早く激しいものになっているのだろう。

「これ以上やるってんなら、オレも抜くぜ？　そうなると、手加減できなくなるからお前等覚悟しやがれよ」

「くそっ！　馬鹿にするなよ！」

　かえってそれを挑発ととったのか、うおおおおと気勢をあげて傷の男がとびかかってくる。シャーは、やれやれとうんざりとした様子になった。

「しょうがねえ。オレが好意で忠告してやったのによお」

　シャーはそういうと、口の端で笑みを刻みながら剣を抜いた。ギラリとした青ざめた白い光が、男の目を射抜いた。振りかぶった男の剣をはじき返し、シャーはそのまま手を返して男の懐に飛び込む。刀の柄を男のみぞおちに埋め、そのまま蹴倒して体を引き離した。

　地面に倒れ込み苦悶のうめきを漏らした男が動かなくなり、それを見ていたほかの面々は慌てて逃げ出していった。

　シャーは、刀をくるくると手の内で回すと鞘におさめた。

「安心しろって。お前らみたいな餓鬼殺すほど、オレも暇じゃねーっつの。今日のオレ、かなーり手加減してやったんだから」

　シャーはそういうと、ぶらりと歩き出した。

「はー、やれやれ、取り返せなかったらどうしようかと思ったよ。オレのイトキリちゃん」

　シャーは、そういいながら腰に戻った剣の柄を撫でやった。

「まったく、皆がいる前でとか、オレが抵抗できないときにひどいことしやがって……。剣を手放すなんて、師匠に知られたら、オレ、生きて帰れないトコロじゃん。この生活、結構苦労するのよね」

　ため息をつきつつ、シャーは酒場の前を通る。

　リーフィの踊りで酒場の中は盛り上がっているらしく、彼女をたたえる声や喝采が聞こえてくる。

「やれやれ、せっかくリーフィちゃんが踊ってるってえのに」

　シャーは、もう一度ため息をついた。

「疲れてるのに、アイツラのせいで妙に気が立っちまって。……今夜はじっくりと踊りを見る気分じゃないみたいだねえ」

　そういって、シャーはまだ自分が仮面をつけていることに気付いて、それを手に取った。ふわっとそれを星の輝く上空に放り投げて、シャーは腰の剣に右手をかけ、ざあっと一閃した。

　シャーの後ろに落ちた仮面は、見事に二つに割れていた。

「ったく、ホント、隠し事するのも大変だぜ」


　*


「あれー、兄貴、結局返してもらったんですか？」

　次の日、当然のごとく腰に剣を差して酒場に現れたシャーに、目ざとくカッチェラが声をかけてきた。ほかの男たちも、本当だとばかりに彼の周囲に集まってくる。

　シャーといえばドヤ顔で胡坐をかいて、皆の注目を気持ちよさげに浴びながら酒を飲んでいた。

「ん、まぁねえ～」

　シャーは、いかにも得意げだ。ちょっと腕組みしながら渋く酒を飲んでいるつもりだが、何せ顔がシャーなのでどうしても絵面が決まらない。

「どうやって返してもらったんです？」

「そりゃー、オレが本気だしてバッタバッタとやつらをたたき伏せて……」

「冗談は顔だけでいいですから」

　言いかけた途端、カッチェラが冷たく言い放つ。

「本当は、どうせ頼み込んだか、誰かに買い戻してもらったかなんでしょ？」

「兄貴、借金したんですね。兄貴みたいな一文無しの浮浪者が金借りるとか、どうせ金返せなくて売り飛ばされるのが落ちですよ。悪いことは言いませんから、逃げた方がいいんじゃねえですか？」

「ちょっ、それ、あまりにもひどいから！　あのねえ、オレは借金とかしてないし！　皆、オレのことどう思ってんのさあ！」

　さすがにシャーは不満げだ。一体、自分についてどういうイメージを持たれているのだろう。あまりにもひどい。

「ちょっといろいろあったのー。まあいいじゃん。返してもらったんだから」

　シャーは、結局そういう風にまとめてしまう。少し不思議なシャーのこと、少しだけ不条理なことが彼にはあるが、皆あまり本気では追及してこない。

「それより、昨日リーフィちゃんの踊りが盛り上がったんでしょ？　オレも今日は見たいなあ」

「兄貴また……」

「兄貴、リーフィだけはやめときなって。高嶺の花すぎますよ」

　シャーがのんきに口を出すと、周囲がそうやって止めにかかる。昨日あれだけ酷い振られ方していたというのに、この男、本当に懲りない。しかも、今日はリーフィと来た。あの無表情で笑わないリーフィに本気で優しくしてもらえるとでも思っているのか、この男。

「なんでさ。リーフィちゃん、案外優しいから意外とお酌ぐらいしてくれるかも……」

「今までそうやって撃沈されてきたんでしょ。何とかカッコイイところ見せてから、口説くようにしないと無理ですよ」

「カッコイイとこなら昨日見せたじゃん。ほら、オレだって頑張ろうと思ったら、どうとでもなるの。昨日、踊ってツケ返したの見たでしょ？」

　そういってみると、舎弟たちはふーむとうなる。

「確かに、踊ってる時の兄貴はカッコイイとは思いますし、あれは立派な技能だとは思うんですけどねえ」

「でしょでしょっ？　いやあ、本当、オレ、ああいうのについては天才だからー」

「でも、それじゃあ、なんで働かないんですか」

「へ？」

　いきなりアティクがそう突っ込んできた。おとなしいアティクだが、時々、思わぬ突っ込みを入れてくる。

「だって、お金とれるぐらいにうまく踊れるのに、踊り手で就職すればいいじゃないですか？」

　そうだそうだと誰かがはやし立てる。

「……それは無理」

　シャーは、とんでもないとばかり首を振る。

「え、どうしてです？」

「今日だって、筋肉痛で辛いもん。オレ、真面目に働くと体が悪くなんの。踊るのは好きだけど、金もらうために踊るとか考えただけで全身の倦怠感がすごい……」

「あー」

　カッチェラがあきれたように声を上げる。

「ダメですね、兄貴は。本当に怠け者なんだから。女口説く前に働いてください」

　そういわれて、シャーはちょっとむっとしたように言った。

「怠け者じゃないの。オレにふさわしい職業につけてないだけなの」

　どうだか。舎弟の誰かが口に出す。

　しゃらと衣擦れの音がしたと思ったら、ちょうどリーフィが酒をもって顔を出してきた。

「あ、リーフィちゃん、こんにちは！　いいお天気だね！」

　いつものようにシャーが軽く声をかけるのを、舎弟たちはあきれながら眺めている。

　今日だって、きっと相手にされるはずもないのに――。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その男、怠惰につき　終

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


青い夕方


一、踊り子リーフィとシャー＝ルギィズ


　シャーは最近、リーフィという娘にご執心である。もともと惚れっぽいのは周知の事だし、彼が一目ぼれする相手が、いつも高嶺の花だというのも有名な事だ。だが、それでもやはり、酒場で一番の美人で、おまけに勝気なリーフィに言い寄ろうとするのは、無謀にもほどがあると思うのだ。


　シャーの名は、シャー＝ルギィズという。同名のやくざの親分がいるらしいが、それとは全く無関係の同姓同名のシャーである。

　くしゃくしゃの癖っ毛をポニーテール風にまとめている。彼の最大の特徴は、少しぎょろっとしたような大きな目が、見事に三白眼だという事だ。その瞳は、覗き込むとほんの少しだけ青味がかっているのだが、よく覗き込まないとわからない。

　よく見ると割と二枚目なのだが、それはよく見た結果である。ぱっと目は完全なる三枚目で、それが板についているので、隠された真実には誰も気づかない。ひょろんとやせていて長身で、ちょっと猫背な体に真っ青なマントと服を纏っている。襟は黄色で、どこか遠くの異国からきたという風情だ。

　踊るのが好きで、酒場お抱えのダンサーより踊りがうまかったりするのが、唯一の自慢なのだが、それで別にもてることはない。そもそも、彼のアプローチが成功したのを、周りの者が見た事がない。喧嘩にも弱いし、ぼさーっとその辺の裏道を歩いていると、かなりの確率で絡まれるタイプの男である。

「ねぇ、リーフィちゃん」

　シャーの声は、ちょっと間延びした猫に似ている。だらっとしていて、なんとなくしまりが無いが、妙に憎めないのである。

「リーフィちゃんってば」

　無視を続ける酒場の美女に、シャーは再び呼びかける。

「一杯飲まない？　ねえって……」

　切れ長の目をした、黒髪の娘は、やはり何も答えてくれない。シャーの周りには、たくさんの男達が並んで座っていて、シャーと娘のやり取りを興味深げに眺めている。

「オレのおごりだよ。おごってあげるからさ～。ね～ね～」

　リーフィは、ふうとため息をついた。同年代の女性よりも、ずっと大人びて見えるリーフィは、どこか冷たい印象がある。

「どうせ、あなたのお金じゃないんでしょう？」

　言われてシャーは苦笑いした。

　――そうなのだ。シャーは常に無一文なのである。たまたま持っていても、どこかで恐喝されてとられているらしい。そんな彼なので、自分の金で酒を飲むわけがない。

　しかし、別に金持ちの取り巻きをしているわけでも、ツケを溜め込んでいるわけでもない。シャーには、取り巻きがいるのである。といっても、別に金も力もないシャーにどうして彼らがついていくのかというと、それは傍目にもよくわからないし、彼ら自身もよく分かっていない。聞いてみると、「ほっとけないから」という答えが返ってくる。飯や酒をおごるのも、ほうっておくと飢え死にしそう、とかそういう理由のようだ。

「兄貴、また俺達のを当てに……」

「気にすんなよ～。やさしいんだろ、お前達。な！　やさしいだろ！」

　文字通りの猫なで声で、シャーは近くの手下の一人の肩に手をかけた。

「オレの恋のために、出資！　出資！　ね～、出資してってばぁぁ」

　弟分の胸倉をつかみながら、ねだる様は見苦しいことこの上ないのだが、弟分達は黙ってみている。危うく財布を取り出しかけて、周りのものに押さえられるものもいる。男の友情とはかくいうものなのか、それとも単にシャーが哀れっぽいだけだろうか。どちらでもよいが、リーフィはそういう様子を見ると、どうもため息があふれてくるのである。

「兄貴……、もうやめましょうよ」

　大概痩せている兄貴よりも、もう少し痩せた青年が気の毒そうに声をかけた。

「芽の出ない種に水をやっても枯れるだけですよ」

「さすがだ！　カッチェラッ！」

　周りの男達がざわめいた。よく言った！と、声を上げるやつもいる。兄貴だけがきょとんとしたまま、瞬きをしていた。

「え？それ、どーゆうこと？」

「どういうって……」

　さすがのカッチェラが詰まったところで、隣の大男が申し訳なさそうにつぶやいた。

「……どうせ痛い思いするの、兄貴なんですし。傷は浅いほうが……」

「うまいぞ！　アティク！」

　カッチェラが思わず膝を打った。

「こらこらこら～！　どういう意味だよ～～！」

　シャーは不本意そうにじろりと二人をにらんだ。

「それって、オレが振られるみたいじゃないか！」

「……つまりそういうことをいってるんじゃないですか」

「今までのことを考えてくださいよ。兄貴」

　他の連中がとりなしに入った。

「いつも失恋して困るのは兄貴じゃないですか。今なら、まだ擦り傷程度ですよ！」

「擦り傷って！　そんなひどいこと！」

　シャーは哀れっぽい声をあげたが、今度はカッチェラは取り合わなかった。

「擦り傷ですよ。致命傷にならない内に引き上げて下さい」

冷たく言われて、シャーはがっくりと頭を垂れる。その様子はしおれた花にちょっとにている。

「兄貴～！　元気出してください！」

「……そうですよ、人生いいことは他にもあります！」

　はげまされる兄貴をみながら、リーフィはいまだにシャーがどうして彼らに好かれるのかがわからない。


　この国の王は、シャルル＝ダ・フールという若い王で、前の王のセジェシスの正式な王妃ではない女性が産んだ王子である。正式には王位継承権をもたなかったが、セジェシスが、戦場で行方不明になってからしばらく王位継承で揉めに揉めたあと、当時の宰相ハビアスに懇願されて王位についたといわれている。だが、当のシャルルは人前には余り姿を現さない。病弱だという話だが、本当かどうか分からない。遊びほうけているという噂もある。だが、宰相のカッファが、今はうまく政治を執り行っていて、宮廷内部の争い以外は、この国は平和だった。

　宮廷の争いは、内乱でも起こらない限り、一般市民にはあまり関係がないし、一応、彼らはシャルルのおかげで平和を手に入れたのだから、それなりにかの王には感謝していた。

　街はかつての賑わいを取り戻し、シャーが住む界隈も、そうした王都の一角にあるのである。

　

　

　昼下がり、リーフィは買い物を終えて、ちょうど道を通っていた。

　角をちょうど曲がろうとしたとき、むこうでどたんばたん、というけたたましい音がした。リーフィは眉をひそめる。そういえば、この辺りはあまり治安がよくないのだ。人気も余りない。誰か、絡まれでもしたのだろうか。

　そうリーフィが思った直後、ばたばたという見苦しい足音がそちらのほうから聞こえてきた。ついで、情けない悲鳴が聞こえ、目の前に男が転がり込んできて、近くの樽に膝をぶつけて倒れこむ。

「ひー、い、い、痛～～！」

転がり出てきた男は、打った膝を抱えて、それから戸惑っている彼女を見た。

「あ！　リーフィちゃんっ！」

　男はそういうと、リーフィの足にしがみつく。きゃあ！　と声を上げる彼女は、反射的に飛びついてきた男を蹴り飛ばしそうになる。ところが、男は早口にこういった。

「オレ、オレだってば！　リーフィちゃん！　お願い、蹴らないで！」

「シャ、シャー…？」

　なんと、リーフィの足にしがみついてきた不埒者は、あの酒場にたむろしているシャー＝ルギィズその人だったのである。思いっきり蹴り飛ばしてやろうかと思ったが、シャーの怯えようがかわいそうなので、リーフィは静かに足を彼の手から外した。

「こら！　待て！」

　男の乱暴な声と共に、角から大きな体の男が出てきた。

「ひぃい！　来たよ、来たよっ！！」

　シャーは、慌てて立ち上がるとリーフィにしがみついてくる。仕方なくリーフィは、シャーを背後におしやった。長身のシャーは、すっかり縮こまってリーフィの背中にほとんど隠れてしまっている。

　いつものように青いマントに青い服のシャーは、帯に一本の刀を差していた。本人は護身用だといっているが、それを振るう姿はおろか、抜いている姿すら誰も見た事がない。不思議な東洋の刀だというが、彼がどうしてそれを手に入れたのかはよくわからない。

　そして、そんな刀を持っていても、この状況を見ると、やはりシャーは、それを全く生かせていないらしい事がよくわかった。

「どうしたの？」

　リーフィが冷静にきくと、シャーはおどおどした口調で言った。

「か、絡まれたんだよぉ……。きょ、恐喝ってやつ？」

「あなた、お金もっていないじゃない」

　リーフィが訊くと、シャーはふるふると首を振った。

「お金が無くても絡まれるときは絡まれるんだよ～。そして、金がない時は、下手すると袋にされるんだよ～」

「わかったわ。私がとりなしてあげる」

　リーフィはため息まじりに言った。職業柄、酔っ払いと乱暴者をあしらうのになれたリーフィの頼もしい言葉をきいて、シャーはぱあっと顔を明るくした。

「ありがと、ありがと、リーフィちゃん！」

「いいから、あなたは後ろへ」

「うん！　じゃあ、任せるよ！」

　全く情けない台詞をはきながら、シャーはリーフィの肩をつかみ、そっと影に隠れる。

(全く、仕方がないわね)

　思いながら、何とかしてやろうと思っている自分を見つけ、リーフィは少し自嘲的な気分になった。

　いつの間にかすっかり、シャーの毒気にやられているらしい。世話を積極的に焼いてしまうなんて。

(なるほどね、いつの間にかこういう状況になってしまうのが、この人の特徴なのね)

　裏路地からばたばたと足音が聞こえる。舎弟を数人つれて飛び込んできた男は、リーフィの後ろからシャーのくるりと巻いた髪の毛が飛び出ているのを見て怒鳴った。かなりの大男で実に悪そうな顔をしていたが、声もそのイメージに劣らずなかなか大きな声である。

「女の後ろに隠れてるのか！」

「す、すみませんっ！」

「バレン……」

　シャーが背で縮こまったとき、リーフィは大男の顔を見て、つぶやいた。それをきいて、シャーは背を伸ばした。

「え、えぇぇ？　お、お知り合い？」

　ついで、首をひょいとリーフィの後ろから出しながら言った。

「嘘！　こんなかーわいいリーフィちゃんとあんたみてぇなおっさんが？　うわ～～！　似合わないなあ！　意外～～！」

　つい口が滑ったらしい。きっとバレンに睨まれて、シャーは慌てて口を閉ざした。

「何の御用？」

　リーフィは、恐々と相手をうかがっているシャーを後ろにおいやって言った。

「このシャーっていう男は、お金を持たずに酒場に来る事で有名な男よ。もっとマシな獲物を選んだらどう？」

「そうそう、そうですよ。皆様」

　シャーが後ろでこそこそと付け加える。だが、彼らの興味はすっかりシャーからリーフィにうつっていたようだ。

「なんだ、お前がそいつと知り合いだとは思わなかったぜ？」

「酒場のお客さんよ。無一文だけれど……」

　さりげなくひどい事を言いながら、リーフィは頭からかかった布を髪の毛と一緒に跳ね上げた。

「それはそうと……」

　バレンといわれた大男は、少し下卑た笑みを浮かべる。

「お前、今月の支払いはまだだろう？」

「そういえば、そうね。明日までには持っていくわ」

　リーフィは始終、凛とした口調で返す。シャーはそうっとリーフィの背から顔を出した。バレンは、近寄っていってリーフィの肩に手をかける。それをみて、シャーは、ああっと声を上げた。

「お前だったら、色々と口利いてやってもいいんだがな」

「冗談を言わないで。今月の分は明日返すわ」

　リーフィはぱんと手を跳ね除ける。振られた格好になり、バレンは舌打ちし、それをみて、シャーはひっそりとざまあみろ、とつぶやく。

「さあ、こんなところで油を売ってても仕方がないでしょう？　今日のところはお帰りなさい」

(そーだそーだ。帰れ！)

　声に出すと恐いので、シャーは表情だけで囃し立てていたが、不意に何かを思い出し、リーフィの背から飛び出した。

「あ、ちょっと！　待って！」

「何だ？　また痛めつけられたいのか？」

　バレンが不機嫌にシャーをにらみつけたが、今度はシャーも引かなかった。

「オレの財布、オレの財布……！」

　シャーはがばっと地面に伏せた。あぁ、といってバレンはひょいと汚れた青い布切れを差し上げた。

「このほとんど金の入ってない財布か？」

「そーです、それそれ！」

　シャーは、バレンの足にすがりついた。

「お願いです。財布返してくださいよぉ！」

「こんなもんが大事なのか？」

　ふっとバレンは笑みを残酷そうにゆがめた。

「お前も物好きな奴だな」

「そうなんです。だから、返して！」

　すがりつくシャーを一瞥し、バレンは笑いを浮かべたまま、彼を思いっきり蹴っ飛ばした。

「バレン！」

　リーフィの鋭い声で、バレンはシャーに次の一撃を加えるのをやめた。かわりに、地面に転がって、起き上がろうとしているシャーの背を踏みつけた。

「はん、その腰の剣は飾り物か？　女の影にかくれやがって、全く情けねえ奴だな！」

　嘲笑いながら、バレンは彼を地面に押し付ける。

「いた！　いたい、いたいですよ～！」

　ぎゃあぎゃあとうるさく騒いで、ばたばた見苦しくもがいているシャーを見て、リーフィは険しい顔をした。

「バレン！」

「おお、そんな恐い顔で睨むなよ。別嬪が台無しだぜ？」

　バレンは仕方がなく、足をシャーからどけた。助かったシャーは、ダメージからか、気力がなくなったのか、ばったりそこにへばったまま身動きをしない。

「リーフィ、お前も結構、優しいところあんじゃねえか。……それでベリレルの借金も背負っちまったのかい？」

「バレン。……余計な事は言わないで」

　静かなリーフィの迫力に、バレンは少し気圧されたのか黙った。シャーは、ぴく、と目だけを上に上げる。ベリレルという人物が、リーフィと浅からざる仲だというのは、その会話で知れた。

「シャーの財布を返しなさい」

　リーフィに言われ、バレンはぱっとその布切れをシャーの上に投げた。

「こんなもんを大事にするたあ、お前も相当変わり者だな。今度からは、この辺は一人でうろつかねえほうがいいぜ。へたれ野郎！」

　そういうと、バレンは、いくぞ、と周りのものに言った。彼らは、バレンがきびすを返すと、それぞれ嘲笑しながら去っていった。

　彼らが、角の向こうに姿を消したのを確認すると、リーフィはそっとシャーの方に駆け寄った。しゃがみこんで、様子を覗き込む。

「大丈夫、シャー？」

　いうと、シャーは、のそのそと起き上がってきた。黒い髪には、土埃がついて茶色の粉がばさばさとついている。リーフィはその頭の財布らしい布切れをとってやる。

　シャーは起き上がると、髪の毛をはたきながらふうとため息をついた。地面を擦ったときについたらしい頬の傷には薄く血が滲んでいた。

「いてて……。結構思いっきりやってくれたなあ」

「大丈夫？」

　リーフィに言われ、シャーはようやく立ち上がり、それから情けなさそうに微笑んだ。

「うん、なんとかへーき」

「これ、あなたの財布？」

「あ、うん！　ありがと！」

　リーフィが布を差し出すと、シャーはにっこりわらってそれを受け取った。その笑顔を見て、リーフィは、それがシャーにとって大切なものだったのだろうと思った。

「大切なものだったの？」

「まぁね。……ちょっと世話になった奴にもらったものなんだ」

　それから、急にシャーは顔を伏せてばつが悪そうに笑った。

「ごめんね～。ホントは、オレがリーフィちゃんを守らなきゃいけないのに、盾になんかしちゃって…オレ、けんか弱いのよね。この剣も、あいつが言ったとおり、飾り物だし。……お守り代わりにしかならないんだから」

　腰の刀を帯びなおして、柄を軽く叩く。ふっと顔を上げるシャーは、疲れたような顔で訊いた。

「……オレって……情けない？」

　シャーも彼なりには気にしていたらしい。リーフィは、彼の頬の傷から血があふれるのを見て、ハンカチを差し出した。

「……そんなことはいいから、これで顔拭いたら？　ちょっと頬が切れてるわよ」

　リーフィは、そっとハンカチを渡す。シャーは、ありがと、と礼をいい、それからハンカチを受け取った。じっと、リーフィを見、彼女が不審そうにすると、シャーは視線を外す。

「何？」

　追求されて、シャーは控えめに微笑んで、少しだけ戸惑う。

「リーフィちゃんって……」

　シャーは、顔を拭きながらそっと顔を赤らめた。

「優しいんだね、ホント」

　リーフィは、少し眉をひそめた。シャーがいつものように、言い寄ってきたのかと思ったからである。彼女は、冷々とした口調でそっけなくいった。

「お世辞言っても、なんのいいこともないわよ……」

「お世辞だなんて……」

　シャーは少し焦った顔をしながら、ふっと微笑んだ。

「……ありがと。オレ、リーフィちゃんのことはほんとに優しいと思ってるんだよ。お世辞じゃないし、そうは見えないだろうけど、下心もないんだ」

　人のよさそうな笑みを浮かべたシャーは、髪の毛をいじった。

「……ちょっと、オレ、感激しちゃったなあ」

　そういって、少しだけ笑う。それから慌てたように、思い出したように、続けた。

「あ、そうだ！　何か困った事があったらオレにいってよ。相談に乗るよ。今、リーフィちゃん、困ってるんだよね？　オレにいってみてよ！」

　シャーは、珍しく、世話好きそうな顔をして、リーフィの返答を待っている。だが、彼女はゆっくりと首を振った。

「そうね。でも、今はいいわ。私の心配は、あなたにいってもどうしようもないことなの」

　シャーは、しゅんとしおれかえった。

「そう……。うん、そうだよね、お金ないもんね、オレ……。お金で悩んでる人に、オレみたいなスカンピンが何の役にも立たないか。そういや、この財布にも一銭も入ってないんだよね、うん」

(別にお金ってわけでもないんだけど……)

　リーフィは、そう思う。落ち込んだシャーが哀れなので、少し言ってみようかと思ったが、言った所で、喧嘩に弱いシャーがまた別の争いに巻き込まれるほうがかわいそうだと思った。

「気にしないで。でも、ありがとう……」

　リーフィが言うと、シャーはいつもの元気を取り戻す。全く、シャーという男は、ころころと顔が変わる。

　リーフィが、それじゃあ、といってきびすを返すと、後ろからすぐシャーの声が追ってきた。

「オレはいつでもいいからね。……困った事があったら相談してね。誰かにいうだけでもずいぶん楽になるんだっていうよ。オレでよかったら付き合うから！」

　ちらりと振り返ると、シャーはいつものように、軽い男に戻っていた。

(……ヘンな人)

　リーフィは、心の底からそう思いながらも、なぜかシャーを見捨てられないような気がする自分に気づいて、軽く笑った。

　

　リーフィの背中を見送って、シャーはふうとため息をつく。頬をハンカチで押さえたままなのに気づき、彼はそれをそっと外した。

「汚しちゃったなあ……」

　血がついたのを見て、シャーは残念そうにつぶやいた。

「でも、リーフィちゃん」

　シャーは、ぽつんと人気の無い道でつぶやく。

「……オレ、あんたに本気で惚れるつもりじゃなかったんだけど…」

　それから少し間をおいて、彼は戸惑うように言った。

「あんたのベリレルさんは……とんでもない奴なんだぜ…」

　ちゃりん、と音が鳴る。財布の中の音ではない。シャーの手が刀の柄に当たった音だ。正確にいうと、彼はわざと鍔を鳴らしたのである。

「あんたも、それじゃあんまりだよ……」

不意に、奇妙な殺気がシャーのわずかに青い目に宿る。が、それは一瞬の事で、彼はそのままサンダルを履いた足を返した。

　リーフィと反対側に歩き出していくシャーは、すでにいつもの臆病な元のままのシャーだった。二、リーフィ の悩み事

　シャーはいつも酒場にやってくる。夜になるとだが、どこからともなくふらりと彼は現れるのである。

 青いマントをひらりと翻しながら、酔ってもいないのにふらついた足取りで、いつものようにやってくる。

　シャーがどこにすんでいるのか、誰も知るものはいない。酒場でさんざん騒ぎ終えると、風のようにいなくなる。いつ、どこへ消えたのか、彼を取り巻く連中も知らない。ただ、帰り道で闇にとけ込むようにいなくなるという。

　


二、リーフィの悩み事


　今日も酒場にやってきたシャーは、他人の金で酒を飲みながら上機嫌だった。あれから、三日ぐらいたつ。すっかり、頬の擦り傷さえ消えてしまったシャーは、あそこで絡まれたことなど忘れたような顔をしていた。

　リーフィは、忙しくてシャーの相手をしている暇などなく、彼のやってくる時間には早めに家に帰ってしまっていたのでここのところ彼の姿を見なかった。しかし、今日は幸か不幸か、客があまりいなかった。なので、シャーが彼女にしゃべりかけるいいチャンスだったのだった。リーフィの顔を見ると、彼はあわてたように駆け寄ってきた。今日も青い服のシャーは、腰にはあの実際役にも立たない刀を帯びている。

「あ、リーフィちゃん、この前のお昼はありがとう！」

　照れるようにしながら、彼はいう。

「最近、顔を合わさなかったから、今日はお礼をさせてもらいたいんだけど……」

「いいわよ。悪いわ」

　どうせシャーは金を持っていない。わかっているので、リーフィはそう断った。

「お金のかかるのはオレには無理だよね。でも、それ以外だったら、オレも何とかなるんだよ？」

「前言ってた相談ってこと？」

　シャーは軽く首を振った。

「いやぁ、そうじゃなくって、一回だけ、リーフィちゃんの身辺をお守りするってのはどう？」

「あなたと一緒にいるほうが危ないんじゃないの？」

「ひどいよ。オレがそういう男に見えるの？」

　シャーが非難するような口調で言った。彼が、こういう不満を口にするのは、少し珍しいことである。どうやら勘違いをしているようなので、リーフィは丁寧に答えた。

「そうじゃなくて、……あなたと一緒にいると、あなたの方が殴られて危ないんじゃないのといったのよ。この前、ひどい目にあったばかりでしょ？　私を守ったりなんかしたら、あなた、自分から厄介ごとに巻き込まれてるも同然なのよ？」

　言われて、シャーは思い出したようにカクッと首をたらした。

「そうだね。自分の腕のこと忘れてました……」

「気にしないでいいのよ。別に」

　リーフィは、少しだけ微笑んだ。どことなく表情の薄いリーフィは、かすかに微笑むと、何となく寂しげに見えた。

　シャーは、少しだけ申し訳なさそうな顔をして、笑い返した。

「でも、困った時は、何かお役に立つよ。リーフィちゃんがさらわれそうになったり、誰にも頼れないときとかは……」

「そんなときがくればね、もし、だけど」

　リーフィが答えると、シャーは、深くうなずいた。急に明るい顔になり、シャーは飛び跳ねんばかりに勢いよく振り返る。

「お前たち～！」

　いきなり、シャーは大声に叫んだ。いつの間にやら、どこで失敬したのか酒のなみなみ注がれた杯を手に持っていた。

　おーっ！　と、シャーを取り巻く連中が、声をあげる。

「オレの踊りを見たい人～！」

　またしても、酒場の中で、おーっという歓声がする。シャーはそれを聞いて、満足げに手にもっていた酒をぐいっと一息に飲んだ。一気に効いてきたかもしれないアルコールと、その場の空気が、彼をさらに盛り上げたのか、場末のこの酒場いっぱいにとどろくような声で、彼は叫んだ。

「じゃあ、今日は気分がいいので、踊っちゃうぜ！　お前ら～～！」

「おお～！！」

　拍手と歓声があがった。

「それじゃ、音楽とステージの用意を……」

　シャーがそういい、彼の周りの机やらいすやらが避けられ始めたとき、不意にその独特の盛り上がりを壊すような音がした。

　急に閉めていたはずの入り口の扉が開いたのである。それも、大きな音を立てて。

「ベイル……」

　リーフィは、扉を破るように開けて飛び込んできた男をみてつぶやいた。

「……どうしてここにきたの？」

　そこにいたのは、背の高いすらりとした男だった。黒い髪は、すべて後ろに束ねて布で縛ってある。 均整の取れた顔つきの、かなりの美青年といえるだろうか。だが、黒い目には、どちらかというと戦場の狂気を髣髴とさせる凶暴さと、刹那的に生きる者の気楽さが感じられた。そして、動きやすそうな服の帯には、反身の剣がつるしてあるのだった。どちらにしろ、あまり良い商売をしているとは思えない。顔だけ見ていると、割と高貴そうな感じではあるが、全身からはごろつきの匂いがしていた。

「リーフィ。探したぜ」

　静かにいい、男は静まり返った酒場に足を踏み入れ、リーフィの元に歩み寄った。リーフィは、表情を崩さなかった。

「何の用？　仕事中は、ここには来ないでほしいと言っていたはずよ」

「どうしても、お前に頼みが……」

　言いかけて、男はリーフィの肩に、実際はしがみついてはいないのだが、しがみつくようにして後ろに立っているひょろりとしたくせっ毛の男をにらみつけた。

「てめえ、何だ」

「な、何だと申されましても、ただのしがない酒飲みです」

　すでに圧倒されているらしいシャーは、萎縮しきっていたが、さらに男の疑るような敵対の視線にあい、ひょいとリーフィの背に隠れきってしまった。それが気に食わなかったのか、ずんずんと入り込んできた男は、シャーの胸倉をつかもうとする。ふと、リーフィが、男の前に回って、シャーの前に立ちはだかる形になった。

「この人は、この酒場の馴染みよ。……喧嘩は止めて頂戴」

「冷てぇ言い草じゃないか。……まぁいい。ちょっと外に出ないか」

「少し事情をうかがってからね。……シャー、ごめんなさい」

　リーフィは、シャーに一言謝ると、彼からすっと離れる。シャーは、首を振って小さく「気にしないで」といい、ついで「ありがとう」と態度で示したが、リーフィはすでにシャーのほうに気を止めてはいなかった。

　解放されたシャーは、ため息をつきながら、舎弟たちの下へと戻ったが、戻ったとたん、彼は急に強気になった。いつも能天気なシャーであるが、今日ばかりは一目見てわかるほどふくれっつらをしている。

「誰あいつぅ～……」

　シャーが不満たらたらに言った。めったに不機嫌にはならないシャーなので、横にいた連中は、彼がいかに不満だったかよく理解できた。

　カッチェラが、親指を示しつつ、小声でシャーにささやく。

「あいつが、リーフィのコレって噂のベリレルですよ。風の噂ですが、やつは相当な腕があるらしいですね」

「えぇ～、あれが？　オレのほうが美男子じゃない？」

「兄貴、それは兄貴の目が腐っているだけじゃ……イテッ！」

　シャーにそういおうとした男は、横からカッチェラに殴られる。不満そうな顔をしていると、カッチェラが小声でそっとささやいた。

「本心では気づいてるんだから、黙ってやってろよ。どう見たって、あっちのほうが顔も腕も上……」

「カッチェラ、オレ、聞こえちゃった」

　少なからずショックを受けたように、シャーは横目で恨めしそうにカッチェラを見た。が、すぐに目を返して、リーフィとベリレルを眺める。どうやら、何か言葉を交わしているようだった。

「で、なにやってんの？　あの人」

「さぁ。噂に寄れば賞金稼ぎをやってるとか何とか。だけど、結構博打もしてるみたいだし、やばい連中から借金をしてるってえ噂もちらほらですよ。まぁ、堅気じゃないのは確かで」

　カッチェラは追及されなかったことを幸いと、もはや知らぬ振りをしながら答える。シャーは、むっとした顔をしたまま、「住所不定無職のオレのほうが、素敵じゃない」などと口の中でいっているようだった。

「べ、別に、オレは気にしてないもんね～。オレはオレの魅力で勝負するし」

　ぶつぶつ言っているシャーを、遠巻きに彼の舎弟たちが眺める。背筋から怨念でも飛び出てきそうな雰囲気と、その視線があまりにもあまりなので、カッチェラがため息をつきながら、そっと進言した。

「兄貴、ひとつ言っていいでしょうか」

「何？」

　目をむけもせず、シャーは向こうを凝視している。カッチェラは、少し戸惑った後、やはりきっぱりと、

「こういっちゃなんですが、男の嫉妬は見苦し……」

「嫉妬じゃないの！　ただの観察！」

　カッチェラがすべて言い終わらないうちに、シャーの声が響いた。

「オレの踊りで、場が盛り上がるはずだったのに、あいつが来たから盛り下がっちゃった。オレはそれに怒ってるだけ！」

「……兄貴……」

　哀れっぽい目で見守る馴染みたちの視線を受けながら、シャーは、ベリレルとリーフィが、何事かを交わして外に出て行くのを、まさに恨めしそうな目で見ていた。


三、宵闇のシャー＝ルギィズ


　その日、夕暮れが早かった。

　曇ってもいなかったが、何となく暗い夜だった。すでに三日月が高かった。

　リーフィはその日は酒場を休み、夕方人目を忍ぶように歩いていた。顔を隠すようにショールを巻き、そしてその胸元には青いトンボ玉を繋いで作られたペンダントがひっそりと輝きを放っている。

　トンボ玉はガラス製品だ。この地方では、割と需要の多い飾りである。

　それは特に高価なものでもなさそうであったが、それを少し気にしながらリーフィは道を急いでいた。

　今日は、人目をはばからなければならない。誰にも後をつけられていないかどうかも確認し、おまけにそっと腰に短剣をしのばせていた。

　最近はどうも治安がよくない。この前、シャーが真昼間からごろつきに絡まれていたのも、それの現われだ。いくら絡まれやすい顔をしているシャーでも、あんな昼間から絡まれているなどというのは、珍しい。

　ふっとリーフィはため息をつく。

「本当に、あそこにもっていけばいいだけなのかしら」

　そういいながらそっと胸のトンボ玉の首飾りに手をやった。

「それに、私一人で行けなんて……」

　少なくとも今まではそんなことを頼まれる事はなかった。不安に思いながらも、リーフィは仕方がなく足を進める。ため息が少しだけ白かった。砂漠の中の都だけに、夜の冷え込みはきつい。

　ざ、とサンダルが砂を擦る音がし、リーフィは慌てて振り返る。そして、そこにいる人物の影に少しびくりとした。

　そこに立っているのは、長身痩躯のひょろりとした男だった。髪型と、暗い中でも余計青く見えるその着衣、それにその顔つきでリーフィにはそれが誰であるかわかった。

　シャーだ。シャー＝ルギィズである。

「リーフィちゃん、こんばんは」

　にっとシャーは笑った。リーフィは少し、どきりとした。それは、いつものシャーとそのときのシャーの表情が少し違ったからである。もちろん、目の錯覚かもしれない。だが、いつもからは考えられないほど、何か生気のようなものが感じられた。

「シャー……」

「こんなくらい夜に夜道を一人歩きなんて、すごく危険だよ？」

　シャーは相好を崩した。いつもなら、「貴方のほうが危険でしょ」と突っ込み返すところだが、静かな迫力がある。三日月に照らされたせいか、彼の瞳は妙に青さが目立った。なにか、悪い事が起きるような気がする、胸騒ぎを起こさせるようなまなざしだ。ある種の魔性を感じさせる、猫のような目だ。

「オレがエスコートしてあげるけど」

「い、いいわ」

　リーフィは愛想笑いを浮かべたが、それはあまりうまくなかった。シャーに対する警戒が、表情に出てしまったという感じである。シャーは警戒されている事をしって、苦笑いした。

「やだなぁ。オレみたいなひ弱～な男が、そんな危害加えるわけ無いじゃない」

「何を……、しているの？」

　リーフィに訊かれて、シャーは少しおどけた様子で答えた。

「散歩だよ、散歩。今日もずいぶん飲んじゃったから酔い覚まし～！　いんやぁ、月に当てられちゃったってやつ？　いいお三日月様ですこと～って！　ね、そう思わない？」

　精一杯彼がテンションをあげても、リーフィはにこりともしない。シャーは不意に我にかえったように、リーフィを覗き込んだ。

「どうしたの？元気ないね」

　長身のクセにどういうわけか、下から覗き込んでくるシャーの顔は、本当に心配しているように見えた。

「何でもないのよ。私、もう帰るから」

　リーフィは後ずさる。

「そう？　夜道はホントに危ないんだよ。気をつけてね」

「あ、あなたも……、この前、殴られたばかりなんだから、気をつけなきゃ」

「うん、ありがとー。じゃあ、おやすみ～」

　シャーは手をするりとあげた。リーフィがほっと安堵したが、すぐにシャーは彼女のほうを向いた。

「ああ、そうだ。そのペンダント……」

　シャーはそっとリーフィの胸元に輝くペンダントを覗きやる。青いトンボ玉がそこに輝いている。

「きれえだねえ。それ、誰にもらったの？」

　にっこり笑いながらシャーはそう聞いた。リーフィは慌てて後ずさる。

「シャー……！」

　思わず護身用の短剣に手をかけてしまいながら、リーフィは怯えたような顔をした。シャーは警戒されている事すらわかっていないのか、ふっと首をかしげた。

「どしたの？」

「あなた、見たのね？」

「何が？」

　シャーは、心底分からない、といった顔をして見せた。

「オレ、ただそれが綺麗だなあって思っただけだってば。ほら、リーフィちゃんがそんなんが好きなら、今度オレもプレゼントしちゃおうかなあっとかさあ」

「嘘ならやめて頂戴」

　リーフィは静かに言った。

「あなた、あの日、私とあの人が話しているのを立ち聞きしていたんじゃないの？」

「立ち聞きなんて？　オレ、そんな無作法な男じゃなくてよ。ひっどいなあ。大体、オレ、あの日、中で飲んでたのよ？　どうやって立ち聞けばいいんだい？」

「あなたは、いつもふらりといなくなるわ。傍にいても、いつの間にか……」

「ひどいなあ。信用がないんだねえ、オレ」

　どこまでが本気なのかわからない。だが、すっと足を進めるシャーの表情は、何となくうかがえなかった。ぞっと背筋に寒気が走る。

「ただね、リーフィちゃん」

　リーフィは後ずさりながら、短剣を抜けるように力を込める。

「オレはね、もしかして、あんたのそのトンボ玉の首飾り、それにお手紙が隠されてるんじゃないかなあなんて、ちょっと思ったりしてるんだよねえ」

　ざっと、シャーのサンダルが音を立てた。

「ちいさい紙切れか布なら、ビーズの間にねじ込んで隠せるでしょ？　長い手紙は無理だけど、人名を三人ぐらい書いただけとか、場所の打ち合わせぐらいならできるよね？　違わない？」　

　やや猫背のシャーは、そのままでそろっと近寄ってくる。リーフィはびくりとして壁に背をつけた。

「寄らないで！」

「近頃……」

　リーフィを無視するようにシャーは続けた。

「近頃、この辺り、妙に治安が悪いのわかるよね。オレなんかこの前もかつあげにあっちゃってさあ。でも、奴らが昼間からオレみたいなぶらぶらしてる奴をいじめるってのは、それだけ気が立ってるってことなんだよねぇ」

「何の話……？」

「最近、この近くの二つのやばい組織の連中が喧嘩してるって、知ってる？」

　にっとシャーは笑い、話を続けた。

「元から連中、仲悪い事じゃあ有名だったけど、最近本格的に仲たがいしたんだよねえ。あんたのカレシさんは、そもそもは賞金稼ぎと博徒の二足草鞋。おまけに博打にゃ失敗して借金まみれ、それで仕方なく用心棒やって食いつないでるってハナシ」

　リーフィはただ黙っている。シャーは、月明かりに不気味に笑んだ。

「オレをこてんぱんにしたバレンって奴は、あんたのカレシさんが雇われてるソシキの一員。えーと、確かジェレッカだっけねえ、そういう名前のボスのとこの幹部だろ、あのおっさん」

　ごろつき以下の、ただのふらふらしているだけの遊び人のシャーが、ここまで街の勢力図に詳しいわけがない。彼はそれと関わらないように生きているのではなかったか。今まで何も知らないような顔をしていたのに、どうしてここまで知っているのだろうか。

「あなた、一体、何者なの」

　リーフィに訊かれ、シャーは事のほか優しく微笑んだ。それが、青く薄暗いこの空のした、あまりにも得体のしれないものに見えた。

「ただの酔っ払いのシャー＝ルギィズだよ。それ以上でもそれ以下でもないってやつ？」

「じゃあ、どうして私にそんな話をするの？」

　冷静な物言いだが、リーフィはかなり動揺していた。シャーは首を振る。

「ただね、オレはリーフィちゃんがこれ以上巻き込まれるのをみてられないだけだよ。安心して。あんたに危害は加えたりしないからさっ。オレは紳士だからねえ」

　いまいち信用のならない台詞だ。リーフィは未だに短剣の柄を握っている。シャーは、それに気づいてはいるらしいが、その事に対して言及しなかった。

「リーフィちゃん、ホントはわかってるんじゃないのかい？」

　シャーは言った。その口調はすこしだけ哀しげだった。

「あんたのカレシさんのベリレルが何しようとしてるかさ」

　と、シャーは不意に身体を反らせた。

　思い切り反らせたそこを石が通り過ぎていく。そのままリーフィをそっと後ろに追いやりながら、彼はざっと彼女を背でかばうように足をやった。

「ふふん、今頃かぎ付けてきたんだな。ちょっと遅いんじゃないの」

　その行動にもリーフィは驚いたのだが、前から現れた男たちの正体も彼女を驚かせずにはいられないものだった。

「バレン！」

　リーフィは前から現れた男の顔を見て叫ぶ。そこにいる巨漢は、シャーをこの前恐喝していた、あの男である。

「リーフィ。てめえがベリレルからの手紙を預かってんのはわかってるんだぜ！」

　バレンはそういいながら、のっそりと近づいてくる。他に十人ほどの男が後ろからついてきていた。

「大人しく出せば、お前だけは許してやってもいい」

　と、いいながらバレンは少し下卑た笑みを浮かべた。

「お前は結構上玉だからな」

「いやな奴だねえ、セクハラ発言はご遠慮願いますよ、旦那」

　リーフィが何か答える前に、シャーがバレンをさえぎった。そのままにんまりと微笑むが、バレンは最初、彼が誰だかわからなかったようだ。慌てて彼らがざっと体勢を整えたのがわかった。

「あんたの口からきくと、みょーに気持ち悪くってさあ。お願いだから、そういう気持ちの悪い事いわないでくれる？」

　その物言いで気づいたのか、それとも薄い明りで正体がわかったのか、バレンはその男が誰であるかわかったようだった。そのせいか、彼らの間の緊張がふっと緩む。今まで相手が、リーフィの用心棒ではないかと緊張していたのだった。

「なんだ、この前のへたれ野郎か？　生意気なこといいやがって！　今度は怪我じゃすまねえぞ。さっさと帰りな！」

「オレもそうしたいのは山々なんだけど～、女の子を置いてかえるなんて、ちょっとあんた達、かっこ悪いとおもわないかい？」

　シャーは倒れそうなほど、そっくりかえっていった。

「というわけで、今日は頑張ってかばってみます！　ねー、リーフィちゃん、オレ、ちょっとかっこよくなあい？　かっこよかったら、後で褒めてね」

「な、何を言ってるの？」

　さっきとは随分と態度が違う。だが、相変わらずシャーの目は普段と違っているのだった。それが少しだけ不気味で、本心がわからなくて、リーフィは何となく不穏に感じた。

　だが、バレンはそれに気づいていない。シャーの変貌にどうして気づいていないのか、寧ろリーフィは謎だった。

「それにさあ、今更リーフィちゃんをいじめたって、あのベリレルさんは出てこないと思うよ、バレンさん」

　シャーは笑みを刻みながら、ふざけた口調で言った。

「それにねぇ、もう手遅れだよ。今更躍起になったって、あんた達、すでに罠にはまっちゃったあとだもんねぇ。してやられたんだろ、あいつにさあ」

　何もかも見透かしたような物言いに、バレンははっとした。ちらと、シャーは視線を投げる。夜目にもはっきり見える彼の目に、何か危険な光があった。

「ど、どういう意味だ！」

　バレンはやや焦る。シャーは軽く肩をすくめる。

「ベリレルが、あんたんとこの親分のライバルのヤクザと通じてたんだろ。情報丸々流されちゃって、おまけにベリレルと一緒に組んでた奴が何人か不慮の死を遂げちまってよ。つまりは色々と血の惨劇が起きたってわけだな。それでオヤブンが切れちゃった。だけど、肝心のベリレルさんは、そのときはもう見当たらないとこういう……。そりゃ、あんたらも困ったよなァ？」

　シャーのおどけた口調と、彼の雰囲気が異様にアンバランスだった。シャーはまだにやついた顔のままだ。

「それで慌てて追いかけて周囲を探ってみたら、なんとベリレルさんはリーフィちゃんに最後の密書を届けさせるように頼んでいたらしい。それには、どこどこで誰を殺ったかっていう情報が書かれてるはずだ。だとしたら、ベリレルの裏切りをちゃんと実証できる。そうすりゃ、あんた達も心置きなくあっちのソシキと戦争始められるよなあ。大義名分がたたなきゃ、ただいわれのねえ喧嘩を売ったも同然だからな」

「な、なんだとおっ！」

　バレンの焦りは、シャーの読みが正しいことを示している。

「ご、ごちゃごちゃいってるんじゃねえ！　とっととそこをどけ！」

　バレンは眉を吊り上げて、強面を更にこわばらせた。シャーはふんと笑う。

「ダメダメ。だから言ってるじゃないの。オレだって、時々いいカッコしたくなるんだもん」

　ふっと歪んだ笑みがシャーの口元を彩った。少なくとも、リーフィはあんな笑みを浮かべる彼を見た事がなかった。寒気のようなものが背筋を走る。

「それに、この街中で抗争なんか始められてみろ。ここを根城にごろごろしてるオレが一番迷惑こうむるんだよね。のんびりたかって飲んで遊んでられないじゃない」

　すっと足を進める。サンダルが砂を噛んでじゃりり、と音を鳴らした。自然と右足が前に出、そっと左足を後ろにやる。そのまま腰の刀の柄に手を添える。

　ぐっとシャーの声が低くなった。

「リーフィは渡せないぜ。あんた達こそかえらねえなら、力ずくで帰してやるさ」

「生意気言うな！」

　聞いていたバレンの後ろの男が、さすがにこの言葉に怒ったようだった。怒りの声をあげてそのまま持っていた曲刀を抜く。そのまま、彼のほうに向かって走ってくる。ひょろっとしたシャーの風体に侮ったのか、かなり油断した動きだった。

「全く、面倒だよなあ」

　そういい、すっとサンダルの足を浮かせる。そのまま、シャーは水平に飛んだ。飛び掛ってきた男の下にもぐりこむような姿勢で、引き付けた刀を鞘ごと引き抜き、横に流した。

「がっ！」

　頭上でうめき声がした。そのまま倒れ掛かってくる男をよけるように、シャーは半歩ほど横に飛んだ。男は、彼が避けたちょうどその横に倒れこんで、かすかにうめいている。

「こ、この野郎！」

　シャーはまだ剣を抜いていない。今のは鞘をつかって打撃しただけだ。

　シャーの笑みは少しだけ青く歪んでいる。その笑みを浮かべたまま、とうとうシャーは、鞘に手をかけた。しゃん、と音が鳴った。

「ここからは命のやり取りだ！　臆病者は帰んな！　ただですむと思うなよ！」

　しんと世界は静まっている。独特の緊張感に支配された世界の中で、シャーは鞘を握るとそのまましゃっと中身を滑らせた。青みを帯びた刃が、清涼な三日月の光にさっと照りかえった。

「野郎！」

　その光に刺激されたのか、男が一人気合の声をあげて飛び掛ってきた。シャーは抜いた鞘を腰に落とし差すとそのまま向かってくる相手のほうに走った。大またで飛ぶように二、三歩。相手の刀が頭の上から降りてくる。

　冷静に見つめていたシャーは、右手に下げていた刀を斜めに切り上げた。かーん、と音が鳴り、勢いつけて飛び掛ってきていた男の刀がはじき返される。勢いをつけたのがわるかった。完全に伸び上がって頭の上に両手が上がってしまった男の胴はがら空きだ。

「しまっ……！」

　男の舌打ちとシャーの笑みは同時だった。シャーは男の腹部に膝蹴りを思い切り食らわした。

　飛ばされて腹を抱えこんで苦しんでいる男にめもくれず、シャーはその横をすたすたと通り、宣言した。

「次は誰だ？　……相手してやるぜ」

　その顔は挑発的な笑みに歪んでいる。ぞくりとするような、冷たい光を青い目に宿し、三日月の薄い光がその冷たさを増させている。

「くそっ！」

　恐怖を感じないわけではない。だが、相手はあのシャー＝ルギィズなのだ。酒場で飲んだくれては、踊る事ぐらいしか能のないごろつき以下のシャー＝ルギィズ。金を巻き上げられては、ぎゃあぎゃあわめいていたどうしようもない屑野郎のはずである。

　その男に挑発されて、平気でいられるわけもなかった。

「なめんな！」

「地獄に送ってやる！」

　口々にいい、三人の男たちが飛び掛ってきた。シャーは軽く肩をすくめた。

「あ～ぁ、おんなじような台詞ばっかじゃないの。詰まんない子たちだことぉ」

　でも、と、心の中でいい、シャーは刀を胸の前にあげる。

「どうせお互いロクでもねえ道に生きるもの同士だ。手が滑っても恨むんじゃねえぜ」


四、青の時刻


　ざっとサンダルを鳴らしながら、シャーは斜め前にとんだ。そのまま一番右にいる男に狙いをさだめる。

　男はそのままシャーに突っかかった。両方が攻勢に出ている。とすれば、早く攻撃態勢に入ったほうが有利だ。しかし、突っかかってきた相手よりも、懐に飛び込んだのはシャーのほうが早かった。背の高い身体を少し前のめりに縮めて、刀をひきつける。

「うぐっ！」

　シャーは刀を一閃すると、そのまま相手の刃を避けて横に飛ぶ。どたん、と後ろで男が倒れた。シャーの刀に血のりが着いていないことから考えて、どうやら相手を切らなかったようである。一瞬手のひらを返して峰で打ったのかもしれない。

　ちょうど真中からかかってきていた男が、刀を振りかぶってこちらに向かってくる。シャーは無表情に足をすっと運ぶ。

　刃が触れ合うかと思った瞬間、意外にもシャーは妙に悪戯っぽく含み笑いを浮かべた。男がその笑みに気づく前に、彼はいきなり身を斜め後ろに翻した。予想外の行動に、一瞬相手があっけにとられる。

　その直後、後ろに流した右足で、たんと軽く地面を踏む。その反動で、前に飛ぶが、それは相手の男が予測していた動きと微妙に変わってくる。闇にまぎれながら、シャーは前に警戒を向けていた男の側面を狙った。

　だが、実際男に当たったのは、シャーがすっと忍ばせるように突き出した剣先ではなかった。振るわれる切っ先に向けて必死で防御しようとしていた男は、同時にシャーの足が男の足を掬いにきているのに気づかなかったのである。そのまま右足を蹴られ、男は剣を手放してみっともなく前に転んだ。

　シャーの目はすでに次の相手に向けられていた。あと残りは一人である。しかし、前の二人を相手にしている間に、男との距離は随分狭まっていた。すでに相手は剣を振りかぶって、シャーを射程に捉えていた。

(避けるのは無理か!)

　シャーは素早く切り替えて、足を一歩引くと相手の剣をがっちりと受けた。思ったよりも相手は力が強い。急遽切り替えたため、バランスがうまくとれなかったのもあり、はじき返すには体勢が悪かった。

「チィッ！」

　シャーは舌打ちし、仕方なくやや引き下がる形で剣を滑らせ、相手とつばぜり合いに持ち込んだ。鍔迫り合いは、できるだけ避けたかったがやむを得ない。

　相手も必死なのは薄明かりのなかでもわかる。男の、ごつい顔がひきつっているのがわかった。軽く相手の唸りが聞こえた。

「くっ……」

　力ではどうやら勝てそうにない。シャーのサンダルがやや引きずられて、砂をかんでズザッと音を立てる。鍔を相手の剣に絡ませたまま、シャーはにやりとした。力をいれて歯を食いしばっている状態での笑みは、何となくぎこちないものである。体の右側をぶつけるように寄せていたシャーは、相手から押さえつけた鍔に目を移しながらすーっと目を細めた。

「き、今日のさ、晩飯ってなんだった？」

「な、何？」

　いきなり訊かれて、咄嗟に男は反応を返してしまった。

　シャーはにんまり笑いながら、どこか不気味に目を光らせた。

「オレはねぇ、今日、まだ何も食べてないの。お金ないから」

「な、てめぇ、こ、こんなときに何を！」

　不可解な彼の言葉に、男は当惑する。

「だぁ～から、早く切り上げたいのよねぇ」

　シャーの言葉に反応している間、少しだけ力が緩まった。シャーは、いきなりふうっと力を抜いて、鍔をひき、体を斜め前にもたれかけるように移動させる。突然、力を抜かれて、男はぐらりと体をゆるがせた。突然、シャーの口調が変わった。

「殺されないだけありがたく思え！！」

　ハッと顔を上げたとき、シャーの肘が眼前に迫っていた。

「ひっ！」

　肘鉄を顔面にくらい、男はぶっ倒れた。シャーは、バランスを崩して、とっ、とたたら足を踏む。その様子がどことなく間抜けで普段の彼らしいのが、妙に場違いに感じられた。

「だ、ダメだ！」

　後ろで短刀を構えていた部下が、泣きそうな声を上げた。

「こいつ、普通じゃねえ！」

「あら～ひどい」

　シャーはあくまで口先だけでおどけてみせた。

「それじゃ、おじさんたち、どっかいってちょーだいよ」

「コラッ！　何怖気づいてるんだ！」

　急にバレンが声をあげた。先ほどまでバレンは連中のもっとも後ろでほうけた様な顔をしてシャーの変貌を眺めていたはずだった。急に我にかえったのは、部下の泣き言が耳に入ったことで、自分の立場を思い出したからだろうか。

「そんな奴片付けてしまえ！」

「それじゃ、アンタが相手しろよ！　バレンさん！」

　急にシャーが割って入ってきた。いつの間にやらゆらりと進んできていたシャーは、びしりと切っ先をバレンに向けて口をゆがめて笑った。

「それともナニか？　あんた、まさかオレを恐がってるのか？」

　いつもよりかなり低いシャーの声には、静かな闘志が含まれている。

「まぁさか、手下にやらせてる間に自分は逃げるなんてェせっこい手はつかわねえだろうなあ。犠牲になってんの、部下ばっかしだけど、オレはホントはあんたに一番恨みがあるんだよ」

　シャーはいささか残虐な笑みを浮かべた。

「一度地獄の門の手前まで送ってやろうか？　いい社会勉強になると思うんだがなあ！」

「な、なんだッ！」

　バレンが虚勢を張っているのはすぐにわかる。声が彼らしくもなく震えているからだ。シャーの異様な迫力に飲まれて、バレンは普段の彼のように横暴に振舞えなくなっていた。それでも、まだシャーに対する侮りの方が強かった。バレンは敢えて声を高める。

「てめえこそ、地獄の門をくぐって来い！　何偉そうな事いってやがる！」

「いい返答だ。オレぁそういうの、案外好きだぜ」

　シャーは暗い笑みを浮かべると、月に憑かれたようにそろっと剣を腰あたりにひきつけた。

「あんたに地獄を垣間見せてやるよ」

　シャーの視線を感じたのか、バレンは慌てて剣を引き抜いた。いつもは猫背のシャーだが、今はほとんど背筋を伸ばして立っていた。ただ、右手の指にだらりと刀がひっかかっている。ただそれだけなのに、シャーの全身からは相手を威圧する冷たい空気のようなものが発散されている。

　リーフィが、黙ってそれを見つめている間に、バレンの体がわずかに揺れ始めた。震えているとおもったが、そうではない。バレンは、攻撃するタイミングを失っているのだ。飛び掛りたいのに、棒立ちのシャーの気迫に圧されているのである。

「どうしたんだよ、来ないのかい？」

　彼自身が口を開いたのかどうだかわからない。ただ、シャーの声が夜闇の片隅から響いた。直接対峙していないリーフィ自身ですら、なんだかここから逃げ出したいような衝動に駆られる。空気は引き絞った弓の弦のように、張り詰めたままの危うい均衡を保っている。

　その爆発寸前の危険な空気の中、シャーは突然笑った。そして、無造作にぶら下げていた剣を握りなおして持ち上げたのだ。チャリーンと鍔が鳴った音が、空気を切り裂いた。

「さぁ、来い！」

「うおおおおお！」

　シャーの笑いに触発されたのか、直後、バレンは飛び掛ってきた。その勢いは余りにも激しい。大きな刀の下にシャーのひょろりとした体があるのが、頼りなげに見えた。

「シャー！」

　リーフィが思わず声を立てる。だが、振り下ろされた刀は空を切る。シャーは、わずかなステップを踏んで、それをかわすと横に回りこんだ。そのまま、すかさず横薙ぎに一撃を加える。だが、バレンも伊達に威張っているわけではなかったようだ。巨体に合わない素早さで、刀を戻すとシャーの攻撃をはじき返してきた。

「おおっと、とっと！」

　力だけならバレンのほうが強い。シャーは、思わぬ一撃に煽られて、後退しながらたたらを踏んだ。だが、その口調が示すとおり、彼にはふざけるだけの余裕がある。

「今の、ちょっと感心したぜ。さすがのオレ様も見誤ったって感じかな。そこまで動けるとは思わなかったぜ、バレンさん」

　シャーが口笛を吹きながら楽しそうに言った。大きな三白眼の目が、わずかに細くなる。

「どーせ、ぶちのめすなら雑魚よりも強い奴をやったほうがいいからなあ。せいぜい楽しませてくれよ！」

「ほざきやがってッ！」

　怒りに任せて一閃したが、それはシャーにがっちり押さえ込まれた。受け方にもあるのだろうが、痩せた細いからだのシャーのどこにそんな力があったのかわからない。バレンは唸りをあげながら、彼を押さえつけようとしたが、びくとも動かなかった。

「くそっ！　てめえ！」

　ぎりぎりと音を立てる鋼の音に、いらだった声をあげると、シャーは不意ににやりとした。

「力だけじゃあ勝てないぜ、バレンさん。…たまにゃ、頭使えよ」

　人が変わったようなシャーの表情に、バレンは少しだけ恐怖を覚える。

　その瞬間だ。バレンが、シャーの表情に怯えを見せたとき、不意に彼は身を引いたのである。滑らかな猫のような動きで彼は身を沈め、刀が振り降りてくる前に自分の手にある剣で斜めに空気を裂いたのだ。

　途端、赤い飛沫が空中に飛ぶ。リーフィは血の予感に身を硬くしたが、それはバレンの右腕を浅く切り裂いただけだった。だが、それと同時にバレンは握っていた刀を取り落としてしまっていた。彼を戦意喪失に追い込むにはそれで充分だったのだ。

　今、バレンの命はシャーの機嫌一つにかかっている。月光にうすら笑うシャーの、青みがかった瞳だけが獣のように光って見えた。

　血が一筋張り付く刃をびゅっと振るい、シャーは冷徹な目で男を見た。路上に飛び散る赤いあとには、目もくれないでただ冷たい目でバレンをみているだけだった。リーフィですら、ぞくっとするほど、その時のシャーは知らない別の男のようだった。

「今なら、命だけは助けてやるぜ……。退きなよ」

　シャーの声はあくまで静かだ。だが、高圧的に叫ぶよりも、効果的でもあった。まず、ぎゃあああと声をあげて逃げ始めたのは、バレンの戦いを見ていた彼の部下達である。一人が逃げれば、他の連中もそれに便乗した。叫び声をあげながら、彼らはそのまま一目散に逃げていく。声も出ないバレンだけを残して、とっとと逃げ去っていく。

「お、おい！　お前らっ！」

　ようやく声を絞り出したバレンは、突然突きつけられた切っ先に、ひっ、と喉の奥で悲鳴を上げた。

「で、あんたはどうするんだ？」

　シャーはへたりこんでいたバレンを見下ろしながら訊いた。

「さっきも言ったよな。今なら命だけは助けてやる。リーフィから手を引きな。ついでに借用書も破ってやれよ。……そうだ、あんた、今もってるんだろォ？」

　ひょいとシャーは切っ先をバレンの喉に触れさせた。冷たい射抜くような青い瞳をむけ、彼は続ける。

「どうせ、リーフィに取引を持ちかける気だったんだろうが。借金をちゃらにしてやるから、その中のものをよこせってさ」

「う……、それは……」

　バレンは低く唸る。

「さて、それをオレに渡せばあんたを解放してやるよ。十数えてやっから、その間にオレに渡せ。それとも、五秒のほうがいいか？」

「まま、待て！　わかった！　渡せばいいんだな！」

　バレンは焦って震える指先を懐に突っ込んだ。そのまま、一枚の紙切れをぐしゃぐしゃにしながら出してくる。バレンの指先が紙を握り締めるたびにがさがさと音が鳴った。

「こ、これだ！」

「ありがとさん」

　シャーは、剣を握っているのと反対側の手でそれを受け取ると空中で広げて月明かりに照らした。ざっと読み、それが本物であることを確認し、彼は突然あとずさった。

「筆跡からみても本物だな。いいだろう。とっとと逃げな」

　シャーはそういうと、バレンから引いた刀に紙をひっかけ真っ二つに裂いた。それから手で復元できないようにばらばらにちぎる。シャーの注意の半分が紙切れにいった瞬間、バレンはようやく我に返った。そのまま、ばたばたと立ち上がり、よろけながら必死で立ち退いていく。シャーはそれを追いかける事もなく、ただ借用書をびりびりにすると、それを宵闇の空気の中に撒き散らした。

　リーフィはようやくそっと身を起こす。シャーは彼女に背を向けたままだ。どんな表情をしているのかもわからない。

「シャー……、あなた……」

　リーフィの声に、シャーは首を振った。

「まだ、そこから動かない方がいいよ。リーフィちゃん。真打っていうのはねえ、最後にでてくるから価値があるもんなんだよ」

　リーフィは足を止める。シャーの言ったことの意味がわかっていたつもりだった。シャーは、建物の一角に視線を集中した。しんと静まり返った日没後の街の一角。そこに影が落ちている。人気はなかったが、シャーはうっすらと微笑むと、刀を上げた。金属がちゃりんと鋭い音を立てた。

「おい。ベリレル。そこにいんだろ？」

　冷たい声で、シャーは街角の闇を切っ先で指し示す。

「出て来いよ。このまますますわけにはいかねえんだ」


五、時には彼女も笑うもの


　空はすでに夕方の明るさを失っていた。

　リーフィは、黙ってシャーの指す一角を見つめている。彼女の顔に驚きは余りなかった。表情が薄いリーフィだから、ということも考えられたが、おそらくそうではない。リーフィには、そこにいる人物と、その目的がとっくにわかっていたのだろう。

　やがてゆらりと闇がゆれた。そこに背の高い男の影が見えている。リーフィは思わず顔を伏せた。ひょろりとした体格のシャーと、背丈はさほど変わらないのだろうが、やや彼よりもしっかりして頼れそうな感じがした。切れ長の目にやや凶暴な光をともしているのがわかる。

　シャーは、笑いもせずに呼びかけた。

「あんたとは二度目だね。ベリレルさん」

「貴様……」

　ベリレルは、油断なくシャーを観察しながら一歩ずつ近づいてきた。

「あんた、知ってたんだな。このペンダントを持ってれば、リーフィが襲われること。いいや厳密に言うと、リーフィを囮に使ったんだろ。……マントに血がついてるぜ。誰を殺ってきた？」

　シャーは首を振った。

「いいや、聞いても仕方ないわな。どうせ、殺してきたのはジェレッカだろ。借金で首が回らなくなったとこに、敵方のオヤブンから金で雇ってもいいっていう申し出が来たってとこか？　それへの貢物がオヤブンの命だ。ちがうか？」

　ベリレルは答えない。ただ、ぎり、と奥歯をかみ締めたのがわかった。やがて、彼は低い声で言った。

「貴様が殺し屋だとは思わなかったぜ！　てめえこそ、どこに雇われた！」

「殺し屋ァ？」　

　シャーは突然吹き出した。

「だははは、笑っちゃうね。ホント冗談きついぜ。オレはそういう血なまぐさい稼業は嫌いでね。てめえと一緒にしてもらっちゃ困るね！」

そして、笑いをおさめて、彼はベリレルの方を見た。

「あーのな、別にオレは、こんなやばい事に頭つっこみたいわけじゃないんだよ。できるなら平和～に暮らしたいし、アンタみたいな力バカとも関わりたくねえわけよ。オレは平和主義なんだから、暴力嫌いなの。おわかり～？」

　いつもの口調だったが、それにはそこしれない恐ろしさが含まれている。そのままで、シャーは、急に笑みを完全に消した。残した愛想すらも表情から抹消して、彼はぞっとするような冷たい声で言った。

「でもなあ、オレも嫌な性分なんだよ。カンに障ったら、ほっとけないんだよなあ。特にアンタみたいな色男を見てるとさ…、徹底的にぶっつぶさないと気がすまないって言うか？　やーな性分なんだよ。オレも」

　すうっと手元に柄をひきつけながら、彼は暗闇に隠れながらそっと微笑んだ。

「それに、リーフィちゃんは、オレには優しくしてくれたもんね。好きになったコを助けるのは、男のツトメってやつだろ？」

　突然、ベリレルが動いたのがわかった。ズザッという砂を噛む音が、耳を弾く。闇にまぎれて見えないが、ベリレルが構えたのは勘でわかる。

「何わけのわからねえことを言ってやがる！」

　ベリレルの声は低く、殺意に充ちていた。あるいは何かが彼の癇癪に触れたのかもしれない。

「そのよく開く口を開かねえようにしてやる」

「はっ、今更独占欲でも出したのかよ！」

　シャーがはっきりと嘲笑った。普段の物言いとはあまりにもかけ離れたそれは、少し違和感のあるもので、リーフィはそれがシャーの声かどうか判別しかねた。

「全部終わったら、リーフィを殺す気だったのか？　…それでよくも言うぜ。くそ野郎が！」

「うるさいっ！」

　ベリレルが突然足を進めて剣を振るってきた。シャーは、二歩ほど飛びのいた後、自然と剣を構える。

「思ったとおりだ。あんた、なかなかの手だれだな」

　くっと唇をゆがめたシャーは、構えを崩さないようにしながらわずかにベリレルとの距離を詰める。

「さすがのオレも油断したら死ぬかもね。…だから、あんたには手加減はしねえ」

「安心しろ、そんな暇も与えずにぶっ殺してやる！」

「いい台詞だ。気に入ったぜ！」

　それを言い終わるか言い終わらないかの内に、シャーはとんと軽く地面を蹴った。そして、二歩、三歩、と徐々に力強いステップに変わる。そのまま、シャーは、下げていた刃を上に向けて斜めに切り上げた。

「ちっ！」

　火花がバッと散った。ベリレルがはじき返した衝撃を受け止めて、シャーはそのまま刀を握りなおした。　

「行くぜッ！」

　シャーが気合の声と共に、三連続で突きに入った。忍び込むように叩き込んだが、ベリレルはそれを見事に避け、シャーの側面から回り込んで斜めに切り下げてきた。反射的に身を翻し、紙一重でそれを避ける。シャーの青いマントの裾がそれを掠って破れたようだった。

「チィッ！」

　ベリレルの舌打ちが響き、シャーは斜めに追撃を避けて飛びのいた。

「へ、へへ、さすがだな……！」

　さすがのシャーも息が少し上がってきていた。ふうと一息をついて、乱れた息を整えると、彼はベリレルが更なる追撃を繰り出してきたのをとらえた。つ、と足を横にずらし、シャーは自分も刀を薙いだ。

　ガッと音が鳴り、お互いの刃が噛み合ってぎりぎり音を立てる。タイミングがあったせいと、お互いの力が拮抗しているためどちらに押される事もなく、刀は絡みついたまま同じ場所をわずかにいったりきたりしている。

　軽い膠着状態だった。どちらかがうまく早めに剣を引かなければならない。或いは、ベリレルは押し切るつもりかもしれないとシャーは思う。力の差だけを単純に考えると、シャーには少し不利だ。この状態を何とか脱して横にうまく逃げられるように隙をうかがった方がよさそうだった。

　その時、

「リーフィ！」

　ベリレルの声が聞こえた。今まで、固まったようにそこで二人の戦いを見つめていたリーフィは、その声で我にかえったように、ベリレルに顔を向けた。

「オレが、盗賊に殺されそうになったお前を助けてやったのは忘れてないだろうな！」

　リーフィは、無言でたたずんでいる。

「こいつを殺せ！　短剣をもってるんだろ！」

　シャーは、ふとリーフィのほうをうかがった。リーフィに戦いに入ってこられたら、シャーは戦いづらくなる。だが、リーフィは動かなかった。立ちすくんでいるというよりは、静かに佇んでいるという風情だった。

「リーフィ！　聞いてるのか！」

　業を煮やしたベリレルが叫んだが、冷静な声がそれに答えた。

「ベイル……。それは無理よ」

　シャーはちらと目を彼女の方に向けた。リーフィの顔は、わずかな月光の下、いつもよりも青白く見えたが、それは女神のように冷たい美しさがあった。

「わたしはあなたの命令をいつだって守ってきたわ」

　リーフィの声は、時が止まったように冷たく、しかし清らかに空気に響き渡った。まるで月光のような声である。

「シャーはわたしを助けてくれたわ。あなたに対してそうだったように、恩人は殺せないのよ。あなたの言う事はきけないわ」

「リーフィ！　てめえ！」

　ベリレルの怒りの声が響いた瞬間、シャーは隙を突いて斜め後ろに抜け、こう着状態を脱した。

「いつまでも、あの子を苦しめてるんじゃねえ！」

　シャーは雄たけびと共に、ベリレルに向かって突っ込んでいった。ベリレルは防御体勢にはいったが、シャーが懐に飛び込むほうが早かった。シャーは、そのまま刃をベリレルの腹部に叩き込んだ。

　シャーが身を翻して彼の方を向いたとき、ベリレルはうめき声と共に地面に崩れ去っていた。

　リーフィは声こそ出さなかったが、慌ててこちらに走ってきた。シャーは、刀を鞘に収めると疲れ果てたのか、そこに座り込んだ。肩を大きく上下させてため息をついている。

　リーフィはベリレルをシャーを見比べ、そして、そっとこう訊いた。

「殺したの？」

「……峰打ちってしってる？」

　シャーは、こちらを見上げる猫のような顔をしていった。

「当てる前に手首をひっくり返してね、峰のほうを当てるわけ。でもね、実際正面から当てたら、オレの刀が折れるわけ。つまり、気迫が大切なんだよね。一種の賭けだよ」

　シャーは倒れているベリレルをみて、笑いながら立ち上がる。

「つまりはオレの気迫勝ちってえことだね。ま、格の違いだな。格の！」

　えへん！　となぜか威張るような真似をしてから、シャーはそっとリーフィのほうを伺った。

「ね、こんな奴でも、死んで欲しくなかったんだよね、リーフィちゃん……。だから、オレ……」

　シャーは、くしゃくしゃの頭を軽くかきやった。リーフィは答えなかったが、ベリレルを見つめる彼女の瞳が、それを肯定しているような気がした。

「あの、その、ねぇ、リーフィちゃん。オレさぁ、人の恋路に首突っ込んだりするつもりないのよ。ただね、ちょっとだけおせっかいだけど……」

　ためらいがちのシャーはやや言いにくそうに、しかし、発音だけははっきりといった。

「オレが口を出す事じゃないけど…、ベリレルみたいな男とつきあっちゃ、リーフィちゃんが辛くなるだけだと思うんだ。別れちゃったほうがいいんじゃない？　絡んでくるようなら、オレが倒しまくるから。ねえ」

　リーフィは、何も応えない。シャーは、少しだけ焦ったようなそぶりになった。

「あ、あの、だからって、オレと付き合えとかいうんじゃないよ。ただ、オレその……」

　シャーは更に焦って慌てて言葉を続けた。

「ごっ、ごめんね、リーフィちゃん。オレがいっても仕方ないよね。当事者でもないのにさ……、偉そうに言っちゃって…。オ、オレの言う事、気にしなくっていいのよ、ホント」

「シャー……」

　リーフィは、闇にうっすらと微笑んだらしい。シャーははっと顔を上げた。

「そうね。あなたの言う通りかもしれないわ。捨てられる事ももしかしたら殺されるかもしれない事も、そう、なんとなくわかっていたのよ。でも、ベリレルは私を助けてくれた男なの。恩人は裏切れなかったのよ」

　リーフィは寂しげに笑った。

「あなたって変わった人ね。……なんだか、不思議な気分だわ」

　リーフィは、あまり表情のないその顔に、うっすらと微笑を乗せた。その笑みに、油断していたシャーは、思わずどきりとしてしまう。

「あなたの言うとおりにして、私が狙われても、あなたは私を守ってくれるのよね？」

「そ、それは、も、もっちろん！」

　リーフィは、そう、と短く応えた。

「それじゃあ、あなたの忠告に従おうかしら……」

「そ、そのほうがいいよ」

　少しだけ顔を赤面させて、シャーはぎこちなく応える。くす、とリーフィは微笑んだ。それから、少しだけ申し訳なさそうな顔をする。

「でも、ね、ごめんなさいね、シャー……。そこまでしてもらっても、わたしはあなたを好きにはならないと思うわ。ごめんなさい」

　何となく予想はできていた。シャーは、ふうとため息をつく。

「いいんだよ、別に……。オレは、そういうんでリーフィちゃん助けたわけじゃないんだからね」

　リーフィに言われて、シャーは、寂しそうに笑んだが、その笑みはおそらく暗闇にまぎれて見えなかったかもしれない。

　すっかり夕方の気配は消えていた。辺りは暗い闇が支配し、夜になっていた。

「さあ、安全なとこまで送るよ。いっとくけど、オレ、送り狼じゃないからね～」

　シャーのおどけた声が聞こえたが、彼は顔を向こう側に向けていて、見えるのは青いマントだけだった。

　だから、リーフィは、シャーがどんな顔をしていたか知らない。シャーも、闇から顔を覗かせるようなことはしなかった。

　だから、シャーが悲しみに沈んだ顔をしていても、リーフィはそれをおそらく知らない。


　*


　次の日も、何事も無かったかのようにシャーはふらりと酒場に現れた。

　先に酒場に入っていたリーフィもいたが、シャーは自分から話しかけることはしなかった。リーフィは仕事中だし、昨日の今日で話しかける気分にはならなかったのである。

　相変わらず、例の野郎共と一緒に何の華もないまま酒を飲んでいたが、この日は、やや状況が違った。シャーの態度ではなく、変わったのはリーフィの態度だったのだ。

　他の客を相手していたり、給仕をしているリーフィが、通りすがりにシャーに微笑みかけていくようになったのである。

　あの無愛想なリーフィが、それもシャーに微笑みかけたので、酒場の連中は一様に驚く。だが、当のシャーときたら、折角リーフィが微笑みかけてくれたというのに、寂しげな笑顔で会釈し返すだけである。

「な、なんですか？　今の？」

「なんでしょー……」

　カッチェラがきいても、シャーはぼんやりと答えた。

「今、あの無愛想なリーフィが兄貴ににこってやったじゃないですか！」

「うん、機嫌がいいんだねぇ、きっと……」

　何となくしょぼしょぼした様子のシャーに、カッチェラはじめ彼の取り巻きたちは、奇妙な目を向けた。あのリーフィが明らかに、シャーにだけ態度を変えているのに、当の兄貴のこの落ち込みぶりはなんなのだろう。もう少し舞い上がっていてもおかしくないというのに……。

「兄貴、リーフィ笑ってますよ」

「わかってるってば」

「……アレは兄貴に気があるんじゃないですか？」

「そんなわけないの。あのね、…オレ、今哀しみの絶頂にいるの。いいんだ～、女の子なんて硬派なアタクシにはいらないんだもん。酒だけが友達なんだ～」

　いやに意味深な事を言う。カッチェラはとうとうわかったといいたげに、ぽんと手をたたいた。

「なんですか？　身を引いちゃったんですか？　それとも、身を引いたからかえって気に入られたんですか？」　

　カッチェラがそうっと訊いた。状況的にはそうなのかもしれない。言い当てられて、シャーは余計に落ち込んで、急に彼らのほうから壁に対面して酒をちびちびとやる。その妙ないじらしさを見るのは、何となくあわれっぽくて忍びない。

「なんで押さないんですか。押したらコロッと行くかもしれないじゃないですか」

　カッチェラが肩をすくめながら言った。

「だって、あんなに笑ってるんですよ。好感度あがってますって！」

「いいの。いいの、今日のオレは酒だけあればいいの」

　いいながら、シャーはくるくるまいた髪の毛をぐしゃりとやった。

(ああまで言われたら、身を引くしかないってーの。)

　シャーは人知れずため息をつく。酒が妙に苦かった。

「シャー……」

　ふと、綺麗な高い声が聞こえ、シャーはびくりとして慌てて振り返る。そこには、驚く舎弟たちを押しのける形で、リーフィが立っていた。

「今日は、あなたにお礼を言おうと思って……、ちょっといいかしら？」

「あっ、こら、お前達解散しなさい！」

　急にシャーは周りにいた連中を手で追い払い始め、慌てて自分も立ち上がった。

「え、と、それじゃ、お店の裏にでも？」

「店の裏！」

　周りにいた野郎共が即座に反応した。

「兄貴！」

「なんか怪しい！」

　いかがわしいとでも言いたいのだろう。シャーは、急にきっと連中を睨んだが、その顔はリーフィが昨夜見たシャーとは違った。睨んだとしても、今のシャーには昨夜のような恐ろしさはなかった。

「そんなことするわけないだろっ！　見損なうなよ！」

「振られすぎておかしくなるってこともありますし」

「大体、兄貴は見かけが変質者ですからね……」

「誰だよ！　今、オレの事を変態っていったのは～！」

　シャーは、必死の顔をして連中に言い返す。自分で変質者から変態に一ランク格をあげてしまっていることには気づいていないようだ。

「とにかく、オレはそーゆーいかがわしい男じゃないのっ！」

　シャーは周りの連中をどんと突き飛ばしながら、立ち上がった。

「ぜーったいついてくるなよ！」

「なんだよ、変態！」

「兄貴の変態！」

　いつにもまして、少し格好をつけているらしいシャーに、弟分たちの変態コールが後ろから追ってくる。

「うるさーい、オレが博打でもうかって大金入っても、お前達には、お茶一杯でもおごってやんねえからなあ！」

　シャーは、あてもないくせにそういい捨てると、連中の好奇の視線を浴びながら、リーフィを伴ってとっとと酒場の裏に出た。

　裏は人気がなかったが、それでもシャーは念入りにのぞかれていないか探った後で、リーフィのほうに向かった。

「ご、ごめんね、あいつらが馬鹿で」

「いいのよ。悪い人じゃないのはわかっているもの」

　リーフィは首を振った。

「あ、リーフィちゃん、オレ、昨日いいわすれたんだけどねえ……」

　シャーは左右の人差し指をつっつきあわせながら、苦笑いして言った。

「オレが、あんなに強いってこと、黙っててくれる？　それとも、もう言っちゃった？」

「いいえ、何となくそんな気がして、誰にもいっていないわ」

　リーフィはそう答える。シャーは安堵したようにため息をついた。

「そう。よかった。オレが強いなんてわかったら、他の奴ら態度変えちゃうでしょ。それがどうにも嫌なんだ。だから黙っててよ」

「……そうね」

　リーフィは静かに答えた。

「私も、あなたが今のままの方がいいと思うわ」

「わかってくれてありがと」

　シャーはにっと微笑んだ。いつもながらの軽い言い方だが、リーフィは、それに何となく安心感を感じた。そして、彼女は、ふと微笑んだ。それは薄い笑みで、ほとんど笑っているかどうかわからないものではあったが、無表情なリーフィには珍しい表情でもあった。

「シャー……。わたしも、昨日言い忘れた事があるのよ」

「どうしたの？　困ったことがあったの？」

　シャーは眉をひそめた。シャーは、てっきりベリレルか誰かが彼女をまだ困らせたのだろうかと思ったようだ。リーフィは静かに首を振り、戸惑うシャーにかまわずそっと身を寄せた。

「あなたに惚れる事はないといったけれど……」

　リーフィは耳元でそっとささやいた。

「わたしはあなたを嫌いだとはいっていないわ」

　そういって、リーフィはシャーの頬に素早く軽く口付けた。なれない事に、シャーは一瞬、自分が何をされたのかわからなかったらしい。ようやく気づいたのか、ひどくまじめな顔になってまじまじと彼女の顔を見上げる。リーフィはにっと口元をほころばせ、シャーの手に手にしていた酒瓶を握らせる。

「り、りーふぃちゃ………？」

「昨日のお礼よ。わたしがあなたにおごっただなんてお店の人にはいわないでね。怒られてしまうから」

　リーフィはそっとささやくと、呆然としたシャーを置き去りにすらりと立ち上がった。そのまんまきびすを返していってしまう。

「それじゃあね」

　リーフィの声がどこか遠くから聞こえてきた。

　シャーはしばらく呆然としていたが、やがて思い出したようにコテンと壁に頭をくっつける。へらっと不思議な笑みを浮かべながら、シャーはもらった酒を大事そうに抱きかかえ、片方の手で自分の頬を撫でた。　

「世の中って、幸せってばヘンなところに転がってるんだねぇ～」

　夢見心地でつぶやくシャーの耳には、おそらくリーフィの「あなたに惚れる事はない」の言葉が抜け落ちているのかもしれなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青い夕方　終


雨情楼閣


一、雨のある日の憂鬱な話


　ザファルバーンは元々雨の少ない土地である。その王都も雨はあまり降らない。だが、降るときは降るときで小さい川ができるほどに降ることもある。外は薄暗くぽつりぽつりと小雨が降っている。

「なーんてっか、長雨だねぇ。もうまるまる一日じゃない？　雨」

　シャーは、酒場で軽食をつまみつつ、そんなことをぽつりとつぶやく。そばには、雨で仕事に出られなかったごろつきがたむろしていた。ということは、シャーの食べているものは、彼が買ったものではないことは確実だ。

　相変わらずのくるくる巻いた黒髪を上に結い上げて、少しぎょろっとした感じの三白眼。湿気を含んでいるせいか、元々あまり軽そうにない彼の髪は何となく重そうだ。よく言えば物憂げ、悪く言えば鬱陶しい大きな目をぱちりとやる。暗い室内では彼の目は普通の黒目に見える。相変わらずくてっとした、何となくへなへなした姿勢を見ていると、長雨でなくても鬱陶しい気持ちになるものだ。

「こう雨に降られるのもたまにはいいんですけどねえ、なーんか調子が出ないもんなんだね、兄貴」

　ぽつりと弟分が言った。シャーは、人差し指と親指でひょいっと焼き魚をつまむとぱくりと口にくわえた。今日は弟分の財布具合が悪いのか、それとも飲む気がないのか、お茶などを飲んでいる。それが彼らのテンションを余計に下げているのかも知れない。

　そんななか、シャーは嫌に間延びのする声でこう言う。

「だねぇって言いたいところだけど～。オレとしては、もっとじめじめじめじめしてるところを知ってるからなあ。長雨ってのはこんなもんじゃあないんだよ、ホントは。じめじめーっとしてて、もっと不快っていうかさあ」

「オレは今の兄貴のしゃべり方に生理的嫌悪を感じまし――」

　そう言いかけた舎弟の一人は、慌てて周りから口をふさがれた。

「いくらなんでも可哀想だろ」

「そうだよな、兄貴もあれでも一応気にして……」

　焦ってそんなことを小声で呟く連中を横目で見ながら、シャーはぼそりといった。

「ま・る・ぎ・こ・え」

　そうしてため息をついて、シャーは重たい前髪をぐしゃりとなでた。

「なんだよ、人を軟体動物みたいにさあ。オレなんて、一番雨が似合わない男でしょうが」

「いや、元々兄貴はそういう感じじゃないですか」

「どっちかってえと雨っぽいというか。……鬱陶しいというか」

　便乗して普段からそう思っていたらしい連中がそういう冷たいことを言う。さすがのシャーもむっとして、彼らをその鬱陶しい目で睨んだ。

「あっ、それひどいぞー。あのなあ、オレだって、たまにはしゃきっとしてるのよ。雨で湿気がしっけて……ああいや、湿気でちょっと身体がかびてるだけで！」

「ああ、兄貴、とうとう頭までかびたんですか？」

　どこからともなくやってきたカッチェラが冷たい声でそう言った。

「あっ、なにそのいいかた！」

「いえ、何かわけのわからないことをいっているのをきいたもので」

　カッチェラは、つんとしてそんなことを言って、席に着き、声をあげた。

「あ、オレも茶チャイを一つ！」

　はーい、と店の女の子が声を上げる。そして、やがて、この店の看板娘のサリカが姿を現した。

「サリカ！　今日もきれえじゃねえか」

　舎弟の一人が冷やかし半分ににやにやわらってからかう。サリカはふんと鼻先でそれをはねのけた。

　サリカは、活発な感じの美人である。ちょっと悪戯っぽい笑い方に、少しだけつんと上をむいた鼻筋に、大きな目をしている。赤茶っぽい明るい髪の色と合わせるように、いつもオレンジの明るい色の服を着ている。少し気が強いが、明るくてかわいらしい娘だった。無表情で少し冷たい印象のある美人のリーフィとはちょうど対になる感じである。

「はい、これ」

　サリカは不機嫌にカッチェラに茶チャイをわたして、すたすた歩いていく。その様子にシャーは少し首を傾げた。

「あ、ちょっとお！」

「何よ？」

　シャーは睨まれて思わず肩をすくめた。そうーっと機嫌を伺うように下の方からサリカを見上げてみる。

「あのさ、……サリカちゃん、どうしてそんなに機嫌が悪いのかなあ？　……なぁんて……」

　きっとサリカの大きな目がシャーの方に向けられ、猫背のシャーはびくうっと背筋を伸ばした。

「あんたになんでそんなこと言わなきゃならないのよ！」

「ん、んにゃっ、オレは別に、サリカちゃんの神経を逆なでしよーとしたわけではなくてですね」

　横でカッチェラが、あーあ、と言いたげな顔をしている。が、どの連中もシャーを助けようとはしていない。

「あんたの存在自体が神経さかなでるのよ！　鬱陶しいから店から出ていって！」

　反論する暇も与えられず、サリカはそうシャーに言い切った。シャーは怯えながらも、そうっと不服そうに異論を唱えてみる。

「ええっ、そんな理由～。ちょっとそれってひどくない？　サリカちゃん」

　サリカはもうシャーの顔を見ない。そのまま去っていこうとする。シャーは弟分達を振り返って、小声でぼそりと訊いた。

「なあ、お前達、どう思う？　この仕打ち～」

「いや、いつか言われると思ってました」

「確かにこの雨の中、兄貴の顔を見ているのは正直……」

　彼らは口々にそんなすげないことをいう。シャーは哀しくなってじっとりと彼らを見たが、雨よりも湿度の高そうなその視線を直視するような者はいない。

「いつまでいるのよ？」

　サリカの声が響き、シャーは反射的にばっと立ち上がる。

「わ、わかりましたよう～。出ていくってば～」

　シャーは渋々応えて、そうっと足を進める。サリカはシャーの背中を忌々しそうに睨んでいる。その視線を感じてか、シャーは次第に早足になって、小雨降る街へと消えていった。

「ちょっと可哀想な気もするけどさあ」

　シャーの横にいた舎弟がぽつりといった。

「確かにサリカの気持ちも分かるんだよな。……オレ達でもちょっと鬱陶しいし、今の気候には」

「ちょっとな……。兄貴には悪いけど」

　そんなことをいいつつ、彼らはシャーがいなくなったおかげで、湿度の減ったような気のする場にほっと息をついた。

「ちぇー、なんだよ。……雰囲気と顔は変えられないんだから仕方ないじゃないかよー」

　小雨だが濡れても困る。

　シャーは近くの建物の入り口に入り込んで座った。上から雨粒がはらはら落ちてくる。

「あいつら冷てえなあ……。……オレの心も雨模様って感じ……」

　雨にそぼぬれながら、膝を抱いて三角座りをしていると妙に切ない気持ちになる。シャーは雨宿りをしながら、深々とため息をついていた。

　砂の上に水がたまっている。そのうちに川になるかもしれない。洪水にならない程度に降って欲しいよなあ、とシャーは漠然と思う。

　ふいに水たまりがはねて、ぱちゃりと音を立てた。シャーは上をむく。薄い布を頭にかぶって早足に歩いてきたらしい女性がそこにたっていた。彼女はシャーの顔を見ると、少し冷たくて綺麗な顔にわずかなほほえみをのせた。

「あら、シャー久しぶりね」

「リーフィちゃん！」

　シャーは顔を上げてその女性に笑いかける。サリカのように華やかさや明るさはないが、美人のリーフィはやはり酒場では目立つ存在だったし、彼女を見に来る客も多い。

　シャーは最初鼻にもかけられていなかった。しかし、この前一度彼女を助けたこともあるのか、最近リーフィは、シャーに比較的優しい。といっても、他の女の子達がシャーに対して冷たすぎるだけなのかもしれないが。

　雨に濡れながら歩いていたリーフィは被っていた布の水気を払った。豪華なものではないが、薄い布は綺麗に薄紅に染められていた。

「どうしたの？　こんなところで」

　リーフィは、そういって首を傾げたが、シャーはすぐには質問に答えなかった。

「リーフィちゃん、お久しぶり。元気い？　ここんところ見かけなかったから心配してたのよ。ま、オレがリーフィちゃんの店にいってなかったのもあるけどね」

「そうね、この所少し困ったことがあってお店の方は休んでいたの」

　リーフィはそういって、建物の中に入った。

「シャーはどうしてこんな所に？」

「あ、あはは……。ちょっとサリカちゃんのご機嫌を損ねたみたいで」

　シャーは頭をなでながらため息をつく。リーフィはシャーの方にしゃがみこみながら尋ねた。サリカとリーフィは働いている店が違うが、その住居は近い。サリカは彼女にとっては妹みたいなものでよく相談にのっているらしかった。

「シャー、もしかしてサリカに追いだされたの？」

「うん、まあ、そんなところかなあ。いやあ、雨の中、オレの顔見てるの嫌だって、そんなん……」

　ふうとため息をつき、シャーは膝にあごをうずめる。

「オレって、そーんなに鬱陶しいのかなあ」

「そんなことはないわよ。サリカは今ちょっといらついているみたいなの。ごめんなさい、許してあげてね」

「リーフィちゃんが謝ることないよ。オレも気にしてないし。よく言われることだしね。大体、悪いのはこの雨なんだよ」

「そうかもしれないわね」

　で、と、シャーはリーフィの顔をのぞき込みながら言った。

「どうしたの？　なんだか浮かない顔してるね」

「ええ、さっきいったサリカのことなんだけど、……わたしもそうなんだけどね、ある男から誘われているの。……自分についてくれば、豪華な暮らしをさせるっていうんだけど」

「え、えぇぇ！　サリカちゃんも、ましてやリーフィちゃんまでお嫁に行っちゃうの？」

　シャーは縋り付くようにしていった。

「……そんな、折角最近リーフィちゃんと仲良くなれたのに？　……オレ、ショック受けちゃうな」

「そんなシャーが寂しがるような話ならよかったんだけど……」

　リーフィは少し苦笑した。

「そんなおめでたいはなしじゃないの。ただ愛人にならないかって話だから」

「えっ、そうなの？　相手どこの誰よ？」

「ウェイアードって人知ってる？」

　リーフィは膝を抱えて座り込みながらきいた。

「この辺りの酒場から気に入った娘を召し上げていっては、自分の行きつけの妓楼で囲っているらしいんだけど、飽きてしまうとその妓楼に売り飛ばしてしまうっていうひどい評判の男よ」

「うわっ、それひどいなー」

　シャーは思わず顔をしかめた。

「でも、どうしてそんなひどい奴の所に？」

「あの人、ザファルバーンの大富豪の息子なの。一人息子らしいから。それで、酒場にかなりお金を出しているみたいなのね。わたしも、サリカもそうだけど、酒場にお金を借りて働いているから、拒否はできないわ。うちの旦那さんは、別に嫌ならいいっていってくれたけれど、サリカの所はそうもいかないみたいなの」

「なるほどね。……ひどい奴がいるもんだな。どこにいるの？　そいつ」

　シャーは横目でリーフィを見ながらきいた。

「シャーも知っているでしょ？　マタリア館っていう所」

「ああ、あの妓楼の事？　オレ、郭遊びはしないからいってないけど」

　そうだろうな、とリーフィは思う。金のないシャーにできる遊びは酒場周りがせいぜいだし、そんな所にいたら弟分が騒いでいるはずだ。

「そこにいりびたりっていう話よ。年はあなたと同じぐらいだと思うんだけど」

「ふーん、……なるほど、なーんかその坊ちゃん、聞いたことあんなあ。カンビュナタスの奴が言ってたんじゃなかったっけ」

「え？」

「あ、何でもない何でもない」

　シャーは慌てて首を振り、そしてにっと笑った。そうっと上目使いに、リーフィの表情を伺いながら言った。

「……リーフィちゃん、オレが何とかしてみようか？」

　言われてリーフィは少しだけ驚いたような顔をした。

「あなたが？　……でも、これは前みたいに切った張ったじゃ片づかないのよ？」

「そうかもしれないね。でもやらないよりやるほうがましじゃない。オレもリーフィちゃんやサリカちゃんがいなくなったら寂しいし」

　シャーは片目をつぶっていった。

「ね、まずちょっと探りをいれるぐらい入れて見ようよ。それでできなければあきらめるしかないけど、最初からあきらめるのも」

「シャー……ありがとう。それじゃあ」

　リーフィは思い立ったように、そっと懐から財布を取りだしてその中の金貨をシャーに渡そうとした。

「少ないけど、これでお願いしてもいいかしら……。この前も世話になって、今回もじゃわるいわ。だから……」

　言いかけたリーフィの手をそっと握って差し戻すと、シャーは首を振った。

「やめなって。水くさいな。いいよ、見返りなんかいらないからさ」

そういって、シャーはリーフィの手にそれを戻す。

「後で酒の一杯でもおごってくれれば十分だからさ。気にしないでよ」

　シャーは優しく笑ってそう言うと、立ち上がった。リーフィはわずかに微笑み返す。それを満足げにみるとシャーは壁に片手をついて寄りかかった。

　空を見る。急に明るくなったなと思ったが、どうやら雨がやんでいるらしかった。街のあちこちにできた水たまりもそのうち乾いていくことだろう。


二、潜入準備



　ウェイアードという男の噂はそれとなく聞いていた。

　そこそこ裏世界の事情には詳しいつもりのシャーだが、ウェイアードの噂はそれとなくしか聞かない。王都でも有名な商人カドゥサ家の御曹司だときいたが、事情はそれと美人の噂をきくと手当たり次第召し上げるというぐらいで、それ以外の情報についてはシャーはあまり知らない。

（やっぱし、ご本人に会わなくちゃいけないよなあ）

　ということは、妓楼で会うのが一番いいのだが、あいにくとシャーには金はないし、この格好で行っても不審者としてつまみ出されるのがオチだ。

「ん～、どうしたもんかねえ」

　あれから三日ほど経った夜、シャーはまた酒場に立ち寄っていた。サリカはあれから口をきいてくれないし、何やらそのせいで舎弟達からも冷たい目で見られているような気がする。

　雨はすでに上がっていて、いつものように熱い光線を発する太陽が地の向こうに沈んでいた。夜になれば少し冷えてくる。今日はリーフィと約束をした日だ。その日までに対策を練るつもりだったが、結局、シャーはいまいちウェイアードという人物を掴み切れていない。せめて、サリカに話が聞ければいいのだが、シャーを嫌って顔すら見せてくれない今のサリカに聞き出せるはずもなかった。

「なんですか？　珍しく難しい顔して」

　酒を飲みながら考え事をしていたシャーに、アティクが心配そうな顔をした。カッチェラならあきれ顔だが、いくらか心優しいアティクは、シャーを心配してくれる数少ない人間なので、心底心配そうにするのだった。

「何か悪いことでもあったんですか？　しゃ、借金取りに追われて世を儚むとか……」

「兄貴、とうとうそこまで追いつめられたんですか！」

わあっと周りの連中が集まってくる。

「兄貴、死ぬ前にオレがこの前かした金返してくださいよ」

「そうですよ！　かえしてください！」

「あんなはした金くれたっていいじゃなーい。たかが銅貨一枚なんて」

　シャーはそんなことをいいながら、鬱陶しそうに手を振る。

「大体、オレ、お前達からしか金借りてないよ。借金取りに追われるわけないじゃない」

「じゃあ、あまりにも自分がふられることに衝撃を受けて、とうとう絶望を？」

　むっとシャーは眉をしかめたが、周りの連中は意を得たというように騒いでいる。

「そうかー！　そうだったのかッ！」

「兄貴ー！　いくら兄貴がもてないからってそこまで絶望することは……！」

　ごほん、とシャーはわざとらしく咳払いをした。そして、盛り上がっている様子の舎弟達をみやりながらこういった。

「あのね、お前はオレがそこまで困らなければ難しい顔しないと思ってるの？　オレだってたまには難しい顔ぐらいするよ。何驚いてんの、君たち」

「いやだって……」

「もー、オレのことなんだと思ってるのよ、お前達」

　シャーはぐたあっとのびながら、手前の干し肉をつかむ。

「オレはお前達とちがって悩みごとが多いの～」

「とてもそうには見えませんが」

「今の一言、ものすごく傷ついた～～」

　シャーは、かたい干し肉をいじましく噛みきりながら、ぽつりとつぶやく。そして、ふと思い出したように立ち上がった。

「あ、ごめん。オレ、今日ちょっと用があるんだった」

「おや、珍しいじゃないですか。まだ早いのに。どっかしけ込む先でもできた……、わけがないですよねえ」

　自分で否定する前に否定されるのも何か空しい。これ以上不埒者認定を喰らうのも癪だが、相手にされないのは癪を通り越して何か寒い。

「ちぇーっ、お前らには絶対に何があったかはなしてやんなーい」

「どうせ、大したことないんでしょ。……いいですよ」

　精一杯意地悪をいおうが、反応がこれだとあまり効果は望めない。

「まあ、借金取りによろしく！　兄貴！」

　酒場から去っていくシャーをそうはやし立てながら、弟分達はますます盛り上がる。シャーは何となく寂しい気分になりながら、いつものサンダル履きの姿で、すたすた外に出た。

　外に出ると、すでに酒場の前で一人の女がたたずんでいた。

「あっ、ごめん、待ってたの～？」

　シャーがいつものように声をかけると、リーフィはうっすらと微笑んだ。

「そうでもないわ。今来たばかりよ。もっとゆっくりしてくれてもよかったのよ？」

「そおんな、リーフィちゃんを待たせるわけにもいかないしさ」

　シャーはそういい、にっと笑った。

「連中は冷たいし、優しいのはリーフィちゃんだけだよ」

「まあ、お世辞をいっても何も出ないわよ」

　リーフィは今日はいつもより煌びやかな服を着て、化粧もいつもより華やかにしていた。赤い色の更紗の服に、少し冷たい容貌が化粧で色づけされて、何となく人形めいた美しさがあった。そもそも、元から寂れた酒場にいるにはもったいないような美人なだけに、そうしていると本当にどこかの貴族の愛妾や王の寵姫にぐらいは見える。

　これなら、確かに紛れられるはずだ。歓楽街にあるあの店は、たくさんの女性が働いていて、それこそ顔も覚えられないぐらいだ。

「リーフィちゃんはそれでいいとして、問題はオレよね」

　シャーは苦笑いした。

「どうしよう、リーフィちゃんが疑われても、オレが強引に店に入っちゃえば大丈夫だけど……。あの作戦でいくなら、オレが問題でしょ？　あの、あそこで働いているおねーさんとその愛人って設定にしては、オレって怪しすぎるよね」

「まあ、そうだけれど、多分、大丈夫よ」

　怪しいところは否定しなかったが、それなりにリーフィはフォローするようにいった。

「服装をどうにかすれば、シャーもきっと立派な人に見えるわ。大富豪の息子っていう風にみえれば問題ないんでしょう？」

「でも、オレ、これしか。あとろくな服ないよ。この服も前は上等だったんだけど、今はあはははは～な状態で」

　シャーは自分の青い服をつまみながらいった。砂と埃にまみれ、おまけに破れた場所を縫い合わせているシャーの服では、確かにどう見てもそうした店にいけるような身分のものには見えようがない。

「だからと思って」

　そういうと、リーフィはもっていた包みを開いた。中には青を基調にした服が一式入っていた。しかも、それは豪華な服らしい上に、シャーが普段は絶対着ないような格式のある服装だった。

「お金持ちの家で働いている知り合いのつてで、着られなくなったっていう服を借りてきたの。かなり痩せていた時の服だから入るかなっていわれたけど、あなたなら多分大丈夫よ」

「オレ横幅ないからね。背丈があえばどうにかこうにか～」

　頭をかきやりながら、シャーはそんなことをいう。

「そうね、あなた、本当はかなり背が高いわよね」

　リーフィはシャーを見上げながらいった。実際、シャーは本当はすらりとした足の長い青年なのだ。ただ、ちょっと、というか、かなり猫背で、歩き方自体が変なので、二十センチほど低く見えるだけである。顔にしたってそもそも表情がまずい。その辺の事情が、サリカに嫌われたりする所以なのだろうとは思う。最初、リーフィも、シャーのことは、ただの変人ぐらいにしか思っていなかったぐらいなのだから。

　とにかく、シャーという男はあらゆる意味で、自分の見せ方を間違っている男なのである。

　シャーは、酒場の裏の小屋で着替えることにし、リーフィは外で待つことになった。

「ねー、頭巻くの？」

　小屋からシャーの声が聞こえてきた。

「それは巻いた方がいいんじゃないの？　さすがに今のあなたの髪型とその服は似合わないわ」

「うーん、そうか～。じゃあ、後にするか～」

　シャーはターバンを巻くのがあまり好きではないらしく、少し不本意そうである。

「もう大体着られた？」

　ターバンを気にしているということは、大体の着替えがすんだということであろう。

「それが、その………リーフィちゃん、この服どうなってんの？」

　不意にシャーの情けない声が耳に入る。リーフィが首を傾げている間に、シャーがひょっこりと小屋から姿を現す。ほとんど着替え終わっているシャーは上着だけだらっと外に出したままその飾り帯を持っている。どうやら、最後の仕上げの飾り帯の締め方が分からないらしい。

「ごめんね、いや、オレ、こういう飾り付いた服あまり着ないからさ。変に巻いたら悪いよね？」

「それじゃあ、わたしが手伝うわ」

　リーフィは駆け寄っていって、青い帯を取った。そして、くるりとシャーの背後に回ると服のしわを整えながら、帯を巻き始めた。

　まるで甲斐甲斐しく旦那の着付けを手伝ってもらっているようで、シャーは少しだけうっとりとした。綺麗なお姉さんに着付けを手伝ってもらうなんて、あまりこういう事もない。

（……なんか、こういう家庭的なのも幸せって感じだなあ～）

　そういって至福に浸っていたシャーだったが、急に腰の辺りに圧迫を感じて、ぐぎゃあっと変な悲鳴を上げた。

「ちょ、ちょっとリーフィちゃん、帯しめすぎ……。し、死ぬ！」

「えっ、あ、ごめんなさい。あなた細いし、服でみえなかったから、どこまで締めていいものかわからなくて」

　はっと我に返ったように、ぎりぎりと締めていた帯から慌てて手を離し、リーフィは少しだけ帯をゆるめる。ようやくまともに息がつけるようになったシャーはふっとため息をつきながら、リーフィをそっと見やった。冷静で理知的でしとやかで芯の強い美人といった所のあるリーフィだが、意外に妙なところでぼんやりしているところもある。しかも、しとやかでもあるが、案外、力が強いらしい。

（意外とこの子、めちゃめちゃなところあるのね）

　シャーはそう思いながら、絞め殺されなくてよかったと心の中で呟いた。

　ついでに、やはりろくな巻き方をしないシャーを見て、リーフィはターバンも巻いてくれた。いつもはくるくるした髪の毛をポニーテールにしているシャーのターバン姿は、正直リーフィも見たことがない。多少興味はあった。

「できたわ」

「ありがとう～！」

　シャーは立ち上がり、いつもとはやや勝手の違うベルトに例の東方渡りの刀を差した。そうして、彼はリーフィの方を向く。

　青いターバンに青い服。いつもとあまり変わらない色調だが、ゆったりとした上着に、少し派手な色の飾り帯。サンダルはいつもと同じなのだが、裾が長いので目立たない。シャーは、ゆらりと裾を揺らし得意げに手を広げて訊いた。

「どう？　リーフィちゃん、似合う？」

「そ、そうね……」

　リーフィは顔をわずかにこわばらせる。似合わない……わけではない。だが、何となく違うのだ。そう、予想していたモノとは何かが違う。

「どうしたの？　似合わない？」

　心配そうなシャーは、首を少し傾げる。

「そうじゃないのよ。……そうね……」

　リーフィは、シャーの頭からつま先をじっと見て、そしてしばらく考えてからいった。

「こうすれば、そうね。大富豪の息子、には見えることは見えるかもしれないわ……」

　リーフィが少しためらいがちにいったのをシャーは見逃さなかった。

「リーフィちゃん……、それって、オレがぼんくら息子に見えるって話じゃないの？」

「そういうわけじゃないのよ。ただ……」

　リーフィは少し目を伏せた。そして、戸惑ったように彼の方を見る。

「シャー、私が今からいうことは、あなたを傷つけるつもりでいうわけじゃないのよ？　それに、似合っていないというわけでもないの。……落ち着いてきいてね」

「な、何？」

　シャーは面食らって、きょとんとリーフィを見る。リーフィは、そうっと、彼を傷つけないように、優しい口調で訊いた。

「大富豪の子息っていうのから、むしろあそこの館で働いている道化にまぎれるっていう風に、作戦を変更してみない？」


三、雨の楼閣


　王都の繁華街の熱気は凄まじい。

　カタスレニアのようなさびれた場所とは違う、盛り場の熱気が星空一杯に広がっている。溢れる人ごみの中、男達が美しい女の手をひいて闇の中に消えていく。また、客引きの女に捕まって引きずり込まれているちょっと哀れな人もいる。何にしろ、カタスレニアの酒場とはひと味も二味も違う熱くて華やかな空気が、そこには流れていた。

「さぁすが、ここはひと味違うよねえ。オレ、通りすがると絡まれたりするから、普段あまり来ないんだけど」

　何となく長く出た袖の裾で顔を隠すようにしながら、奇妙な格好のシャーはそう言った。彼としては至極まともな服装をしたつもりなのに、どう考えても道化に見えるのは哀しいことだが、もう考えないことにした。

　普通に差したつもりの刀まで、いつもと違う帯のせいで変な差し方になってしまっている。

「そうね」

　リーフィは、そう答えてそっと向こうの方を差し出す。ひときわ灯りの多い建物に、シャーは少し目を細めた。

「あれが、マタリア館よ」

　この国では摩天楼はそう珍しくない。実際、ここの歓楽街も多くそうした高い楼閣が建てられている。だが、それらの建物の中でも、マタリア館はより荘厳に見える。なるほど、城下で指折りの高級妓楼だというのは間違いないのであろう。

「にゃーるほど。……オレには縁もゆかりもなさそうだね、ホント」

　シャーはそう言って、じゃあ行こうか、とリーフィに呼びかけた。そして、ふっと歩き出したとき、すーっと横を一人の青年とすれ違った。

　顔も服装もろくに見えなかったが、シャーは背筋に悪寒を感じ、目を横の方に移す。一瞬の冷たい空気に、シャーの手は自然と腰の剣に手を伸びる。黒い、布の端切れが暗闇の中灯りに照らされて浮かび上がる。その右手が軽く短剣に触れている。

　シャーは青い服の長いそでに手を隠しながら、そっと鯉口を切った。

（……こいつ……）

　相手も無言、自分も無言。それはただの一瞬にもかかわらず、恐ろしく長い時間のようだった。無言で一瞬のすれ違いの中に、凄まじい殺気が飛び回っている。

（……できるな？）

　この人ごみの中で斬り合いでもするつもりか？　とシャーは不意にあらぬ考えに憑かれる。まさか、とは思う。だが、このさわったら切れそうな殺気は、そういったあるはずのない状況を予測させるに足りるものだ。シャーは警戒し、同時に少し刃を抜いた。

　と、それも一瞬だった。相手がそれに気づいたのかどうかはわからない。一瞬緊迫した空気が流れたが、すうっとまたその空気は流れていった。そのまま青年も何事もなくすれ違っていく。

（……ここでやる気はない、か？）

　シャーの目が青年の背を追うが、すでに彼は人ごみに紛れて見えなくなっていた。だが、あの時感じた殺意と敵意のようなものは、彼を背筋にまだ寒気として残っていた。

（一体、あいつ、何もんだ？）

「どうしたの？」

　シャーの表情変化に気づいたのか、リーフィが首を傾げながら訊いた。シャーは、表情を崩したが、目までは元に戻っていない。シャーは首を振った。

「いいや、なんでもないよ。……オレの気のせいだといいね」

　シャーはとうとう、柄から手を離した。本当に気のせいだといいぜ、と心の中でポツリと思った。何となく、あの男には不吉な気配が漂っていた。


　歓楽街の道をどうにかこうにか抜けて、シャーとリーフィはマタリア館の前に立ち止まった。

　宮殿とまでは言わないが、貴族の屋敷ほどにある建物は荘厳かつ巨大で、贅を尽くした装飾がされている。

　夜だというのに煌々と輝く灯りによって入り口は照らされていた。綺麗な服装をした男女が入り口にいて、そう人通りがないわけでもない。だが、いかにも荘厳なそこにふらっと入っていけるような雰囲気でもなかった。

「どうやって忍び込めばいいかしら？」

　リーフィがそっと聞いてきた。シャーは、にっと笑う。

「ま、何とかなるって！」

「でも……、何か方法があるの？」

　シャーは袖をひきよせて、ほほほほほ、と奇妙に笑うと自信満々に言った。

「まぁ、オレに任せてよ」

　例の御曹司の姿の筈の格好のシャーは、道ばたに客引きとしている妓楼に雇われている芸人達のように、少しおどけたような歩き方で、リーフィの袖をひっぱりながら、ふわりふわりと歩いていく。ちょうどマタリア館の入り口では、貴族らしい煌びやかな服を着た男達が三人ほどたたずんでいた。

　リーフィがどうするのと、聞く前に、シャーはつつつーっと彼らの後ろに回り込んだ。

「いらっしゃいませー！　毎度どうも雨の館に！」

　いきなりの声に男達は驚いて振り返る。その声が少し高音で素っ頓狂な声だったせいもあるだろう。だが、シャーの姿を見て、客引きの道化役の芸人だと思った彼らはすぐに笑顔を見せる。

「お前は見ない顔だな、マタリアにいるのか？」

「えぇー、そりゃあそうかもしれませんねぇ。何って言っても、ワタクシ、新入りのシャー子っていいます。以後よろしく～！」

　ぱちっと片目を閉じ、シャーは愛想笑いを浮かべた。そして、袖を引いていたリーフィを引っ張って前に立たせた。

「この子、同じく新入りの子なんですが、どうですか？　別嬪でしょ？　こんな珠玉の新星はうちにしかおりませんよ、旦那方？」

　灯の前に立たされ、リーフィは少し戸惑ったが、ふっと顔を上げる。赤い光に照らされて、リーフィの綺麗な瞳が照らし出される。思わず男達から感嘆の声があがる。

「ね、こんな美人を前にして、通りすがるなんてお人がお悪いですよ、旦那。今宵は是非に遊んでいかれませ」

　シャーはそういってにっとする。そして、リーフィを先に店の方に押しやりながら、自分は三人の貴族達を店の方に後ろから案内していった。三人とも、少しその気になったらしく、シャーに導かれるまま店の入り口に入ってくる。

「お客様です。よろしくお願いしまーす！」

　シャーは声をあげてそう言ってさっと入り口に入った。店の入り口には着飾った娘達が五人ほど立っていた。彼らは三人とリーフィとシャーを見て、客を外に出ていた出迎えの連中が連れてきたとでも思ったらしい。そのまま、三人を接待しながら進み始める。シャーは、リーフィの袖を引っ張って下がらせるとにやりとする。

「お久しぶりですね」

「ああ、今日も綺麗だなあ」

「はは、お前はいつもこの子だな。……だったら、新入りの子はオレが」

「何いってるんだ」

　そんな会話が聞こえてくる。だが、彼らはリーフィをあまり振り返らなかった。案内をしている女性達との会話に夢中のようである。三人はそうやってすでに前の廊下を進んでいる。シャーはそのままリーフィを連れて、彼らの後を追っていく。相変わらずふわふわした歩き方で、時折おどけながら後をついていったシャーは、ふと廊下の分岐点でリーフィの袖を引っ張って彼女から先に横道に入り込んだ。

　そうっと向こう側を確認しても、浮かれていたり忙しかったりする彼らは、シャーとリーフィがいなくなったことに気づいていない。

「これでよし……っと」

　シャーは、深々とうなずくと、リーフィに向けてにこっと笑った。

「どう？　うまくいったでしょ？」

　幾分か得意げなシャーの顔をのぞき込みながら、リーフィは「すごいわね」と呟いた。

「そうでしょ？」

「……あれでごまかせると思わなかったわよ。高級妓楼だし、はらはらしたわ。でも、さすが、あなたね、シャー」

　真顔でそういうリーフィには、おそらく他意はないのだろう。それなりに感心していっているのであろうが、言われたシャーの胸中は一通りではない。

「あはっ、それって……ほ、褒められてる？」

　シャーは、その言葉の複雑さに辟易したが、すぐに苦笑を浮かべながら袖をひらひらと揺らした。

「物事は全部タイミングとノリだってば。で……」

　シャーは、少しだけ首を傾げるようにして訊いた。

「ねぇ、リーフィちゃん。どうしよっか？　ウェイアードさんてどこにいると思う？」

「そうねぇ、正確にはわからないの。……でも、ウェイアードは一番大きな部屋にいるって言うわ。お金も持っているし、取り巻きも多いんだもの。狭い部屋じゃ入らないわ」

「なるほど、じゃあ、一番いいでかい部屋を探せばいいのかあ？　それじゃ簡単かも」

　シャーは、ぽんと手を叩く。そして、ふっと思い出したように不安そうな顔をした。

「あ、リーフィちゃん、顔隠した方が良くない？」

　リーフィはシャーの方をのぞき込む。

「だってさ、リーフィちゃん、ウェイアードと会ってるんだよね。だったら、見られたらまずいかなって」

「大丈夫よ」

　リーフィは少し微笑むようにしていった。

「ウェイアードはわたしと顔を合わせていないもの」

「ふえっ？　知らないのぉ？」

　シャーは目を丸くして彼女を見やる。

「でも、サリカちゃんと一緒に召し出され、って……」

「ええ、サリカは会っているかも知れないんだけど、少なくとも私はウェイアードと面識はないの」

「噂で美人だからって、それでとりあえずお金で……ってことかい？　金の有り余ってる奴ってわかんねえなあ」

　シャーは呆れたようにいって、そして急に不安な顔をした。

「でも、それじゃ、ウェイアードがどいつかってのもわかんないのかい？」

「それは大丈夫。彼はわたしのことを知らないだろうけど、わたしはあの人を見かけたことがあるの」

　リーフィは少しだけ微笑んだ。

「だから、彼の顔は覚えているわ。任せて」

「そっか。じゃあ安心だね！」

　シャーはそういうと安堵したように笑顔を見せた。

「それじゃ、行こう。この分だとごまかし切れそうだし」

「そうね」

　リーフィはそういうと、ふらっと歩き始めたシャーに従うようにして歩き出した。シャーが前にいれば、客の前に出る為に歩いている妓女と芸人ということで話が通じる筈だ。


四、御曹司


　階段を一段二段と上っていくと、やがてそれまでとは違う、ひときわ豪華な部屋が増えてくる。客の談笑する声が、廊下の方まで響いていた。異国の女神の艶めかしい絵が描かれた廊下を延々とよこぎりながら、シャーとリーフィは客とすれ違うたび、挨拶をしながらその後で人物を確かめる。

　少しでっぷりした中年、口ひげの渋い男、まだ若造といった感じのシャーぐらいの青年。いろいろな人とすれ違ったが、お目当てのウェイアードとすれ違うことはない。

「……リーフィちゃん。案外会わないもんだね」

「そうね」

「ウェイアードってどんな人なの？」

　シャーは少し疲れたように訊いた。

「ウェイアードを説明するのは、わたしがいうよりも実際に見た方がいいわ」

「いや、それはそうだろうけど、ねぇ……」

　シャーは苦笑いしたが、リーフィは首を振った。

「面倒とかそういう意味じゃないの。とても、そうね、とても説明のしにくいひと」

「説明がしにくい？」

　聞き返すとリーフィはわずかにくすりとした。

「あなたとそういう意味では似てるわね。あなたも十分説明のしにくい人だもの」

「えぇっ？　オレえ？　そうかなあ？」

「そうよ。一言では説明ができないもの。一体、何を考えているのか、どこまでが本気なのか。わたしからみれば、あなたも十分謎の多い人よ」

「えぇ？　そう？」

　意外そうに声をあげるシャーに、リーフィはわずかな笑みを浮かべる。そういって笑うリーフィの方が、シャーからしてみれば神秘的で謎めいているように思える。実際の年齢よりも随分大人びている無口な美人のリーフィは、シャーからしてみれば、何を考えているのか少し分からなくて不安になる存在だ。そんな彼女からそういわれて、シャーは少し不思議な気分になった。

　リーフィは、少し表情を引き締めた。

「ウェイアードは、でも、系統としてはあなたとは少し違うわね。もう少し、なんていうかしら、……恐い、ひとよ。あなたは、恐い感じはしないけど、あの人は恐い感じがするの」

「恐いの？」

　きょとんとしたシャーにリーフィはいった。

「あなた、ウェイアードって、ぼんくらのお坊ちゃんだと思ってたでしょ？」

「うん、まあ。え、もしかしてそうじゃあないの？」

「……だから、会ってみた方が早いと思うの」

　リーフィはそういって少し進み始めた。そして、一つの部屋の前でふと足を止める。そこは最も広い筈の部屋で、仕切られた所に小さな窓がある。リーフィは何も言わず、シャーに向かって指さした。少し覗いて見ろということだろう。

　シャーはそうっとその窓から中を覗いてみた。中はより豪華な絨毯が敷き詰められていて、上にはタペストリーが飾ってある。天井からぶら下がる照明で、中は昼間のように明るかった。その天井にも絵があれこれ飾られている。

　その中央には、美しい女達が五人ほど座っていた。この妓楼でも、相当の美女に入るだろう娘達である。煌びやかな服を着て、それぞれ綺麗に化粧をしている。豪華な部屋に、そんな美人が五人いる様は、いくらか艶めかしく幻想的で、夢の中の世界のようだ。

　その中心に、繊細な容貌の男が座っている。側の女と比べても遜色ないほど釣り合った美男子で、黒っぽいターバンに服、その上に黄金の飾り物をつけている。すっきりした顔立ちで、その上物腰が柔らかだし、少なくとも女に嫌われる顔ではない。周りには取り巻きらしいものが十人ほどいた。上品というイメージからはほど遠い。ウェイアードが彼らとつきあっていることを考えると、カドゥサの御曹司とやらは相当な放蕩息子だということだろう。

「あそこにいるのがウェイアード……なんだけど。少し見えにくいかしらね」

　リーフィがシャーの後ろからそうささやいた。

「え、ま、まじ？」

　シャーは少し目をこすってみる。そして、やっぱり美男子なのを見て、苦しげに呻く。

「うぐ……確かに予想外……」

「そうでしょう？」

「な、なんか、オレ、自信なくなってきたなあ。大丈夫かなあ」

　相手が自分より少なくとも、もてそうなのをみて、シャーは急に弱気になる。

「シャー……」

「わ、わかってるってば。気後れしたりしませんてば」

　シャーはため息を一つつき、リーフィに向けて少し笑んでみた。

「おい」

　不意に後ろの方から声がした。

「何やってるんだ？」

　振り返ると、ウェイアードの部屋から出てきたらしい男が二人いた。両方とも柄はあまりよくない。シャーは慌てて愛想笑いをすると、ひょこりと身をかがめて言った。

「あ、すみません。新入りなもので、お客様に呼ばれたお部屋が分からなくなりまして」

「へえ、新入りか？　この娘もか？」

　男の一人がリーフィに目をつけて、さっと手を取った。これはまずいとシャーは慌てて割ってはいる。

「す、すみません。この子、まだお店に出てないんですよ。入ったばかりで」

「そんなの金で何とかなるんだろ？　いくらでも出してくださるぜ」

「よくありませんてば！　そんな無体なことはよしてくださいよ。余興ならわたくしめがいくらでもばんばん……」

　そこまで言ったとき、不意にどんと押されて、シャーはそのまま後ろに倒れかかる。

「シャー！」

　慌ててリーフィはつかまれた手をふりほどくと、シャーの所に駆け寄った。

「大丈夫？」

「あ、大丈夫大丈夫」

　シャーは半身を起こしながらそういい、そっとリーフィにささやいた。

「リーフィちゃん、どうもまずいみたい。はやく逃げて！　後はオレがごまかすから！　外で待っていてくれたら、後でオレが出ていくから……！」

「あ、ええ、わかったわ！」

　リーフィはうなずくと、ぱっと足下に広がる裾をはねあげて、階段をさっと進み始めた。

　そのまま風のように降りていく。

「あっ、こら！」

「まま、待って下さい。まぁまぁ。今日の所はご勘弁を」

「お前、ここに仕えてるんだろ！　生意気なこといいやがって！」

　シャーと男が押し問答をしていると、ふと部屋の方から一人の男が姿を現した。ちらりと横目でその姿をみて、シャーはぎくりとする。そこに立っているのは、例の美青年だ。

「何をしてるんだ？　騒々しいな」

　彼は、後ろにもう一人仲間らしい男を連れていた。何となく目立たない感じの男で、騒ぎをややおろおろしながら見ているような感じであった。

「いや、ウェイアードさん、こいつが……」

（ウェイアード？）

　シャーはそっと横目で、美青年を見やる。すらりとした鼻筋で、どこかの王族としても通じそうな顔つきだ。シャーも長身痩躯といえるが、シャーの場合は見かけをすらりとしているとは形容されない長身痩躯なわけだが、彼の場合は、普通に美称としての長身痩躯がつきそうだった。

　女性的な柔和な顔つきで、女性と間違えられそうにも見えなくもないが、しかし、その瞳に宿る光は冷たく、そしてシャーにある種の警戒感を抱かせるようなものだった。

（こいつ…、……ただのぼんくらじゃねえ）

　シャーはふと感づく。その目に宿る光は、シャーにも覚えのある光だった。シャー本人は、普段はそれをほとんどおさえ込んでいるし、彼の隠したものに気づく者はそれほどいない。だが、嫌なものでどれだけ隠れながら生活していても、彼は自分と似た匂いの者をかぎ分けてしまうのだった。

　だから、はっきりとシャーにはわかったのである。目の前にいる伊達男は、ただの二枚目の坊やなどではない。かなりの腕を持つ戦士らしいということが。

「おい、芸人」

　ウェイアードはやや横柄な口のきき方でそうシャーに言った。

「一体、どうして、女を逃がした？」

「い、いいええ、逃がしたわけではありませんですはい。あ、あとでちゃんとしかりつけておきますから、その……」

　ウェイアードはきっとシャーの方を見る。それを見かねたのか、後ろにいた気の弱そうな青年が慌てて前の方に出てきた。

「ま、まあまあ、今日の所はこの辺にしましょうよ」

「なんだ、お前まで」

「まぁ、この人も困っているようですし、それにあの娘も恐がっていたみたいですから、ねえ。そこまでそんな乱暴することは――。あいたっ！」

　ばしっとウェイアードにはたかれて、気弱な青年は床に投げ出されてしまった。ウェイアードは何も言わず、ふいっと顔を背ける。途端、周りにいた男達が、きっととシャーと青年の方を睨んだ。

「坊ちゃんの機嫌を損ねるんじゃねえ！」

「すみません」

　思わず同時に青年と謝ってしまい、シャーは少しだけ苦笑いを浮かべた、が、そんな悠長な事をしている暇はなかった。謝り方が悪かったのか、それとも何か癪にさわることがあったのか、男達は急に血相を変えた。この表情は非常にまずい。シャーの本能が素早く危機を告げた。

（まずい。まさか、オレ、袋だたき決定？）

　シャーは、思わず立ち上がって逃げ出した。時を同じくして同じ危険を感じたのか、青年がまた彼に続く。

「待ちやがれっ！」

「待てませーん！」

　とっさにそう答えかえし、シャーは狭い階段へと滑り込もうとした。だが、横にも同じように逃げてきた人物がいるのを忘れていたのだ。細いシャーであったが、慌てて大げさな動きをしていたせいもあり、階段の入り口で思わずもう一人とぶつかってしまった。

「うおっ！　ちょ、ちょっと、お兄さん！」

「わわわ、悪い！」

　ひっかかってじたばたしていると、後ろから男達が迫ってきているのが分かる。慌ててふりほどこうとしたが、それがかえっていけなかった。焦っていたせいか、急に二人ともバランスを崩して、そのまま階段の方に体重が移動していったのだ。

「うわっ、バランスがーー！　に、にゃああああ！」

　妙な悲鳴をあげて、シャーは青年と同じくして、階段を転げ落ちていった。

「い、いたった……」

　踊り場まで落ちると、あわてて立ち上がった。だが、それだけで男達の追跡がゆるむわけでもない。上を見て彼らが迫ってきていることを確認したシャーは、慌てて立ちあがり、逃げ出す。一緒に転げ落ちた青年も、同じように後からついてくる。

　後ろから罵声が聞こえたが気にせずとっとと逃げる。妓女や芸人たちが妙な目で逃げる二人を見ていたが、それに気にせず一気に駆け抜ける。

　さすがに館の玄関を猛ダッシュで抜けて、その前の暗い路地裏に二人そろって滑り込んだときには、後ろから追ってくる気配は無かった。

　路地裏からぬーっと顔を出して誰も追ってきていないことを確認した後、ようやくシャーは落ち着いてふうと安堵のため息をつきながら、路地裏の壁にずるずるもたれかかった。

「あーぁ、たたき出されちゃった」

　シャーは呆然とため息をついた。そして、横にいる冴えない顔の男を見る。同じく何となく悄然としている男は、まだ若かった。シャーはぺこりと頭を下げる。

「すみませんね、お客さんまで殴られちまって。巻き込んじゃったみたい」

「ああ、構わないよ。……慣れてるからさ」

　男はそういってはあとため息をついた。

「あのウェイアード坊ちゃんとその連れにも困ったもんだ。好きな女と見れば、ホントわがままを押し通すんだから」

「お客さん、あのウェイアードさんのお知り合い？　というか、お兄さんはお連れさんじゃないのかい」

　男はうーんといって頭を掻いた。

「いや、連れというと連れなんだけどね」

　そういって、男は人懐っこそうな顔でにっこりとした。

「オレはゼダっていって、まぁ、あのウェイアードの家に雇われてる使用人の息子さ。あいつが遊ぶのにつきあわされちまってもううんざりしてるんだよな」

「へぇ。そうなの」

　シャーはいつものように応えて、ゼダという青年を見た。これといって特徴はあまりない感じの男だが、明るくて人のいい男らしい。シャーはふうむと唸って、ゼダに話を振った。

「それじゃあ、ゼダさんは、あのお坊ちゃんが最近新しい女の子に目をつけたことも知ってるの？」

「え、ああ。知ってるよ」

　思いの外、ゼダは簡単にそれを認めた。

「カタスレニアの酒場にいる二人だってきいてるけどな…。いや、ホント参ったもんだよ」

「それって、ウェイアードさんは、その子がお好きなのかい？」

「さぁ、いつもの気まぐれかもなあ。ただ、あの人は、理想の女性ってのを探してるんだよ。今までのは、それに値しなかったっていって捨てちまったのさ」

　ゼダは、やや軽蔑するような口調で吐き捨てる。

「……なるほどねえ」

「うん、芸人さんには悪いことをしたね。オレが謝っても仕方ないけど、ひとまず謝っておくよ。すまなかったね」

「いいよいいよゼダさん。気を遣わなくても」

シャーはそういって首を振った。

「オレもちょっと間が悪かったみたいだしね。ご主人様によろしく言っておいて」

　ゼダは、申し訳なさそうな顔でうなずいた。シャーはふうむとあごをなでて、何となく考え事をしていた。


五、奇妙な太刀筋


　近くの店のそばにかくれていたリーフィをようやく見つけだし、シャーと彼女は帰途についていた。

　なんだかとても疲れたような気がするのは、逃げたせいだろうか、或いは人ゴミに酔ったのかも知れない。この人気のほとんどない住宅街の裏道を通りながら、シャーはリーフィの方を向いた。

「リーフィちゃん、ごめんね。遅くなって……大丈夫だった？」

「わたしは大丈夫」

　リーフィはそう答え、シャーの方を見やる。少し首を傾げるようにしているのは、おそらくシャーを心配してのことだろう。

「あなたこそ大丈夫だったの？　遅かったから心配したのよ」

「ああ、オレの方はそう簡単にくたばらない体質だから」

　そういって笑うシャーは、相変わらずだが何となく頼りがいがあるように見えてしまう。それは少し不思議だ。リーフィは、僅かに笑い返す。人形のように冷たい無表情な彼女のほほえみはわずかでしかないが、シャーはようやくこの子も人並みに笑うことをわかるようになっていた。

「シャー、何か良い案はあった？」

「うーんうーん、ますますよくわかんなくなった……」

　頼りなげな事を言うシャーだったが、リーフィを見て慌てて言葉を返す。

「あっ、違うんだよ。絶望的とかそういう意味じゃないのよ。今のところナイスな考えが思い浮かばないだけでさ」

「わかっているわ」

　リーフィはそういってうなずく。

「もし、どうにもならないなら、どうにもならなくてもいいわ。ただ、あなたがわたしに手を貸してくれるだけでいいのよ。それでわたしには十分なの」

「そ、そんな哀しい事言わないでよ」

　シャーは、困惑気味に振り返った。

「大丈夫だって。オレが何とかするから。ね、信じてよ」

「大丈夫よ、シャー。そうね、あなたと一緒にいると、何でも信じられる気がするの」

「そんな、……それはそれで照れるなあ」

でれっとした顔で、シャーは片頬をかきやってえへへと笑う。

「リーフィちゃんからそんな事言われるなんて思わなかったよ」

　頼られると嬉しいのか、へらへら笑うシャーの足取りは弾んでいて、本当に道化のような動きになっていた。

　砂漠の街は寒い。先ほど人にあふれたあの場所から抜けてきたのもあり、余計に周りの空気がつめたくなったように感じられる。

　不意にシャーは足を止めた。先を歩くサンダルのシャーが、足を止めるとざりと音が鳴る。後ろを歩いていたリーフィは少し首を傾げた。

「リーフィちゃん。下がっててくれる？」

　シャーはそう言い、リーフィの方を見た。いつもと違うシャーの瞳の光に、リーフィは彼の意図するところを理解する。

「どうやら、ちょっとややこしい事になりそうよ」

　そういうと、シャーはリーフィを後ろにいかせ、その前に立ちはだかるように足を進める。どろりとした闇の中、確かに誰かがそこにいる。

「……いい。そこの家のそばにいて。……けして誰も近づけないようにするから」

「わかったわ。でも、気をつけてね」

「ありがと」

　シャーはリーフィの方を向かずにそういうと、左手で柄を握って鯉口を切った。

　相手は、おそらく一人だ。様子見なのか、あるいは、本当に一人だけなのか。

「おたくさん、どこの何様？」

　シャーはそう訊いたが、相手はだんまりだ。す、とわずかに三白眼の目を細め、シャーは相手を見た。本来、少しだけ青みがかる瞳が、より青さを増しているように思えるのは、夜のこの冷たい空気とわずかな月明かりのせいかもしれない。

　闇にいる相手が、ふと揺らいだ。シャーは、同時に右手で柄を掴んで一気に引き抜くと、それを受けるべく軽く横に薙ごうとした。が――。

「うっ？」

　シャッと銀色の光が走った。だが、それは変則的なもので、すーっとまっすぐに近づいてきてから、急激に曲がったような気がしたのである。シャーは慌てて手を引いたが、間に合わない。刀を握っていた右手の甲から何か赤いものが散った。

　そのまま後退し、シャーは目の前の闇を透かすようにみた。

　おそらく手の傷は気にするほど深いものではない。それよりも、シャーは先ほどの攻撃に警戒をいだいていた。

（なんだ、今の……）

　今の剣の流れは読めなかった。あの刃は独特の曲線を描いてこちらに飛んできたように見えたのだ。

（一瞬見えなかった……）

　刀を下げた右手を伝わって、ひたひた、と砂の上に血が滴る音だけが聞こえてくる。

　再び相手は静けさを決め込んでいる。気配が全く読めない。夜の闇に紛れてしまったようだ。

　それよりも、先ほどの太刀筋だ。あれほど読めない、絡みついてくるような太刀筋は初めてだ。おそらく武器自体が特殊な形状をしているのだろう。

　相手の動きが読めないなど、さといシャーにとってはかなり珍しいことだった。それだけ相手の動きは速い。そして、初めて見る形状の武器にシャーははっきりと焦燥を覚えていた。

（どうする？　あれは読めないぜ……）

　シャーは、相手の次の攻撃に焦り、軽く牽制に刀を引く。相手は攻撃してこない。だが、確かにそこに「いる」。隠しようのない殺気を抱いたまま、相手はこの付近で自分を狙って剣を抱いている。

　シャーは不意に自嘲した。敵の攻撃に怯えている自分に気がついて、馬鹿馬鹿しくなったのだ。

（焦ったっていいことは何もないぜ。どうせ痛い目見るのは同じなんだ。問題は程度だろ）

　自分に言い聞かせるようにいって、シャーは周囲に素早く目を配った。

（こりゃ、マジで無傷じゃすまねぇかもなあ。……死ななければよしとしようぜ、シャー＝ルギィズ！）

　シャーは、苦笑いをしながら素早く覚悟を決めた。一度覚悟さえ決めてしまえば、後はどんな行動でも取れる。

　ふと向こうで砂の音がした。シャーは、唇をゆがめると、ざっと音がした地点に向けて地面を蹴った。サンダルが砂を噛んで音を立てる。

「いくぜ！」

　闇の中、一瞬だけ相手の姿を掴んだ。シャーは横になぎ払うとみせかけて、そのままそこに突きかける。それを紙一重でかわしたらしい相手の曲がった刃物が月光の光を受けて一瞬だけ、ぎらりと恐ろしい光を放った。それが、独特の軌道を描きながらこちらに向かってくる。

「くそっ！」

　シャーは反射的に体をのけぞらせた。刃が上等な上着の脇腹の部分の布に掠って、それが無惨に引き裂かれていく。かろうじてその一撃をかわして、体を斜めに倒しながらシャーは体勢を整える準備をする。と、刃の銀色が向こうに流れていくのが見えた。そして、その一瞬に見えたのだ。剣を振るったせいでできた相手の隙が。

「そこだ！」

　ヒュッと空気を切り裂く音がする。相手もそれに気づいたのか、防御態勢をとろうとする。だが、シャーの突きの方がわずかにはやかった。服を擦るような音がし、相手がきびすを返したのがわかった。

　相手の足音が微かに聞こえる。再びかかってくるのかと思ったが、反撃する気はないらしい。

（逃がした？）

　シャーは、少し上がった息を整えながら、相手の様子を探っていた。

（……いや……）

　少し刃を見て、そしてシャーはポツリと言った。刃先に、かすかに自分のものではない血がついているのが見える。

「手応えあり……か」

　シャーは静かにいい、刃についたわずかな血糊を引き裂かれた上着の切れ端でぬぐった。

「シャー。大丈夫？」

　戦いが終わったのを知ってか、リーフィが駆け寄ってきた。そして、ふとシャーの様子を見て、心配そうに眉をひそめる。

「リーフィちゃん。大丈夫だった？」

　シャーは刀を直しながら先ほどまでの態度が嘘のように、けろりとした表情を見せた。

「わたしの方は大丈夫よ、でも、シャー、あなた、手が……」

「え？　あぁ、これ。大丈夫。ちょっと血が出てるだけだから」

　そういってシャーは、右手の甲を見せた。本人は「ちょっと」などといっているが、右手はほとんどそれで赤く染まっていて、気の弱いものなら思わず卒倒しかねない。普段なら、こんな流血をみれば一番失神しそうなシャーであるが、彼自身は慣れているのかもしれない。シャーはにこりと笑い、何でもないようにそういうと、手を振りながら笑っていった。

「酒でも引っかけておけばそのうち止まるよ。それより……」

　シャーは申し訳なさそうな顔をして、ちぎれた上着を見せた。

「ごめん。これ、破いちゃった。借りてきてくれたのに。まずいよね？」

「いいのよ。もともと相手がくれるっていったのに、悪いから借りるだけにしておくってわたしがいっただけのものなの。だから、やっぱりいただいておくわって言っておくから」

「ホント？　ごめんね」

「シャー、それより、これを使って」

　リーフィはスカーフをはずしてシャーに渡した。

「えっ、悪いよ」

「いいから。助けてもらっているんだもの。これぐらいいいじゃない」

　リーフィにそう言われて、シャーは申し訳なさそうにしながらもスカーフを受け取った。

「ありがと」

　シャーは微笑むと、スカーフを右手に巻いて口と左手で器用に結んだ。すこしきつめに結んでおき、シャーはリーフィに笑いかけた。

「でも、さっきので一つ分かったことがあるんだ」

「え？　何が？」

　リーフィはきょとんとして聞き返す。シャーは少しだけ歪んだ笑みを浮かべた。

「このハナシ、もしかしたら切った張ったで片づくかもしれないよ。オレが、勝てればのハナシだけどね」

　そういうシャーは、ふいに空に目をやる。いつの間にか雲行きが怪しくなってきているようだ。ここのところ、割合に晴れていたが、まだ雨の気配は残っているようでもある。


六、″彼″の噂


　翌日、またこりもせずにシャーは酒場にふらっとやってくる。もちろん、自分の金はほとんど持っていない。持たずにやってくるというよりは、財布を持っていても、中身がほとんどないだけだ。

　今日は珍しく曇っていて、いつか雨がこぼれそうな空だった。

　ふらっと酒場に入り込むと、シャーはいつもの奥の席に座る。カタスレニアの大体の酒場と食堂には、シャーの「指定席」なるものが存在しており、大体奥の壁側だ。シャーは壁に背をつけつつ、いつもちまちま何かを飲んだり、食ったりするのである。

　今日の酒場はがらんとしていた。働いている店番の娘が一人いるだけで、店主も誰もいない。だが、それでも、シャーが酒場に来ると、いつのまにやら弟たちがやってきて、そこそこ人が入るようになった。酒を飲むシャーの右手には、包帯が巻かれているので、彼らは幾分か怪訝な顔になった。

「あれ、兄貴、どしたの？　それ」

「あー、昨日、珍しく料理しようとしたらずばーっと切っちゃった」

　シャーはぬけぬけとそんなことを言いながら、大きな目玉をひょいっと彼らに向けた。やる気のない、少々眠くなるような目だ。彼らは気のないシャーの目を見ながら、どうでもよさそうに納得しあう。

「なるほど」

　よく考えるとシャーが切っているのは左手でなく右手だ。右利きのシャーが、包丁で右手を切るはずがないのだが、彼が「やっちゃった」といえば、それで信用されるあたりもまた彼の人徳といえないこともない。確かに、普段のシャーを見る限り、右手に包丁を握りながら、右手の甲をうっかり切りそうな気配がある。

「ねえ、ウェイアードって知ってる？」

「ウェイアード？」

　急に隣でシャーのことなど知らぬ顔で茶を飲んでいたカッチェラが、口を挟んできた。

「ウェイアードってカドゥサのウェイアードですか？」

「そう、多分それじゃないかなあ」

　カッチェラはため息をついた。

「兄貴、いくら女遊びがしたいからって……。あいつとつるんだんですか？」

「そうじゃないってば。ただそのお方とお知り合いになれば、オレみたいな文無しでも、郭遊びなんて夢のまた夢が～、うふふふふ～って思っただけ」

　カッチェラはあきれ果てたような顔をした。

「脳天気でいいですね、兄貴は。そんなこと考えてると、ウェイアードに殺されて、砂漠で干からびてそうで、オレは不安になりますよ」

「えっ、何それ」

　シャーは意外そうな顔をする。

「ありゃ、その道では結構名が知られてるんすよ。まぁ、カドゥサも相当きたねえ商売してますからね」

　カッチェラは情報通だ。王都の暗黒組織の情報から、うまい料理を出す店まで、この街のありとあらゆる情報を収集しつくしている。ただの好奇心かららしいが、彼が一体どこから情報を得ているのかはよくわからない。

　しかし、さすがのカッチェラでも、シャーのことはよく知らないらしくて助かった。多少シャーが暴れていても、シャーという男の普段のあまりの駄目っぷりに、噂が全く広まらないのである。根も葉もないということで、あっさりと立ち消えてしまうのも、もしかしたら彼の人徳というやつなのかもしれない。

「噂によると、そりゃえれぇ美男子らしいですから、ホントは金なんかなくても、女がよりつくタイプらしいんですけどねえ」

「それじゃ、フツーじゃない。それって、そんな奴にオレみたいな妙なのが近づいたら、女の子の親衛隊に蹴り殺されるっていいたいの？」

「兄貴は怪しいですから、あり得ないとはいえませんけど、そうじゃないんですよ」

　怪しいところは綺麗に否定せずにカッチェラは言った。

「あの野郎、相当腕が立つんですよ」

　一瞬、酒を飲むシャーの手が止まり、目がいつもと違う光を帯びたことを、おそらくカッチェラは気づいていない。

「えぇ、なんだかわかんないですが、奇妙な武器を使うとかで」

「奇妙な武器？　どんな？」

　分かっている癖に、シャーは、すっとぼけてそんなことを訊く。表情はいつものままなので、おそらく誰も怪しまない。

「オレもよくしらねえんですが、剣の部類なんですけど、鎌みたいに、こう、切っ先に向けて刀身が極端に曲がってるんですよ。お陰で鞘にはいらねえんで、吊り下げたまんま歩いているってはなしですぜ。……もっとも、普段は布にはくるんでるそうですが」

「へぇ、そうなんだ」

「ええ、元々、カドゥサってえのは、ザファルバーンの人間じゃねえらしいですからね。元々の故郷の武器なのか、それとも、どこかで覚えてきたものなのか……」

「なるほど。そういえば、西の国には、そんな武器があるっていうよね」

　シャーはまだ酔っているわけでもない目を、壁の方に向けて、あごをなでた。と、その時、不意にせわしない足音が聞こえた。

　シャーがひょいと入り口の方に顔を向けると、ちょうどサリカとリーフィが並んで入ってくるところだった。今日はサリカの酒場にきたわけなので、サリカがいるのはまあ当然である。だが、リーフィは一体何をしに来たのだろう。自分に会いに来たわけでもなさそうだった。

　なにやらぶつぶつとサリカは酒場には行って来るなり文句を言っていた。リーフィはそれをなだめているようだったが、サリカの機嫌はおさまりそうにない。

「サリカ、そんなに焦っても仕方がないでしょう？」

　リーフィは、やや困惑気味に、といっても、最近、リーフィの表情を見慣れたシャーでも、ほとんど分からない程度に眉をひそめていった。サリカの方は、ややオーバーなほどに両手を広げて、振り返る。

「焦らないでって……！　リーフィねえさんは嫌じゃないの？　なんで、今になって、あたし達が身売りされなきゃならないの！」

「だから、落ち着いて。……まだ、そうなるとは決まっていないわ」

　リーフィが落ち着いているのは、元からの彼女の性質だ。どこか諦め半分なところもある。一方、サリカは諦め切れていないからなのだろう。そもそも、リーフィは今まで苦労が多かったので、自然とそういう風に割り切れるのかもしれない。だが、リーフィよりも年下で、彼女よりもきつい性格のサリカは、到底冷静になどなれない。

「リーフィねえさんはいつもそうなのよ！　すぐに諦めたりして！　ねえ、逃げましょう！　こんなところから逃げるの！」

「サリカ、ここはお店なのよ。そんなことをこんなところで話すものじゃないわ。冷静になりなさい」

「マスターも誰もいないのよ！　いいじゃない！　今なら！」

　サリカは興奮気味にいった。感情が先走るタイプのサリカは、こうなると少し手がつけられないようだ。

「あ、あの～……ちょっといい？」

　リーフィが困っている様子を見てか、店の隅っこにいたシャーがこそこそとやってきた。

「何よ！」

　感情が高ぶりすぎたせいか、涙目になっているサリカだが、シャーを睨むときの強い視線はかなりのものだ。思わず射すくめられて、シャーはびくりとする。それでもシャーは、おずおずと、サリカの表情を伺いながら口を開いた。

「あ、あのねぇ、サリカちゃん。……何があったかしらないけど、とりあえず落ち着いてみてよ。ねっ、何かみんなで相談すればいい知恵もでるかもしんないし……。と、とにかく、マスターがいないからっていって、そんな無茶なこといって、サリカちゃんが後で怒られたらまずいよ」

　サリカは無言である。わかってくれたのかもしれないと思い、シャーはそうっと近づいた。

「ね、事情を話してくれれば……」

　そこまでシャーの声が響いた直後、パーンという乾いた音が鳴った。思わずシャーは、後ろの床にひっくり返る。ひっぱたかれた頬を左手で押さえつつ、シャーはそうっとサリカを見た。涙目のサリカの目には、怒りの色が映っている。

「鬱陶しいのよ！　あんた！」

　一瞬、酒場の全ての空気が止まったような、そんな感覚がした。サリカは続けて、シャーをいくらか罵る。そして、泣き叫ぶような声で怒鳴りつけてきた。

「あたし達の気持ちなんて、全然わかってないくせに！」

「サリカ！」

　リーフィが少し鋭い声で言った。

「サリカ、シャーに謝りなさい！」

サリカはリーフィを見る。無表情でほとんど感情を表に出さないリーフィが、ここまで相手をかばうのは珍しいことだ。しかも、こんなシャーのような男相手に。サリカは、不満そうにリーフィに視線を向ける。

「リーフィねえさん！」

「サリカ、シャーだって、悪気があって鬱陶しいわけじゃないのよ。それに、シャーはあなたのことを考えてくれているから……！」

「リーフィちゃん……、かばってくれてうれしいけど、なんか今、オレの心に冷たいものがぐっさり刺さった」

　シャーはぽつりとそういうが、リーフィはきいていないらしい。彼女にはそもそも他意はなさそうだし、自分がひどいことを言っていることにもあまり気づいてないらしい。

「最近、ねえさん変よ！　そんな奴かばったりして」

「サリカ……。シャーは……」

　リーフィが説明しようとしたが、ふとシャーが微かに首を振ったのが見えた。自分が、関与していることは言うなということだろう。リーフィが言葉に詰まると、サリカは、むっとした顔になった。

「リーフィねえさん、そんな奴に同情して、それでいい仲になったんじゃないの！」

「大丈夫、そういう可能性はないわ」

（うわ、ものすごくきっぱり否定された）

　急にさらりと否定され、シャーは内心哀しかったが、とりあえず、そろそろこの騒ぎをおさめねばならない。慌てて彼は立ち上がった。

「リ、リーフィちゃん、もういいよ。ごめんね」

　そして、サリカに向き直る。

「ご、ごめんね、オレ、何やらサリカちゃんの神経逆撫でたみたい。そんなつもりはなかったんだけど、ちょっと、オレ、今日出直してくるわ」

　そういって、シャーはさっと酒場から出ていく。その後を慌ててリーフィが追いかけていった。

　酒場にいたシャーの舎弟達は思わず呆然としたり、女の怖さを身に感じたりして静まりかえっている。ただ、サリカだけが、シャーとリーフィの去った入り口を、睨みつけるようにまだ見つめていた。


七、宴にご招待


　すでに外は暗くなっている。シャーとリーフィは、街をアテもなく歩きながら話をしていた。

「ごめんなさいね、シャー」

　先ほどのサリカのことを言っているのだろう。リーフィは、少し申し訳なさそうだった。

「ううん、慣れてるし、平気だよ」

　シャーは言って、左頬に軽く触れる。すでに痛みはなくなっていた。

　そして、ふと、空を見た。雨の落ちそうな曇り空だ。すでに夕刻ぐらいにはなっているだけに、その暗さは相当なものだった。シャーは、ランプに火を入れて、それを持ちながら歩き出した。遠雷の響く音が不気味に聞こえる。

「手は大丈夫？」

「え、ああ。これ？　大したことないって、気にしないで」

　リーフィに心配されていることをしり、シャーは少し嬉しくなったらしく弾む声で応えた。そして、すぐに少し気の毒そうな声になる。

「サリカちゃん、大分参ってるみたいね」

「そうね、何とかしてあげたいけど……。でも……」

　リーフィはすっと顔を上げた。

「ねぇ、シャー……。今日は、マタリア館にいかないのよね？　なのに、どうしてここに来たの？」

　すでに歓楽街の入り口まで来ていた。しかし、今日のシャーはいつもの青い汚れたマントと異国風の青い服にサンダルで、高級妓楼に忍び込めるような姿でもない。リーフィの方はどうにかなりそうだが、シャーのこの格好だと少し無理がある。だから、リーフィは今日は、シャーはマタリア館に行かないのだと思っていた。

　雨の前とあってか、人通りはいつもよりは少し少ない程度だった。煌々とした灯りは相変わらずで、より暗い夜にはひどく街は明るいが、何となく禍々しい感じもした。暗雲立ちこめる空にそびえたつ摩天楼は、まるで悪魔の城のようにすらみえる。

「そうだねえ、えーっと」

　そう言いながら、シャーは不意に背後にちらりと目をやった。リーフィは気づいていないが、シャーはすでに腰の刀の柄に手を触れている。

「オレが行きたくなくても、多分いくことにはなるんだろうなとかね」

「え？　どういうこと？」

　リーフィが怪訝そうに眉をひそめる。シャーはわずかに悪戯めかした表情でこういった。

「もしかしたらね、今日中に何とかしてあげられるかもしれないなあってこと。まぁ、明日の朝まで……オレが生きてたらの話だけどねえ」

　不意に不穏な事を言った。リーフィは驚いて、シャーのほのかに青い目を見上げた。

「どうしたの？」

「お誘いが来てるんだ。……だから、今日は道化のカッコしなくても、マタリア館に入れるよ～」

　シャーは声を低くした。

「後ろにいるんだよ。もう」

「えっ？」

　リーフィの表情が変わる。少し青ざめたような彼女は、すぐに後ろを振り返ろうとしたが、シャーの片手がすぐにそれを押しとどめた。そして、シャーは鋭くささやいた。

「リーフィちゃんは顔を見せちゃだめだよ」

「で、でも……」

　シャーはそっと言った。

「今日は、リーフィちゃんは安全なところで待ってて。顔を見せたら、オレが成功しても失敗しても、いいことにはならないでしょ？　リーフィちゃんは、部下には顔を見られてるけど、本人には見られてないんだよね。なら、見せちゃ駄目だ」

　シャーはにっこりと微笑んだ。リーフィは不安そうにシャーを見上げる。

「シャー、それって……」

「あはは、そんな危ないからとかいう理由じゃないよ。ほら、上を見るとあんな風に雷が……」

　シャーは、空の方を指さして軽く笑った。遠くで確かにごろごろと音が鳴っている。

「オレ、雷嫌いなんだよねえ。……リーフィちゃんもでしょ？　妓楼であっちこっち暴れたら、逃げる途中に雨に降られるかもしれないし、運が悪いと稲光の中逃げなきゃってことになるかもしれないじゃない。そんなの嫌でしょ？　だから、待っててよ」

「でも、シャー……」

　シャーがわざとおどけているのは分かっている。それでも、心配そうな顔をするリーフィに、シャーは少し強い口調で訊いた。

「信用してよ、リーフィちゃん。オレが負けると思う？」

　リーフィは軽く首を振る。

「そう、だから、一旦、あの辺のお店にでも入って、静かにしておいて」

「……あなたがそういうなら、そうね。わかったわ」

　リーフィはうなずく。シャーは、にっこりと優しく微笑むと、そっとささやいた。

「じゃあ、後でね」

　シャーは、リーフィを暗がりに追いやるようにして、彼女を先に行かせた。リーフィは夜の闇に紛れて、その内に見えなくなる。シャーはそれを見届けると、軽く柄に手をやった。

「さぁてと……。気合い入れてせいぜい死なないようにしないとねえ」

　シャーはぽつりと呟いて、少しだけ伸びをする。そうして、ため息をついてから、彼は背後に迫っている男達の方につま先を向けた。

　街のちょうど灯りの下に、この前と同じような格好をしたウェイアードが立っていた。闇の中の光の元で、すらりと背が高く、顔立ちの整っているウェイアードはひときわ目立つ存在だ。それとはある意味対極の目立たないゼダが後ろの方にいたようだが、ウェイアードに何か申しつけられて、どこかに何か買いにいったようだ。

　シャーはそっとその横を通り過ぎようとする。目の端でちらりと見やったウェイアードの腰には、刀身が極端に湾曲した鎌のような形状の武器がさがっていた。

「ちょっと待てよ。そこの青いの」

　不意にウェイアードは口を開く。通り過ぎようとしていたシャーは足を止めた。サンダルが砂を噛む音がする。

「何の用でしょう？」

　びりびりと漂う緊迫した空気とは裏腹に、シャーの口調自体は、普段と変わらぬものだった。ただ、彼の目は、明らかに普段の彼とは違う様相を浮かべている。それにウェイアードが気づいたかどうかはわからない。ただ、ウェイアードは、端正なつくりの割には、彼自身は少し粗野な所があるような感じだった。

「この前の芸人じゃねえのか、お前」

　ウェイアードは、その綺麗な顔に似合わない言葉遣いでそういってにやりとした。

「どうだ？　今日はいつものメンバーが一人足りなくて寂しかったところでね、……どうだ、芸人、お前もオレ達と一緒にあそばねえか？」

　そういってウェイアードは、くくく、と笑った。ウェイアードの背後にいる取り巻き達も、なぜかにやついていた。彼らは屈強な男共で、腕力には自信がありそうな連中達だった。ウェイアードのボディガードを兼ねた遊び友達なのだろう。

「へぇ、旦那様も太っ腹ですねえ」

　シャーはそう言って刻むように笑った。

「それじゃあ、御相伴に預かりましょうかね」

「そりゃあよかった」

　ウェイアードはそう言って、右手で剣の柄を叩く。金属的な音が散る。その音を聞きながら、シャーはウェイアードの右手を見た。

　ウェイアードの綺麗な着物の袖口から、しろい新しい包帯が右の手首に巻かれているのが、袖が踊るたびに覗いていた。


　＊


　妓楼というものは、別にただ妓女と遊ぶだけの場所ではない。

　そこにいる女性達と遊ぶにもルールがあるし、ただの無頼者は入れない。妓女の方も、それなりの学のある者が多いし、それと遊ぶ方も、ある程度風流を理解していないといけない。

　そんな風流な場所に、彼らのような無頼が集まっているのは少し滑稽だ。美しく整った顔立ちのウェイアードはともあれ、シャーにしてもその手下共にしても、本来ここには似合わない存在だった。

　ウェイアードの側には、二人ほど、美しい女が侍っていた。連れている取り巻きは少なくとも五人ほどで、ゼダの姿は見あたらない。それはそれで良かったのかもしれない。ゼダのような善良で臆病な人間は、こういう荒々しい場にいてはいけない。

　妓女達は、時折お互い話し合っては、笑い声をあげてはいたが、この物々しい雰囲気には薄々気づいているのだろう。その表情がひきつっている。第一、ウェイアードと彼の取り巻き、そしてシャーの間には会話が一度もないのである。この空気に気づかない方がおかしいというものだ。

　遠くから聞こえていた雷が次第に近くなっていた。雨は降ってはいなかったが、時折、稲光がパッと窓のほうから差し込んでくるようにもなっていた。その度、娘達はふと笑顔をこわばらせる。この空気でこの状況はかわいそうだ、と、シャーは思った。リーフィなら、雷を見てどんな顔をするだろう。しかし、あの娘なら、恐がらないのかもしれないな。

「さぁすが、マタリア館。おねえさんたちも、きれえだねえ～～。ね、今度おつきあいしてよ、ってオレみたいな文無しがいっても駄目だよねえ。オレから見ると、二人とも、天上人ってカンジだもんね」

　シャーが、緊迫感もさらさらない声で妓女達に声を掛けた。普段なら、彼女達はシャーのような男など鼻にもかけないのだろうが、今日は違う。彼の言葉が救いになったのか、二人は思わずホッとした顔になり、「まぁ、お世辞も甚だしいわねえ」とくすくすと笑った。

　目の前に差し出されるのは贅沢な料理とうまい酒。カタスレニアの酒場ではけして出てこないような、そんなごちそうだった。取り巻き共はとにかく、ウェイアードは酒ばかりで料理には手をつけようとしなかったが、シャーは、遠慮なくそれをつまんでは口の中に入れている。

　毒が入っているという危険はおそらくない。仮にそうだとしたら、相手の態度で分かるし、まさか、こんな妓楼でそんな事ができるはずもない。いくらウェイアードが上得意だといっても、人一人がここの料理を食べて死んだとなれば、すぐに店がつぶされてしまうだろう。

　それに。と、シャーは思う。ウェイアードは、すでに曲刀の刃に巻いていた布を外しているのだ。この緊迫感は、けしてシャーだけが緊張しているから感じるものではない。むしろ、殺気を発しているのはウェイアードの方だろう。

　ウェイアードは側に妓女を侍らせながら、一度も彼女たちの方を見ていない。ウェイアードは、外敵の前の獣のような目で、シャーの方を気にしている。いつ斬りかかるか、タイミングを見計らっているのだ。だから、料理や酒に毒を入れることはしないだろう。そもそも、彼のように腕の立つものは、そんなまどろっこしい真似などしないものだ。

　シャーは、一瞬だけ鋭い笑みを浮かべる。緊張感に戸惑う娘達に適当に声を掛けていたが、それもそろそろギリギリかも知れない。スパイスの利いた肉料理を噛み、それを酒で流し込みながら、シャーはそろそろいいかと声を掛けた。

「ところで、ウェイアードさん」

　シャーは、わずかに足を浮かせながら言った。ウェイアードは、酒をわずかに傾けていたが、シャーの方をすっとその鋭い切れ長の瞳で見る。シャーは笑みを刻んだ。

「……アンタのその右手の傷はなんでしょね？」

　ウェイアードは、右手の襟からみえる包帯をちらりと見た。シャーは、再び笑いながら、横に置いていた刀をそうっと左手で持ち上げる。ウェイアードもそばに刀を置いていた。その極端に刀身の曲がった特殊な形状を指さしながら、シャーは敢えて軽い口調で追及する。

「その鎌みたいな妙な形の武器、……この前、オレを襲ったの、アンタでしょ？」

　シャーの言葉に、ウェイアードは顔を引きつらせる。

「何の話だ？」

「わからねえというんでしたらわからねえままで結構でござんすよ、ウェイアードの旦那」

　シャーは珍しく絡み口調になっていた。顔色をわずかに変えるウェイアードとは対称的に、シャーはすんだ表情で少し目を細める。真偽を探るようなシャーの目は、赤い灯の下にあるにもかかわらず、何故か青ざめて見える。

「目的はなんだい？　一体オレの何が気にくわなくて、オレを狙った？」

　ウェイアードの手がそうっと例の曲刀にかかっていく。それでもシャーはまだ動かずに、そのまま話を進める。

「オレが何か探り出したのが気に入らないのかい？　それとも、オレが、アンタの女遊びに水を差したのが気に入らないのかい？」

「黙れ！」

　パッとウェイアードは、むき出しのままだった刀を払った。シャーが座っていた足下向けて、真横にである。

　すでにかかとをあげていたシャーは、難なく後ろに素早く飛び退いた。飛び上がった足の下を、鋼鉄の刃がすり抜けていく。同時に立ち上がったウェイアードや、彼の取り巻き達のせいで、料理が皿ごとひっくりかえった。あの豪奢な絨毯に、ひっくり返った贅沢な料理が、容赦なく飛びかかる。同時に稲光がバッと窓から入った。

　側に侍っていた娘たちが思わず悲鳴をあげていた。取り巻きの一人が短剣を抜いて、シャーの方に飛びかかる。だが、何が起こったのか、シャーがふっと手を動かしただけで、料理の飛び散る床に叩きつけたれた。

「あーあ、天上の楽園と見まごうばかりの料理が……。もったいねえなあ。折角だから、たらふく味わえよ」

　シャーは、床で泡を吹いて気絶している男にそう呼びかけて、片目を閉じた。片手にはすでに刀が無造作にぶら下がっている。いつの間に抜いたのかがよく見えなかったので、取り巻き達の間にわずかな動揺が広がった。

　ウェイアードは秀麗な顔に険しい表情を浮かべている。右手には、例の曲刀を握ったままだ。

　部屋の片隅で妓女二人が抱き合うようにして震えていた。シャーはそちらに目を軽くやる。

「ねえさんたち、はやくお逃げ」

　シャーはそっと妓女二人にささやくように言った。

「ごめんね、恐い目にあわせちゃって」

　うおおおお、と雄叫びをあげて、二人ほどが襲いかかってくる。狭い部屋で、長い刀を振り回すのは上策ではない。シャーはするっと一人をかわし、もう一人に足払いをかけた。

　そっと妓女達のいる方にまわり、もう一度言う。

「さ、はやく逃げて。巻き添えをくわせたら、オレも辛いよ」

　震えながら、娘達はそっとうなずき、急に戒めがとけたかのように、さっと部屋から出ていった。シャーはそれを見届けると、足下の皿を邪魔そうに軽く横に寄せながら、にやりとする。

「さあ、このまんま部屋の中でやらかすのかい？　オレはどこでやろうと気にしないぜ？　でも、どうせやるならお前らの好きなところでやろうじゃねえか」

「……なるほどな」

　ウェイアードがようやく声をあげた。

「それじゃあ、お望み通り、移動しようじゃないか。ただし！」

　だっとウェイアードが仕掛けてくる。やはりそうだ。直前までまっすぐに飛び込むように来て、そして不規則に曲がる太刀筋。シャーは、戦慄を覚えつつ、口をゆがめた。自分の勘と経験と、そしてある程度の運が頼りだ。シャーは、構えていた剣を耳の横まで引き寄せた。

　ギィン、と耳に残る音が響き、ウェイアードの剣はシャーの刀に受け止められて止まる。

「このまま、戦いながら移動する気かい。狭い部屋の中で、アンタも物好きだことぉ」

　残りの言葉をシャーが継いだ。それに同意するように、ウェイアードはにやりとした。シャーは冗談めかしていったが、自分に不利なことは分かり切っている。さっと身を沈め、ウェイアードの刀を外して、部屋の外に飛び出す。廊下の先には、急な階段が見えている。

　ウェイアードと彼の仲間が後ろから迫ってくる。シャーは、転がるように階段降りながら、繰り出される刀を受けて返す。曲刀のウェイアードは、さすがに建物の中で戦うには不利である。中にいる間は、味方にやらせるつもりなのか、短剣で四人ほどの男達が突っかかってくる。

　シューッと忍び込むように突いてくる短剣を、シャーは直前になってかわす。バランスを失い、前のめりになる男の腕を掴み、シャーはそのまま引き倒した。男は悲鳴を上げて、階段を転げていった。

「あーら、お気の毒」

　シャーは軽く言ったが、実際あまり余裕はない。その隙に、さっと階段を駆け下りていく。後ろからはまだ男達が追ってくる。それを目の端で監視しながら、シャーはとにかく出口への道を急ぐ。

（狭いところでよくやるよ）

　騒ぎに気づいた客や妓女や芸人達が騒いでいるようだったが、それに気を留めている暇はない。ここで大立ち回りができない以上、今はとにかく、外に出なければ――


　雨の降りそうな空だ。時折、ごろごろと雷鳴がとどろいては、稲光がパッと散る。リーフィも、雷が恐くないわけではないが、彼女は少なくとも普通の女性よりは恐怖心が薄い方だった。雷よりも、今はシャーの状況の方が気になる。

　シャーはまだ戻ってこない。リーフィはマタリア館の裏側に立って摩天楼を見上げていた。雲行きの怪しい天気に裏側を通る少ない通行人も、すでに店の中に引っ込んでしまって、ほとんど人気がない。ただ、マタリア館の放つ灯りが、その場をそれなりに明るく照らしていた。

「やっぱり、わたしも行った方がよかったかしら」

　リーフィは不意にそんなことを思う。一応酒場で働いている彼女は、危ない客のあしらい方や、そんな客から情報を引き出す為の話術なども知っている。

　ウェイアードにはきっと取り巻きがついている。多勢に無勢は、シャーにとっては慣れたことなのだろうが、リーフィは少し心配になる。自分がいれば、もしかしたら取り巻きぐらい、引き離す事ができたかもしれない。

　ガタンガタン、とけたたましい物音がして、リーフィはハッと建物の壁に身を潜める。マタリア館の裏口の方で、積み上げられた木箱が倒れる音がした。

　直後、わめき声と同時に転がり落ちるように、マタリア館の裏口から人の集団が飛び出てきた。一番先を行く影は俊敏な獣のような動きで外に出る。マントが大きく翻るがみえ、雷光に刀が光って見えた時、同時に男の容貌がはっきりと見えた。

「シャー！」

　リーフィはポツリとつぶやき、彼がまだ無事であることに少しほっとした。

　シャーの前には、何人かの男が立っていた。その中で、ひときわすらりとした男の姿が見えた。もう一度雷鳴がとどろき、稲光が走る。

　そして、シャーと対峙する男の顔が見えた。黒い布を被った麗しい容貌の男だ。リーフィは、他にも戦っている連中と彼を比較しながら、ハッとした。あることに気づいたのだ。

「……シャー。……あれは……！」

　リーフィは建物から飛び出した。一応、腰には短剣がある。それをわずかに握るようにして、そのまま走り出す。

　

　シャーは、まだあのことを気づいていない。すぐ教えてあげなければ――。

　

　ぐっと手を引かれ、リーフィは危うく転びそうになる。慌てて振り返れば、そこに男が立っていた。稲光が男の容貌一瞬照らし、リーフィはハッと息をのむ。

「あなた！」

　男はにやりと笑った。

「おや、こりゃえれぇ美人さんだな。悪いな、別嬪さん。……ちょっとつきあって貰うぜ」


八、”ウェイアード＝カドゥサ”


「さすがに外は動きやすくていいな！」

　シャーの声が響き渡った。

　くるっと身を翻すと、青いマントが付随して軽く体に絡みつく。雷鳴のとどろく中、シャーは相手が咆哮しながら飛びかかってくるのを素早くさけて、刀の柄で叩き伏せる。取り巻き達は一通り、シャーに倒されており、立ち上がってきても、すでに怯えが身に付いていた。

「もういい！」

　ウェイアードがそう大声で言った。そして、取り巻き達を押し分けるようにして、自分が前に出てくる。右手には、例の曲刀が握られている。

「お前らは手をだすな。どうせ敵わねえだろうしな、後はオレがやる」

「し、しかし……！」

「後はオレが何とかする！」

　取り巻き達は少し逡巡したが、ウェイアードはきっぱりと言った。主にそう言われ、ようやく彼らは引き下がる。

「へえ、ようやく真打ちかい？」

　ウェイアードは応えず、ぶら下げていた曲刀を構えた。見たことのない構えだ。もっとも、シャーの使っているのも異国の刀なので、相手から見ると得体の知れないものに映っているのだろう。

「この太刀筋が、お前に見えるのか？」

　ウェイアードは静かに訊いた。シャーは軽く笑みを刻み、そして首を振る。

「さぁ、今のところは五分五分ってカンジかな。あと数合の間に見切れなきゃ、ちと厳しい」

「だったら、オレの勝ちだ！」

　ウェイアードは、女性のような繊細な作りの顔に、似合わぬ野性的な笑みを浮かべる。

「……そりゃどうかな？　あと数合といったろ？　オレをあまり見くびるんじゃねえぜ」

　シャーはそういい、切っ先をウェイアードに向けた。

　稲光が走る。それと同時にシャーのサンダルが土を蹴る。ウェイアードは、動かない。ただ、曲刀を引き寄せる。闇の中、駆け寄ってくるシャーは、右手の刀を軽く振り上げる。そのまま振り下ろしてくるのか、と思ったとき、突然シャーは途中でそれを突きに変えた。

　ウェイアードは慌てて身をひき、曲刀でそれをはねる。

「さすがだな！」

　シャーは賞賛半分でそう言いながら、そのまま体を横に流して追撃から逃げる。ウェイアードは、無言で後を追って、そのまま突いてきた。

（くそ、まただ……！）

　シャーは、その独特の軌道を観察しながら、身を反らす。ただの突きでも、その形状のせいで、非常に太刀筋が読みにくいのだ。避けられた突きからそのまま切り下ろしに入ってくる。楕円を描きながら曲がるその筋に、巻き毛の髪が掠って空中に散る。

「でやっ！」

　身を翻しながら、シャーは提げていた刀を一閃する。近づいてきていたウェイアードの上着の裾が、さっと裂かれたが、それはかすり傷も与えていない。

　ゴロゴロと雲の中でとどろく音は激しくなった。

　雨が降り出しそうだったが、ぎりぎりのところで持ちこたえているようだった。パッと稲妻が走る。風が出てきて、シャーのマントも髪の毛も、そして、ウェイアードの上着も激しく吹き付けられていく。

「流石にやるな……！」

　ウェイアードは、やや上がった息を整えながら言った。

「ただのネズミじゃねえと思っていたが、ここまでとは思わなかったぜ」

「ふん、そりゃどうかねえ。……アンタ、この前、オレと剣を交えたとき、オレの腕前は予測できてたはずだぜ」

　シャーは軽く首を傾げるようにしていった。ウェイアードは応えない。

「それとも、あの時は、なんか別の思惑でもあったか？」

　シャーは、一つ軽い深呼吸をした。すでに息のおさまっているシャーは、降り出しそうな空を睨むようにしながら、何でもないようにこう話しかけた。

「おーまえみてえなタイプ、オレ、いっちゃん嫌いなんだよな。二枚目で権力があって、そんでもってやりたい放題。側にいるねーちゃんは、オレに取っちゃ高嶺の花だって言うのにさ。うらやましいというか、こうはなりたくねえというか……だな」

　シャーはウェイアードに目を向ける。

「まぁ、それは、もてないオレの嫉妬といえば嫉妬で片づく話なんだがよ、オレはどうしても、腑に落ちねえことがあるんだよ」

「何をわけのわからねえ……」

　ウェイアードは鼻で笑った。

「言いたいことがあるなら、はっきり言え」

「それじゃ言わせてもらうぜ？　悪党には色んな悪党があるだろ？」

　シャーは不意にそんなことを言った。

「もちろん、ホントに理由なく悪ぃことをやる奴だっているかもしれねえが、大概の悪党には、そうするだけの言い分ってえのがある。……お前の言い分がオレにはわからねえ」

　シャーは剣を低く構えながら、ウェイアードを見上げた。

「お前は何故見ず知らずの美人ばかり金で買い上げる？　それにはどういう意図がある？　ただの女遊び……って風にもみえるが、それなら、お前がたらしこめばすぐにすむはずだろ？　お前はオレとは違って、えらい二枚目だからな」

　夜目にも目立つしろの多い三白眼の青い目は、青い雷光で、余計に青く光って見えた。

「一体、何のために金をばらまいてまで、遊んでるんだ？」

「貴様にいう義理はない！」

　ウェイアードは、少し憤りながら言った。その怒りがどこからきたものか、シャーにはよくわからない。彼はふっと笑った。

「じゃあ、それならそれでいいだろう。もう一つわからねえことがある。何でオレを狙った？　先ほども訊いたが、なんでオレみたいな奴を気に留めたんだ？　どうして、帰り道、一人で後をつけ、そしてオレに斬りかからなければならなかった？　力試しの意図はあったかもしれねえが、一人で来たのは何故だ？」

「そんなこと……！」

　ウェイアードの目に、いくらかの焦燥のようなものが浮かび、彼は、地面を蹴った。シャーは、真剣な目をウェイアードに向けたままだ。

「貴様には関係ない！」

　だっと走り込みながら、ウェイアードは、曲がった刀をシャーに向けて振り下ろす。シャーは、持っていた刀でそれを防ごうとして一瞬止めた。光が空から飛び込んできて、ウェイアードの刀が流れる様子が見えてきた。まっすぐに飛び込んできて、そして、その後不規則に曲がる。

　だが、不規則に見えて、それはある程度の規則性を持っていた。

　シャーは、ハッと目を見開いた。その時にようやく見えたのだ。ウェイアードの曲刀が描く軌道の全てが。

「見切った！」

　シャーは歓喜と気合いとの両方が入り交じった声で叫んだ。そのままシャーは引きつけていた刀を、その軌道上にまっすぐに薙いだ。シャーの刀は、ウェイアードの曲刀の柄付近を激しく打った。弾みがついていたせいもあり、それは、ウェイアードの手からそれて、空中を舞った。

　光がパッと落ちてくる。それに反射しながら、彼の曲刀は、地面に叩きつけられた。

　ウェイアードは、さすがに真っ青な顔をしていた。秀麗な顔を少しひきつらせるようにして、自分の直面した現実を信じられないという風に見ていた。シャーの剣の切っ先が、ウェイアードの目の前に突きつけられていた。彼の青い目が、静かにウェイアードを見ている。

「遊びは終わりだぜ、ウェイアード……」

　シャーが冷たい声でそう言ったとき、不意に思いも寄らぬ声がした。

「シャー！　それは違うわ！」

「リーフィちゃん！」

　シャーは慌てて振り返る。リーフィの姿は暗がりでわからなかったが、もう一度彼女の声がした。

「シャー、そこにいるのはウェイアードじゃないわ！　ウェイアードは……」

　リーフィの声がそれで途切れる。ハッとシャーが息をのみ、慌ててそちらを向いたとき、不意に声がした。暗い空の下、その人影がリーフィの腕を強くつかみあげている。だが、その声の語った言葉は、シャーの予測する最悪の事態とは遠くかけ離れていた。

「そう警戒しなさんな……。オレは女に手をかけるほど腐っちゃいねえよ。女を盾にして戦おうなんて気もねえ。安心しな」

　声に聞き覚えはある……が、シャーでもそれが一瞬誰の声かがわからなかった。やがて、マタリア館の灯りに照らされて、だらりと乱した服装の男が現れた。煙草を吸うらしく、煙管を握っている。それは、もし、彼の予想と同じ声の人物が発していたとしても、先ほどとは恐ろしく人が変わったような存在感を体にまとっているので、一瞬信じられなかった。

「オレは、一応伊達と風流には理解ある男のつもりなんだよ、シャー」　

　男はリーフィを突き放すように離し、くわえていた煙管からふーっと煙を吐き出した。リーフィは、地面に半ば投げ出されたが、別に怪我はしていないようだ。男は空を見ていた。ちょうど、その時、ごろごろ、と近づいてきていた雷の音が聞こえ、パッと光が散った。その瞬間、暗がりで見えなかった男の容貌がくっきりとうつし出される。見覚えのある大人しそうな顔を引きつらせ、彼は見覚えのない赤い上着を袖を通さずに肩に引っかけていた。腰にはウェイアードの持つものと、同じ曲刀が提げられている。

　男は、ああ、と嘆息を漏らした。

「雷まで鳴ってやがる……。こりゃ大降りにふるだろうなあ」

「……ゼダ……、てめえ……！」

　シャーは、低い声で唸るようにその男の名を告げた。冴えない顔の男は、にやりと不気味な笑みを浮かべる。それは彼がその名を肯定したと考えて良いだろう。口調も姿も、そしてあまつさえその目つきすら違う。彼の仕草までがまるであの時とは別人のようだった。だが、それでも、目の前にいる者は間違いなく彼の筈だった。

　そこにいるのは、ウェイアードの使い走りの一人で、もっとも気の弱そうなあの男、ゼダと少なくとも同じ容貌をしていたのだ。ゼダ、の筈の男はにんまりと笑った。

「ふふふ、驚いてるようだが、気持ちはオレも同じだぜ。あんたがそこまでやるとは思わなくてね、オレもアンタの外見に騙された口だよ。シャー＝ルギィズ」

　


九、俺達はよく似てる


　ゼダは、薄ら笑いを浮かべたまま、重たい空を一度みやり、そして、切っ先を突きつけられて座り込んでいるウェイアードと、彼の取り巻き達を見てため息をつく。リーフィが、少し遠ざかるように動いたが、ゼダは目も向けない。

「ぼ、坊ちゃん……」

　ウェイアードがか細い声でポツリと言った。ゼダは煙管をくわえ、悠々と一服吸ってから不意に笑った。

「すっかりやられちまって……。仕方ねえな、お前達は。オレが手を出すつもりなんざ、なかったんだがよ」

　ゼダは、手を通さずにかけたままの上着をふわりとしめった風に揺らした。そして、ややきょとんとしたままの取り巻き達に、顔からは考えられないほど冷徹な視線を送った。

「おめえらは下がれ。お前らじゃこいつは歯がたたねえ。例え、こいつがザフとやりあって疲れててもな」

　ザフ、と呼ばれた男、つまりウェイアードは、突然、弾かれたように動いた。鼻先に突きつけられたシャーの刀が見えていないかのように、慌ててゼダの前にひれ伏す。ゼダは、ため息混じりに、しかし、少し笑いながら彼に声を掛けた。

「ザフ、おめえもおめえだな。オレに一言の相談もナシとは無茶をやったもんだぜ。何か言いつけたのは、オレを離すつもりだったのかい？」

「……ぼ、坊ちゃん、申し訳ありません……。か、勝手な行動をしてしまいまして……！」

「あぁ、いいって事よ。オレもちょっと見当違いをしてたみてぇだしな」

　ゼダはそう言って、口の端をゆがめて笑った。

「お前で片がつくと思ってたんだがな。だが、お前も一度退けられたときに気づいておくべきだったぜぇ。シャー＝ルギィズ。まさか、あんたが、ここまで恐ろしい奴だとは思わなかった」

　ゼダは、ふっと笑いながら舐めるようにシャーを見た。そして、ザフに手でさがるように言う。ザフは一度頭を下げ、そして素早くゼダの前から引き下がった。

「ザフが一人でアンタを襲ったことについては詫びておくぜ。でも、いけすかねぇなあ。とっくに八つ裂きにされてるかと思って来てみたっていうのによ」

　シャーは、ふっと笑った。

「ご期待に添えなくて残念だったよ、……そうか、てめえが本当のウェイアード＝カドゥサか。よくもこんなまどろっこしい真似を」

「ウェイアード？　よしてくれよ、その名はすかねえ。オレのことはゼダでかまわねえよ、シャー。まどろっこしいと感じさせたことについては謝るぜ。でも、オレは、表舞台に立つのがあまり好きじゃねえんでね」

　ゼダの赤い上着が、風にひらひらと舞う。袖を通さないそれは、今にも吹き飛ばされそうだったが、微妙なバランスでかろうじて彼の肩に掛かっていた。

「オレの面じゃ脅しにもなりゃしねえからな。だから、ザフや他の連中に普段は任せているんだが……」

「ふん、確かに、カドゥサの御曹司には見えないよな」

　シャーが皮肉っぽく言うと、ゼダは、自嘲的な笑みを浮かべた。そうして暗い表情を浮かべると、あの時のどじな冴えない男の気配は消え失せる。

　シャーは、ようやくリーフィが「あなたと似ている」といった理由がわかった。ゼダも同じように自分のある一面を普段隠して生きている。だから、余計につかみ所なくうつるのだろう。特にその態度においてだけを考えると、ゼダの変化はシャーのそれよりも外見の点ではもっと激しい。無意識のうちにそれを見て取ったリーフィは、だから「恐い」といったのだ。

　ゼダはふらりと煙管をふかしながら、語った。

「そうかもしれねえなあ。そもそも、オレは、本当はオヤジの正妻の子供じゃねえんだよ。跡継ぎとしてどうしても息子が欲しかったオヤジは、よその女とつくった子供をそのまま正妻の子として引き取った。それがオレだ。だから、ゼダは元の名前なのさ。オレはそっちの名前が気に入ってるんだよ」

「へぇ……」

　シャーは、思わず唇を噛みしめるようにして苦笑いした。

「いいのかい、カドゥサってな名家のお坊ちゃんが、こんな放蕩三昧とは……」

「ふっ、オヤジは金儲けして新しい女と遊んでいれば満足ってな男だよ。オレがこんな放蕩をやってようが、よほどの事をやらねえ限り、オレに何もいってこねえだろうさ。それに、オレにすっかり失望してるみたいだからな、その気になれば廃嫡して別の女とガキでも作るだろうよ。……と、さてと」

　ゼダは、煙草の煙を吐きながらにやりとし、煙管の中身を捨てて、それをしまい込んだ。

「いい加減、始末をつけようぜ。シャー」

　ゼダはすうっと右手で腰の曲刀を手に取り、刃を封じている布を取り去った。はらはらと螺旋を描きながら地面に布が降りていく。

「オレは無闇に女遊びをするよりは、こうやって血生臭い狂宴に興じる方が好きな人種なんだよ」

「だろうな……」

　シャーは、顎を引いたまま相手を見た。下から見上げるような目は、稲光の度に青く光る。

「どうして気がつかなかったのかねえ。こんなに血の臭いのする奴、滅多にいねえというのにな」

「それはお互い様ッてやつだろ？　オレも最初は気づかなかったぜ。こんな危ねえ空気の奴は珍しいのによ」

「お前と一緒にされたくねえな」

　シャーは、軽く笑った。笑うときに揺れた肩のせいで、鍔がわずかにちゃりんと鳴る。雨はほとんど降り出しそうだった。ぽつ、ぽつと、一滴、二滴、シャーの青いマントに降りかかる。

「そうそう、先ほどそこの美形のにーちゃんにも訊いたことだが、二、三応えてくれよ。オレが死んでもお前が死んでも、聞き逃したら未練だからな

「あぁ、構わんぜ？」

　相当不吉な話をしているのだが、二人とも意に介する気配もない。シャーもゼダも、そうした殺伐とした空気になれすぎていて、大方の感覚が麻痺しているのだろう。

「どうして、噂で知るだけの娘を買い上げようとした？　お前が、囲うだけ囲って捨てちまうってのは有名な話だぜ」

「あぁ、オレというよりは、こいつらが欲しがるからな。飽き性のこいつらのために、あちこちから集めたんだよ」

「金で仲間を買うつもりか？　見下げ果てた奴だな」

「そうじゃあねえ。オレのわがままにつきあってもらっている礼よ。オレの放蕩につきあってもらってる以上、それ相応の礼をしなきゃならねえだろ？　オレには生憎と金ぐらいしかねえからなあ。だから、美人が欲しいといったこいつらに、オレがくれてやったんだよ。ただそれだけのことじゃねえか」

　ゼダはしゃあしゃあといいながら、もっとも、と付け加える。

「そこのリーフィはちょいと誤算だったよ。まさか、こんなにできた女だとは思わなかった。オレが、この前あんたにいった事は嘘じゃねえんだぜ。「理想」を探してるってやつ。オレは、オレで、ホントに好みの女を捜して歩いてるんだ」

「はっ、顔に合わねぇぜ。そんな恥ずかしいこと、よく言えるもんだな」

　シャーは嘲るようにいったが、ゼダは別に気にしていないようだ。

「それじゃあ、てめえの遊びということでいいんだな？」

「遊び、まぁ、広い意味でそうだといってくれても構わないぜ」

　ゼダは悪びれない。シャーは、ややため息をつくようにしながら、何となく複雑そうな顔をした。空を見ると黒い空から大粒の雨粒が少しずつ降り注いできていた。もう数分も持つまい。急速に強まる雨足が、ここをやがて覆うだろう。上をみあげると大きな影が天空に伸びていた。轟音と共に世界を照らす閃光に照らされて、マタリア館は魔の要塞のようにみえた。

「なるほどな。なんで、こんなにてめえに腹が立ってたのか、オレはようやくわかったぜ」

　シャーの声がふと雨音を押しのけてはっきりと聞こえた。

「てめえみたいな奴にだけは使いたくなかったなあ、同族嫌悪なんて言葉はよ」

　シャーは暗い声で言った。睨むような目には、複雑だが底知れぬ憤りのようなものがあふれていた。

「オヤジさんが嫌いで、反発する気持ちはわからねえでもないぜ。……オレも所詮同類だからな！　仲間をつくってつるむのもいいだろうさ。オレがどうこう言うことじゃねえ。だがな！」

　だが、とシャーは声を高めた。

「それでも、自分の不満のはけ口に、何の関係もねえ女の子を金で弄んだてめえは最低だ！　あの子達の運命を狂わせてまで、てめえのやっていることが正当化できると思うのか！　結局てめえのやってることは、てめえの嫌いなオヤジと何の変わりもねえじゃねえか！」

　何の変わりもない、の言葉に、ひくっとゼダの口許が一瞬引きつった。

「オレが気に食わねえのはそれだ！」

　天空から光が走り、一瞬だが異様にゆっくりと青とオレンジの火花をちらしながら、稲妻が地上に降るのが見えた。直後、けたたましい音が鳴り響き、取り巻き達は怯えて地面に伏せた。古来から雷は神の怒りを彷彿させる。彼らが怯えるのももっともなことだった。

　しかし、少し離れたところに主人を見守るザフが立ち、そこからまた少し離れたところに、怯えもせずリーフィがたたずみ、固まったように動かない二人の男を見つめていた。

　ゼダは何も言わない。シャーも何も言わない。落雷のことなど気に留めてなどいないように、彼らはお互いにらみ合ったままだ。ごろごろごろ、と重い雷鳴が響く。

「は……」

　ゼダはわずかに嘲笑った。それは、先ほどのシャーから浴びせられた言葉の余韻を振り払うようでもあった。殺気と憎悪に似た色を放ちながら、ゼダはその目でシャーを睨み付けた。

「上等だ。いいぜ、シャー！　雷の中で斬り合いもなかなか乙じゃねえか！」

　ざーっと、とうとう雨が彼らを強く叩きだした。その水滴を切るように、ゼダはにぎった剣を軽く横に払う。ぞくりとするような冷酷な笑みが稲光と刀に映る。

「オレはずっと退屈してるんだ、アンタの言うとおり…。だからよ、シャー、死ぬまでせいぜいオレを楽しませてくれよ……」

「そいつは無理だな」

　シャーはへっと鼻で笑ったが、目は冴え渡っていた。

「オレの剣はお前を楽しませるためにあるようなお遊びじゃねえ、他人を地獄に突き落とすための剣だ。遊びじゃなく、死ぬか生きるかぐらいの覚悟はして来いよ」

「ふん、いってくれるぜ！」

閃光が走るのと同時に、ゼダの足が地を蹴った。赤い上着は水に濡れ、重く、黒に近い色になっている。それが、ばっと背後の闇に消えるように飛んでいく。

　ゼダの剣は、先ほどのザフのものと同じだ。先ほどの動きを思い出し、冷静にさえなれば、見切れないものではない。

　が、シャーは一瞬、違和感を覚えた。ゼダの繰り出した突きが、一瞬、先ほどとは大幅に違う不定形な軌道を見せたのだ。

　ハッとシャーは目を見開く。

　――違う！

　シャーは、慌てて身を先ほどとは逆方向に投げ出した。それは直感による咄嗟の判断だったが、直後、シャーはそれが正しかったことを思い知る。右袖が軽く引き裂かれた。もう少し判断が遅れたら、右胸を抉られていた。身を翻しながら後退し、シャーは自分の予想が正しかったことを知る。

　ゼダの手、先ほどは右手に持っていたはずの刀を、ゼダは左手に提げている。それを目の端で確認し、シャーは声をあげた。

「左利きか！」

「さすがだなあ！　つっこんでくると思ったが……」

　ゼダは、含み笑いを浮かべた。

「びっくりしたかい？　ザフの剣の使い方で慣れたからって、オレも同じようにいくとは考えるんじゃねえぜ、シャー」

　雨に打たれながら、ゼダは肩を軽く揺らして笑う。左手にぶらりと提げた刀が雨の向こうで揺れていた。

　左利きは厄介だ。右利き相手と、明らかに動きが違う。それに、右利きの相手の方が多いので、それに目が慣れてしまって判断が遅れるのだ。おまけに、先ほどのザフとの戦いで、シャーはこの奇妙な刀剣の癖を「右利き」の癖のまま覚えてしまっている。その通り動いて勝てるはずもない。

（まずいな……）

　シャーは、足をわずかに引く。泥に変わりつつある砂が、サンダルに擦られてしめった音を立てる。

（……さっきの奴以上変則的な動きになると、正直どうやっても見破れねえ！）

　しかも、雨のせいで視界は最悪だ。カッと閃光が目の前に飛び込んでくる。激しくなった雨は、彼の頭からつま先までをずぶ濡れにしていく。巻き毛の黒髪も水を含んで重くなり、額に張り付いている。その額から流れ落ちる雨水が、目に入りそうになるが、ぬぐうことはできない。

　だが、見切れていないのは、ゼダにしても同じ筈だ。シャーの刀も、どうせ、彼らからすれば馴染めないもののはずである。うまくすればどうにかなるかもしれない。ただ、無傷での勝利を望むなら、ここで勝負を捨てた方がいいとシャーは踏んだ。

（死を覚悟でもするか？）

　シャーは自問するようにそう思う。そんなことはきくまでもない。幼い頃からずっと戦いの場にいたシャーは、死というものを見過ぎていた。他人の死だけでなく、自分も死ぬかも知れない場にいつもいた。だから、覚悟するのはそう難しいことでもない。ただ、これがそこまでして得る価値のある勝利かどうかはわからない。他の方法もあるのかもしれない。ただ、リーフィとサリカを二人とも助ける方法は、今のところコレぐらいしかないのだ。

　そして、その薄氷の勝利を得ても、二人がシャーのものになるわけでもない。そんなことは最初から期待してもいない。

（ただ、この場面における最善をつくす……って奴だよな。オレも報われねえ男だこと）

シャーはふと自嘲する。でも、おそらくそれでいいのだ。この期に及んであれこれ考えるのはかえって命取りである。こうした勝負の場では、そんなことをあれこれ考えるよりは、さっさと割り切って勝負に専念した方が割がいい。後のことは後で考えるほかはない。

　青白い稲妻が暗い天空を走る。シャーは一度構えを崩し、空に目をやった。幼い頃、訊いたことがあるような話では、親不孝者は雷に撃たれて死ぬのだとかいう。東の国ではまことしやかに信じられている話だ。だとすれば、自分もゼダもとうの昔に死んでいてもおかしくない。

　今、金属をもって戦っている二人に、落ちないとも限らない。そうして、二人もろとも死んでも、おかしくないと、シャーは不意に思った。

「夜半の雷か……」

　シャーはふっと笑った。

「撃たれて死ぬ罰当たりはどっちだろうな！」

　砂の上に水が溜まりだし、シャーの足には泥が付着していた。ばしゃ、と水しぶきが飛ぶ。シャーは、水滴の向こうのゼダの影に向かって飛びかかった。

　水滴を切りながら、ゼダの刀がびゅっとのびてくる。シャーは横に払ってそれを弾き、そのまま斜めに突き上げる。だが切り裂いたのは水滴だけだ。素早く避けたゼダは、シャーの横側に回り込み、そのまま切り下ろしにかかる。形状が特殊なだけあって、引っかけてしまうとまずいのだろう。それだけに、ゼダは確実に急所を狙ってくる。シャーは身を沈める。マントごと肘のあたりを掠ったらしく痛みが走る。

　だが、瞬間、雨のすだれの向こうで、シャーが笑ったのをゼダは見る。咄嗟に顔をのけぞらすと、雨とは逆の方向から来る水しぶきが風と共に顔に飛んだ。ゼダの鼻先をかすめるようにして、シャーの剣が通っていったのだ。ゼダは後ろに二、三歩後退し、体勢を整える。

「坊ちゃん！」

　見ていたザフが思わず声を上げ、腰に巻いていた短剣に手を伸ばし、ざっと一歩前に出る。その時、シャーの方を見ていたゼダが、きっとザフの方を睨み付けた。折良く、稲光が走った。　

「ザフ！　この期に及んで手ェ出しやがったら、てめェただじゃすまさねえぞ！」

　ゼダの怒号が飛んだ。見かけが大人しそうに見えるだけに、それは逆に恐ろしく見える。ザフを初め、彼の取り巻き達はすくみ上がった。

「それに、まだ、オレの方がちょっと有利なんだぜ。……勝負に水を差すなよ」

「水を差すなの前に、すでに雨で差されてるけどな」

　シャーがふと口を挟んで笑った。

「はっ、いいねえ。そんな口も今に叩けなくしてやるぜ！」

「それはこっちの台詞だ！」

　言葉の終わりと共に青い閃光が走る。稲光と同時に、シャーの刀の切っ先がゼダの眼前に迫る。舌打ちして、横に流したあと、ゼダは足払いをかけてきた。それにいち早く感づき、シャーはぬかるみに足を取られないように気をつけながらさがる。

　雨に打たれて冷え切った刀の冷たさが、柄を通してもぞわぞわと駆け上がってくるようだ。ゼダの刃の軌道は相変わらず読めない。シャーがどうにかかわしているのは、勘と運の良さに寄る所が大きい。

　轟音と共に、またどこかに落雷したらしい。大気の震えと同時に、ゼダが揺らぐように動く。シャーは耳の横に刀を構える。ギインという音と共に、体を大きく振られ、シャーは横に飛ばされるようにして飛び退いた。　

　シャーより少し背が低い代わりに、ゼダは彼よりは体格がいい。やや重めに見えるあの刀は思った以上に重い。

　水たまりを蹴散らし、飛びずさるシャーに追撃が来る。

（やっぱり、このままじゃ危ないな。仕方がない。やはりあの手でいくしかないな）

　シャーは、ふと唇をゆがめた。最初から、そのつもりで来ていたのだ。

　そして、シャーは泥にぬかるむ地面を蹴った。

「何を考えてんだ！」

　ゼダの声が聞こえた。

「正面から飛び掛かってきても、てめえの有利にはならねえぞ！」

「そんなことわかってら」

　シャーは口の中でぼそりという。ゼダは思った通り、正面から剣を振るってきた。ぐるっと回るように水しぶきを切断しながら、その軌道は不規則に回るように、シャーの瞳に飛び込んでくる。

　雨の中に朱が飛んだ。

「なに！」

　ゼダは驚いて一瞬行動が遅れる。ゼダの剣はシャーの右膝の上を薄く切り裂いていた。シャーが避けると思ったのだが、シャーはただ最小限に直撃を避けただけでほとんど避けなかったのだ。その後、マントを大幅に切り裂かれながらも、躊躇せずにシャーはそのまま飛び込んでくる。

（相打ちを狙うつもりか！）

　ゼダは一瞬恐怖を覚えた。慌てて剣を引き、もう一閃するが、もう間に合わない。シャーはすでに懐に飛び込んでいる。ゼダは、腕を引く。シャーは飛び掛かるようにつっこんできながら、空いた左手をゼダの頭にのばした。頭を左手で押さえつけられ、ゼダは後ろ向きに転倒した。


十、雷雨の中の決着


「シャー！」

　リーフィが珍しく声を上げた。

普段は冷静な彼女が、不意に声をあげたのは、一瞬シャーが刺されたかと思ったからである。彼女がそう受け取っても仕方がないほどには、シャーとゼダの距離は近く、そして、お互いの刀がお互いの体に触れそうになっていたからだ。

　だが、実際は、鮮血が飛ぶようなことはなかった。ぬかるみの中に倒れ込んだゼダののど元にはシャーの刀の切っ先が、シャーの脇腹あたりにゼダの刀の切っ先が、触れる寸前で止められていた。

「坊ちゃん！」

　ザフは声をかけたが動けなかった。シャーが動けば、ゼダの命はない。

「ひ、……引き分けって所か……」

　ゼダは苦しそうに、しかし、笑みは消さずに呟く。

「こりゃ仕方がねえな。今日の所はお互い剣を引くとするか、シャー＝ルギィズ。身動きがとれないだろう？」

　シャーの方もぎりぎりだ。一歩バランスを崩せば、腹にゼダの剣が刺さるのは目に見えている。先ほど切られた膝の辺りから、雨にうすめられた朱が服に模様をつけていた。

　不意にシャーは薄ら笑いを浮かべた。

「そりゃあ違うな。有利なのはオレだ」

　シャーは低い声でいった。ゼダは、少しだけ表情をゆがめる。

「お前がちょっと左手を動かせば、オレは血反吐ふいて倒れるだろうさ。でも、お前はそうじゃねえ……。オレが手を下せば、お前はあの世行きだ！」

　シャーはかすかにまなじりをゆがめた。青い目がぎらぎら光って見えた。それは、何となく無感動な目で、表情を瞳から読みとることができない。何とも冷酷で不気味な目をしていた。

「どうする、ゼダ。……オレはいいんだぜ、この場で砂噛んでのたうち回るぐらい。最初からそれぐらいの覚悟はできてるんだ」

　バッと不意にシャーの背後でまばゆい光が散った。ダーン、と音が鳴り、どこかで雷が落ちる。びりびりと震える大気を感じながら、シャーとゼダは黙っている。どちらかが動けば、血を見るのは明らかだ。

　ふっ、と笑い声が飛んだ。不意にシャーの前にあった冷たい刃が引く。閃光の中、泥のとんだ頬を雨に洗い流されながらゼダはにやりとした。

「へへへ、いいだろう。オレの負けだ」

　雨で濡れていても、けして泣いているようには見えない目だ。この状況でそんな風に笑う男は、数が少ない。そして、その表情も、なにか覚えがないようで、覚えがあるような感じでもあった。

　シャーは、何となく自分の映し姿を雨だれの鏡を使ってみているような錯覚を覚えた。

　ゼダは、不敵な光を瞳に宿したまま、笑っていった。　

「リーフィにもサリカにも手をださねえ。……そうするよ。しばらくは、オレも遊びを控えることにしよう」

「……ホントか？」

「ああ。オレもこのままじゃ終われないしなぁ。のんきに遊んでる場合じゃねえだろう？」

　ゼダは不敵にそういって笑う。シャーは、ようやく左手でぐっしょりと濡れて張り付いた前髪をあげ、ふんと鼻先で笑う。そうして、彼は剣をゼダの喉からひいた。

　雨は少し小振りになってきていた。水滴のついた刀を振り、シャーはそれを腰に戻す。

「……お前のことは忘れないぜ、シャー」

　立ち上がりながら、ゼダは低い声でいった。

「美人じゃなく、男に覚えられても全然嬉しくないね」

　シャーは冷たく言った。

「はは、そりゃそうだろうよ。だが、オレは忘れないぜ。こんな気分になったのは初めてだ。こんな悔しい気分はな」

　そして、ゼダは笑った。音はすでに遠くになりつつある雷の、閃光だけが彼の笑みを照らす。

「いつか、オレが殺してやるよ、シャー」

　ゼダはそう言い捨て、左手で器用に刀を腰に戻す。そして、呆然と見ていたザフと取り巻きを見やって大声にいった。

「帰るぜ。……ぼうっと突っ立ってると風邪ひくぞ、お前ら！」

「は、はい！　おい！」

　慌ててザフが応え、背後の取り巻きを呼ばわる。彼らは呆然としていたが、歩き始めたザフに従って慌ててついていく。ゼダは、服の泥をはらいおとし、一度だけリーフィを見た。一瞬、少しだけ怯えたようなリーフィににやりと笑いかける。

「あんたには、迷惑をかけたようだ。一応謝っておくぜ」

　そういうと、彼は軒に落ちていた上着を拾い上げて歩き始めた。その後をザフと取り巻き達が慌てて追っていく。

　それをシャーとリーフィは、見送るような形になっていた。雷は遠くに去りつつあった。遠い雷鳴を聞きながら、シャーは、ようやくふうとため息をついた。

　今日もどうにか死なずに済んだわけだ。雨で濡れた全身がいやに重かった。さすがに疲れてんのかなあと思いながら、シャーはようやく肩の力を抜いた。

　

　*


「坊ちゃん、何も……あそこでひかなくても……。どうせ相打ちをしようなんてはったりに決まっているじゃないですか」

　路地を早足で歩くゼダにおいついて、ザフはふとそう訊いた。泥だらけの主人が気になるが、主人の方は別に気にしていないようだ。

「どうして、あそこで、引くなんて……。命じてくださればオレが……」

「わかってないな、ザフ」

　ゼダは、左腕を押さえていた。そこから赤い血が流れ出している。それに気づいたザフは、はっと顔色を変えた。

「坊ちゃん、それは……」

「騒ぐな！　このぐらいで死にゃしねぇよ！」

　ぴしゃりと言って、ゼダは破れかけた上着を破って切れ端で血止めをした。

「あの野郎、恐ろしい奴だ。 オレが一撃を繰り出している間に、二度斬りつけてきやがった。あの時点で、オレの負けは決まってたも同然だ。……あいつがオレの喉を突く方が絶対的にはやかった。あの勝負に乗れば、奴はともあれオレは死んでたぜ」

　ゼダはふっと目を閉じるようにして笑った。そして、不意に真剣な目をしてどこか遠くを睨むようにする。それに、とゼダは言った。　

「……それに、あいつ、あれははったりじゃなかった。あの時、本気でオレと相打ちをするつもりだった。あの野郎、本気で自分の命を駆け引きのはかりにかけやがったんだ」

　あの時のあのシャーの冷たい青い目を思い出しながら、ゼダは冷や汗をぬぐった。あれは普通の人間の目ではない。戦鬼の目だ。自分を捨ててでも相手を倒す、それができる戦鬼の瞳だ。

　街の喧嘩で命のやりとりをしてきたつもりだったゼダだが、あんな人間に会ったことはなかった。その時点で格が違うのかもしれないとすら思った。

「……恐ろしい奴だ。シャー＝ルギィズ」

そして、ゼダは何となく思っていた。自分もシャーの太刀筋を大体読むことができるようになったが、恐らく次の戦いがあれば、シャーは自分の剣の太刀筋を見切るだろう。だとすれば、勘と経験と、そして、運だけの戦いになるのだろう。

「……今度お前と会ったら、ホントにどっちかが死ぬかもしれねえなあ」

　ゼダはそう言って目を閉じて笑った。


　*


　リーフィはようやくシャーの元に駆け寄り、そっと彼の様子を見た。

「や、リーフィちゃん、大丈夫だった？　ああ、雨に降られちゃったね、ごめん」

　シャーは疲れ切った様子だったが、不意に笑顔を見せた。すでに雨はやんでいたが、シャーもリーフィも雨で濡れていた。

「わたしは大丈夫よ、それよりもシャー、あなたの方が……」

「ははー、さすがのオレも緊張の連続でつかれた……。何あいつ……。なんで、あんなに強いのよ」

　シャーは、軒先の濡れていない場所までふらふらと近寄るとそこにべったりと横になった。

「うー、かぜひきそ」

「シャー、それどころじゃないでしょ？　あなた、あちこち怪我を」

「え、ああ。そういえば、そうだったような……」

　シャーはそう言って、右腕と右の膝のあたりに目をやる。雨で濡れたせいもあり、赤い薄い染みが少し広がっていた。シャーは急におきあがって、服の様子を確かめる。そうして、やや焦ったようにいった。

「ああ、やばい……！　これ、オレの一張羅なのに！　ああ、マントも破けてるし！　参ったな」

「それより、手当はいいの？」

　リーフィは心配そうに首を傾げる。シャーは、傷口を軽く押さえて、すでに出血が止まっているのを確かめるとへらっと手を振った。

「大丈夫大丈夫。このぐらいほっといても死なないって。安心してよ。それより、さすがのオレも体力の限界……」

　しかも、といって、シャーは少しだけ顔をしかめる。

「最初からサシで勝負ならちゃんと勝てたかもしれんのに……。……くそっ、引き分けとはちょっと格好悪いよね。なんか、不満……」

「そんなことないわよ、とても、かっこよかったと思うわよ」

　リーフィが気を遣ったらしく、慌ててフォローするように言って、わずかに微笑む。それを見ながらシャーは何となく寂しい気分になる。フォローは嬉しい。だが、正直、何か足りなくないだろうか。そう、色々大変な事を乗り越えた割には、楽しみが少ないのだ。

（そうそう、オレが誰を助けても、ここで膝枕とか勝利の抱擁とかそういう楽しいたぐいのことは、でも一切ないのよね。現実ってそんなもんか……）

　シャーは、はあとため息をついた。

（オレも大概報われないことばっかりしてるよなあ。切ない人生）

　何となく悲しい気分になって、シャーはうつぶせに寝転がったまま、ため息をついていた。

「シャー、服のことならね、わたしが繕えるだけ繕ってみるわ」

　ふとリーフィがそう申し出てきた。

「え、いいの？」

「だって、これだけお世話になったんだもの。少しぐらいは……」

「あ、ありがとう～。んじゃ頼んじゃおうかな？」

「ええ、その方がわたしも気持ちが楽だわ。ね」

　そういってリーフィは、うっすらと笑う。表情の薄いリーフィが、笑顔を見せてくれるようになったのは最近だ。それでも、こんな風に優しい笑みはなかなか拝めるものではない。

（まぁいいか）

　シャーはふうとため息をついて思い直す。

（少なくとも、あいつはリーフィちゃんのこんな顔なんて一生見えないもんな！）

　妙な優越を覚えながらシャーは、笑い返す。たまにはいいこともあるものだ。

もう雨は上がっていた。真っ暗な空の向こうで、まだ雷の光が見える。シャーとリーフィのいる軒の方から、ぽたぽたと雨粒が落ちてきた。


十一、雨上がる


「兄貴……。また包丁ですか……？」

「うん。ちょっと落としたりとか色々ね」

　次の日、酒場に顔を見せたシャーは、そんなことを言いながらチャイを飲んでいた。今日は、すっかりよく晴れていた。まだ砂の上には水が残っていたが、やがてそれも乾いてしまうに違いない。まだ青いままの空には全く昨日の雷の気配は見えない。

　シャーは一応右の肘と膝のあたりに包帯を巻いてはいるが、別に動くのに支障はないらしい。そんな彼は今日はいつもの服装でなく、別の服を着ていた。

「料理って危険だね。まるで、アレって戦場だよ、戦場」

「そんなん兄貴だけですよ。っていうか、雷でしょ？」

　舎弟の一人が笑いながら言った。

「昨日の雷は凄かったですからねえ、アレにびびって落としたでしょ！」

「んにゃっ、何でわかるの？」

「やっぱりそうだと思いましたよ。兄貴らしい」

「全く！　どーせそんなことだと思っていました！」

　舎弟達はげらげら笑い出した。シャーは、ムッとした顔で黙っている。

「なあにい、お前達はあ！　お前達も料理の恐ろしさを知るがいい！　ついでに雷も！」

　シャーは、いけしゃあしゃあとそんなことを言いながら、ふと入り口の方を見た。リーフィがそこにたたずんでいたのだ。慌ててシャーは立ち上がると、リーフィの方に歩み寄る。

「リーフィちゃん、どうしたの？」

「昨日の、とりあえず繕えるところは繕ったわ。今、洗って干してあるの。でも、まだ乾いてないの。だから、今日の夜にうちの酒場に来て。そうしたらすぐに渡せるわ」

　リーフィはそういい、一段と小さい声で更に付け足す。

「内緒であなたにだけおごってあげるから」

「ええッ！　いいの。ありがとう！」

　シャーは目の色を変えてえへへと笑う。何だかんだでシャーという男は、酒に目がない。

「でも、お酒はやめておいた方がいいんじゃないの？　怪我は大丈夫？」

「あー、大丈夫大丈夫、こんなん怪我にはいんないって！」

　シャーは軽く膝のあたりを叩き、そして、思ったより痛かったのか顔をしかめた。リーフィは、少しだけうっすらと笑う。

「わかったわ。また夜にね」

「ありがと」

　リーフィは軽く手を挙げると、また外に出ていった。シャーはへらへら笑いながら手を振ってリーフィを見送ると、妙な音階の鼻歌を歌いながら、酒場に戻ろうとした。

　が、目の前に誰かいるのを知って、急にシャーは足を止めてびくりとした。

「サ、サリカちゃん！」

　目の前にいるのは、昨日頬をひっぱたかれたことも記憶に新しいサリカだ。びくびくしながらシャーはそうっと上目遣いに訊いた。シャーが上目遣いに何かを頼もうとすると、たいていの人とは逆で、なぜかものすごく相手の神経を逆なでることが多いのだが、シャー自身は不幸にもその事実に気づいていない。

「あの、本日は快晴なりよね？　……空気も鬱陶しくないし、今日はあれこれ……」

「何訳のわかんない事言ってるの？」

　冷たく指摘されて、シャーは更にびくりとする。

「あいやあ、その……」

「ほら、昨日ひっぱたいちゃったお詫び！　ごめんなさい！」

　少しきつい口調でそういって、サリカは不意に酒瓶をシャーに押しつけた。いきなり押されて、シャーは、後ろによろめきながらそれを受け取った。

　一瞬きょとんとしていたシャーは、目をぱちくりさせて、そして、サリカを見た。

「あ、あのう～。……どっ、どぉいう風のふきまわしでしょう？」

「あ、あたしもわかんないけど…！　リーフィねえさんにきつくいわれたの！」

　サリカは、ふいっと顔を背けた。

「なんだか知らないけど、あたしが売られるって話が消えたのは、あんたのお陰だって！　よくわかんないけど、それ、あげるわよ！」

　サリカはそういうと、ぷいっと背を向けていってしまった。シャーは、押しつけられた酒瓶を抱きかかえたまま、サリカの後ろ姿を見ていた。

　そして、不意に思い出したようにポツリと言った。

「まぁ、人助けすると、たまにはいいことがあるもんだよね」

　シャーは、にんまりと笑うと、酒瓶に軽くほおずりしながら、また元の席へと戻っていった。


後日談：シャーとネズミ


「シャーは、そういう服しか、もしかして似合わないのかしら」

　リーフィが唐突にそう言ってきたので、シャーはふと振り返る。

　休みの酒場に休みとも知らずにやってきたシャーは、ずいぶんと寂しい思いをしていたのだが、たまたま、リーフィが店に忘れ物を取りに来たところだったようで、二人は話をしていた。

　昼間だと言うこともあるが、さすがに酒場は静まりかえっている。普段わいわいやっているだけに、一気に寂しく感じになってしまう。

　リーフィは、店の奥から何か青いものを畳んで出してきた。

「オレの服ぅ～？」

「そう、あなた、そういう感じの以外にあわないのかしらと思ったのよ？」

　本人は悪気はないが、意外とひどい事を言う。シャーは、頭をかきやりながら、少し唸った。

「ど、どうだろ？　確かに、オレ、似合う服より似合わない服のが多い気がするけどね」

「やっぱりそうなの。じゃあ、よかった」

　何がよかったというのか、と、シャーが不審そうに彼女を見る。リーフィは、先ほど畳んだものを抱えながらシャーの前に歩いてきた。相変わらず表情の薄い彼女の真意は、あまり読みとれない。

「この前、マタリアに潜入したとき借りてきた服があるでしょ？」

「あ、あの、オレが破いちゃった奴？」

　シャーは思い出しながら呟いた。マタリア館に忍び込むとき、リーフィが金持ちの使用人から貰ってきたというお古だ。本当はそれを来て、旦那衆に紛れて忍び込むはずが、シャーのあまりの不審さに道化役の芸人に化けるはめになってしまった。つまり、その貴人の着る豪奢な服は、シャーが着ると正直ただの大道芸人になるということである。

「ええ、あれはもう着ないっていうから、ついでにもらってきたのよ。それで、ふと思ったのよ。あなた、ろくな服持ってなかったわよね」

「え、そ、そうだったぁ？」

「ええ、やっぱり普段のその服の方がよほどいいわ」

　あのマタリアの騒動が終わった翌日、一張羅を破かれたシャーは、代わりの粗末な服を着ていった。だが、リーフィにそこまで酷評されようとは思わなかった。

「そ、そう……。やっぱし、もう一着ぐらい買ってもらったほうがいいかなあ……」

　お金のないシャーは、服もロクに買えない。だから、誰かにたかって買ってもらうつもりなのだろう。少しうなだれたシャーの前に、青い布が差し出された。

「だから、これをあげるわ」

「え、でも、これ、この前……」

「大丈夫、それっぽく仕上げてみたのよ」

　そういってリーフィは服を一式広げて見せた。できる限り、今シャーが着ている、少し異国風のデザインにあわせたそれは、以前のように彼がきてもおかしいということはない。

「あ、ありがとう！　いいの？」

　シャーは受け取って、少しだけホッとした。これで、一着派手に破っても、しばらくは大丈夫だ。

「だって、このままおいておいても何もならないもの」

　リーフィは意外なところで器用なようで、仕事の合間に趣味を兼ねて服を繕ったり、仕立て直したりしているようだ。シャーは、もう一度ありがとうというと、喜んでそれを重ねてみる。なるほど、最初からシャーにちょうどいいぐらいの服だったので、サイズも大丈夫のようだ。

「気に入ってくれたら嬉しいわ」

　リーフィはそうさらりといった。

　嬉しいながらに、シャーは、ふと、しかし、と思う。　

　女の子と二人っきりというものすごくいい雰囲気のはずが、何となく味気ない空気が漂っている。そう、何故か野郎と一緒にいるような殺伐とした感じがするのだ。

　正直、リーフィが自分のことをどう思っているかがよくわからないが、とりあえず、近頃は「変質者」から「変な人」までは昇格できているだろうなあと思っていたシャーである。しかし、信頼感が見えてきたのはいいとは思うが、彼らの関係には一抹の色気も感じられないのだった。どちらかというと、友達とか、秘密を共有する仕事仲間といった感じである。

（ま、まあいいか。まずは人間、何事も信頼の一歩から）

　シャーはそんなことを思いながら、貰った服を畳んだ。

「そうそう、向こう部屋を少し整理してくるわね。それから、他の酒場に案内してあげるわ」

「ありがと。んじゃ、オレ待ってるね」

　リーフィはうなずくと、奥の部屋に行ってしまった。向こう側は厨房と空いた酒瓶や割れものが置かれているので、それを片づけにいったのだろう。働き者のリーフィを見ながら、健気だなあと思うシャーは、がらんとした酒場の中央あたりにある椅子をずるずる引き出してきてどんと座った。

　と、不意に、扉の方から音が聞こえた。

「こんにちは。今日はやってないのかい？」

　明るく軽い声に、シャーは入り口に対し後ろ向きに手を振る。

「今日は休みだよ～」

「それは弱ったなあ……」

　相手は困ったようにそういい、店の方に足をかけたようだった。中をのぞき込んで本当に休みなのを知ると、彼はため息をつく。

「折角来たのに、残念だな……」

　シャーは、ようやく面倒そうに首を向け、相手の顔を見ようとしたが、その前に違和感を感じたのだ。今の声、確か、以前にきいたことはないか。ほおづえをついていたシャーは、ぴたりと動きを止め、用心深く注意しながら相手の方を見た。

　相手も暗い室内にいる彼をすぐにはわからなかったようで、彼の顔を見て、はっきりと驚いた顔をした。

　シャーが椅子を蹴るように飛び出して、構えを取ったのと、相手が一歩後退したのは同時だった。

　そこにいた相手は、きちりとした服装で、大人しそうな顔はしていたが、あの夜にあった男そのものであった。

「てめえ……ッ、ゼダ！」

「シャー＝ルギィズ、てめえの根城かよ！」

　シャーは反射的に身を翻し、右手をそっと柄にかける。だが、ゼダは首を振った。　

「おっと今日はお前とぶつかるつもりで来たんじゃないぜ！」

　ゼダは、相変わらず吸っていたらしい煙管をはずして、指先で振りながら言った。服装は割合にきっちりしているが、それでも声色から表情まで、先ほど店に入ってきたときと、一瞬で変化している。特に声と口調の変化は凄まじい。もっとも、シャーも人のことを言えないぐらいに口調も声も変わるのだが。

「ちょっと今日は、あの時の女に会いに来たのさ」

　すでに言葉遣いも目つきも変わっているゼダは、独特の退廃的な雰囲気すら漂わせつつ、そう言って笑う。

「はあ？　何訳のわからんことを？」

「あぁ？　オレは言わなかったか、オレはこれでも理想の女は探してるんだって。ああいう健気でしっかりした女が好みなんだよ。だから、ちょっとおつきあい願えないかなあって。ほら、まず人間何事も信頼が大事だからな」

　どこかで訊いたような台詞を言いながら、ゼダは煙管を吸ってふっと煙を吐く。

「だから、会いに来た。いいんだろォ。あの子、テメェのイロってわけでもねえんだろ。なーら、オレが多少色目つかってもいいだろが」

「ふーん、言いたいこと言ってくれるじゃねえの」

　シャーは、口許をひくつかせながらゼダに近寄った。

「いいじゃない。リーフィちゃんに会わせてやっから、ちょいと外に出ろ」

「ああ」

　ゼダがそう言って、一歩店に入りかけていた足を避けた途端、シャーは突然扉に駆け寄った。

「あっ！」

　ゼダが声をあげるももう遅い。シャーは無言でぴしゃりと扉を閉める。ゼダが卑怯だぞ、と、声を上げるが気にしない。どんどん戸を叩くゼダを押さえつけながら、そこに近くの椅子や机をとにかく積み立てて、入り口をふさぐ。

「あああっ！　シャー、てぇめええええ！」

　向こうでゼダが叫んだが、シャーは、冷淡な目で光を完璧に遮断した扉をみるだけだ。

「こら、開けろ！　あけねえか！」

「ふーっ、これでよし」

　シャーは手を叩いて埃を払うと、まだ戸を叩いているゼダを完全に無視した。

「てめーっ！　シャー！　覚えてやがれ！　開けねえと殺すぞ！」

「できるもんならやってみろォ！　返り討ちにしてやる！」

　シャーはそう言い放ち、まだうるさい扉を睨み付けた。

「ふん、オレなんかフリーになって一番最初にアタックかけたのに、おもいっきり振られたんだぞ」

　シャーはぶつくさという。

「それをポッと出のお前なんかに横からとられてたまるか！　オレがふられんのは仕方ないけど、てめえにだけは絶対に渡さん！」

　ふと、物音に気づいたのか、リーフィがこちらに歩いてくるようだった。シャーは慌てて部屋の入り口まで出てきて、へらっと笑う。

「どうしたの？　何か物音がしたような気がするけど？」

「ああ、ネズミが出たんで、外に出して置いたんだ。それより、リーフィちゃん…、裏口から外に出ない？」

「いいけど、どうしたの？」

「ネズミが入り口でちゅーちゅーうるさいからさ。できたての服、囓られるのいやだし」

　リーフィはわずかに首を傾げる。シャーは、そろそろ静かになった表口をちらりと見ながら、軽く舌を出した。


　*


「ああの、腐れ三白眼があああ！」

　怒りおさまらぬゼダは、一度扉をけっ飛ばすと、きっちり着ていた上着を乱し、袖を垂らしながら肩に掛ける。そうすると、顔はともかく、どう考えても危なげな人間に見えるゼダは、布に巻いたままの腰の剣をなでながら、道を帰りだした。

「決めた！　オレは、あいつを殺る！　みてろよ、シャー！　てめえ、絶対にこの恨みを晴らしてやるからな！」

　憎悪に燃える富豪カドゥサの御曹司は、砂埃立つザファルバーンの王都を闊歩しながら去っていくのだった。　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨情楼閣・終


ネズミとリーフィ


一、伊達男ゼダ


　その日、リーフィは、道を歩いていた。酒場の主人に使いを頼まれて、ある家に言付けをしてきた帰りである。今日の仕事は夜からなので、時間はあるのだが、リーフィは、一人で道を歩くとどうしても急ぎ足になってしまうタチなのだった。

　もちろん、この街の治安のことを考えると、一人歩きの彼女は急いだ方がいいのだろう。それに、リーフィも話し相手がいれば、それほど早くは歩かない。

　頭に薄衣をかけて、日光を遮りながら、リーフィは日光の下にさらされているにしては、しろすぎる綺麗な顔を伏せるようにして歩いていた。

「あ！　リーフィちゃん！」

　不意に声が聞こえ、リーフィはわずかに立ち止まる。無表情なリーフィだが、まれにわずかに表情を浮かべることがある。それは相手によりけりで、よほど信頼している相手でなければ、リーフィはその顔を向けることはない。

　振り向いた先には、きつい癖毛を結い上げた男が立っている。太陽の下にはまばゆい青の鮮やかな布を頼りなげなひょろりとした体にまとって、それから一度見ると忘れられないような、ぎょろりとした大きな目は三白眼である。その彼が腰にいつも下げている東方風の刀が、どれほどの力を秘めているかを知るものはあまりいない。

「今日は、何かこっちに用事かい？」

「ええ、言付けを頼まれたの。あなたこそ、珍しいわね。こんなお昼前から」

「まぁねえ」

　シャーは、そう答えて軽く笑った。

「いやさあ、ちょっとあいつらに呼ばれちゃって。なんでも、飯をおごるから、ちょっとにぎわしに来てくれっていわれちゃってさー。なんでも、あいつらの誰かの身内が恋人連れてくるんだとか。でも、盛り上がらなかったらまずいから、オレに来てくれってさ。オレがいくぐらいで盛り上がるかなあ？　つーか、その恋人さんに嫌われちゃいそうで不安……。一回断ったんだけど、飯おごるっていわれると～～」

　立て続けに喋ってシャーは、ふうとため息をつく。いくら不安でも、昼飯に酒までつけてくれるといわれると、今日もまた財布が逼迫しているシャーにとっては、断りがたい話なのだった。頭が拒否しようとしても、ついつい口が承諾してしまうのである。ここのところ、弟分の金のまわりが悪いらしく、あまりいいものを食べていなかった。食料の確保には、結構シャーは気を遣っているのである。

「あなたなら、大丈夫じゃない？　そういう、場を盛り上げる才能のようなものはあるとおもうわ」

「リーフィちゃんに言われると自信がつくねえ、ありがとう。そんじゃ、頑張ってくる」

　リーフィに言われて、シャーはにんまりと笑うと手をあげて、足をすすめかけた。

「ああ、そうだ……」

　ふと思いついたように、シャーはくるりと振り向いた。そのまま立ち去ろうとしていたリーフィも、立ち止まる。

「前々から聞こうと思ってたんだけどさあ、……最近、リーフィちゃんは困ってない？」

　そういうシャーは、いつもの彼とは少し違い、妙に緊張感があった。

　リーフィは、軽く首を傾げた。普段、なるべくその片鱗を出さないように生活しているシャーが、こういう目つきをしている以上、まさか冗談でそんなことを言っているわけでもないし、ましてや単に挨拶代わりにそうきいたわけでもない。彼は明らかにある一つの可能性を心配して、リーフィにそう訊いたのだ。

「シャー……」

　リーフィも、噂で何となくは知っているが、きっとシャーの方が耳が早い。シャーは、あちこちの酒場に出没するが、それは大体なじみの舎弟が溜まっている所をかぎつけて現れる。だから、リーフィの酒場ばかりに通い詰めているわけでもないのだ。それが、ここ二週間ほど、彼は弟分がほとんどいない日にでも、リーフィの酒場に来ていた。

　リーフィはようやく、どうして彼がここのところ、酒場に来ていたかを理解した。

「あのさ、……風の噂でね、アイツが戻ってきたっていう話、聞いたからちょっと心配で……。リーフィちゃんが、アレから離れたのは良かったと思ってるけど、ああいうのってシツコイからねえ、もし何か言いに来ないかって思って……」

　シャーは、少しマジメな顔になっていた。シャーは敢えて名指しを避けているが、その「アイツ」が、かつてのリーフィの恋人のベリレルというごろつきであるのは、簡単に予想がつく。

「オレが喧嘩売ったみたいなもんだし、オレがリーフィちゃんとアレを別れさせたみたいなところがあるからさあ、何かあったら、オレ、責任感じちゃうよ」

　シャーは、何となく申し訳なさげな顔をした。

「大丈夫よ。それに、私も、これでよかったと思っているもの」

　そういうリーフィの首には、かつて彼女がかけていたトンボ玉の首飾りはもうない。それが、恋人からの贈り物だったことも、シャーは知っていた。立場的には横恋慕ということになるシャーは、何となくだが後ろめたさも感じているのだ。

「もし、何かあったら力になるよ。……っていうか、オレが出ないとカタがつかないだろうしね」

「ありがとう。でも、大丈夫」

　リーフィは、いつものように冷静に答える。

「今のところ、あの人は来ていないし、それに何かあったらすぐにあなたに相談するわ」

「ホントに？」

　シャーは、まだ心配そうなそぶりを見せている。リーフィは、ほんの少しだけ微笑む。

「あら、信用しないのね。でも、私が何でも相談できるのは、あなたぐらいなものなのよ？」

「ええッ？　それ、マジ？」

　シャーは、元から大きな目玉をやや見張る。

「ええ。他に頼れる人はいないし、あなた、そう見えて信用はおける方だし……」

　そして、リーフィは思いついたようにふと悪戯っぽい表情を浮かべた。

「そうね、それに、私もあなたの秘密を知っているものね。……お互い秘密を抱えていると、より信用がおけるようになるでしょう？」

「そうでした～。オレの本性はリーフィちゃんにはバレバレだもんね」

「本性というほどでもないでしょうけど。一応はそうよね」

　リーフィは、まだシャーが何かを隠しているらしいことを、直感として知っているらしい。だが、リーフィはそれについては訊かない。シャーも、リーフィについてあれこれ訊いてくることはないし、それだからこそリーフィはシャーを信頼する気になったのかもしれない。

「ん？　てことは……、オレ達ってもしかして、共犯者って奴？」

　思わず調子にのって、シャーは緩んだ笑顔で言った。リーフィは、不意にいつもの顔に戻って、さあ、と答える。

「どうかしら？」

「意地悪だなあ～。リーフィちゃん」

　シャーは、ため息混じりにそう呟く。

「でも、ホントに困ったらオレに何か言ってよね。オレに遠慮なんてすることないんだから」

「そうね、ありがとう。あなたには本当にお世話になっているわね」

「えへへ、まあまあ、いいってことでしょ？　……帰り、送ってかないでいい？」

　心配なのかそう訊いたシャーだが、リーフィは首を振った。

「まだ昼間だし、あなたも色々あるみたいだし、大丈夫よ」

「うん、まあ、ごめんね。ホントは、あんなむさくるしい野郎共なんて見捨ててもいいんだけど」

　シャーは、言い訳めいた事をいうが、リーフィは軽く笑った。

「まあ、そんな不義理なこといっちゃいけないわ。それに、あなたも、お昼を食べ損ねたら悪いわよ」

「そ、そう？　じゃあ、また。今日の夜は、リーフィちゃんとこ行くから！」

　少しだけ心配そうに、大きな目でリーフィを見ながらシャーはそういった。リーフィは、ええ、と静かにうなずく。

「ありがとう、じゃあ行ってらっしゃいね」

「うん、リーフィちゃんも、気をつけてね！」

　シャーはそういってリーフィを見送る。リーフィはそのまま、路地の角を曲がって歩いていった。

「とは、調子よく言ったものの……」

　シャーは急に一人になってぽつんと頭を下げた

「しーかし、あんな信頼のされ方って、実はまずいんだよねー……」

　シャーは、足下の石を蹴りながら、ぼそぼそと進む。

「……ああいう信頼のされ方って、間違いなく、オレ、恋愛対象飛び越えちゃってるじゃんか……。ま、別に慣れてるし、いいんだけど……なんつーか、こう、盛り上がらないなあ」

　シャーはため息をついて、ああ、と呟いた。

「まあ、いいか。信頼されてるっつーことは、とりあえず悪い事じゃないもんね」

　前向きに考えることにして、シャーは目的地にふらふら足を進め始める。乾いた地面を擦るサンダルの音が高らかに道に響き渡っていた。

　

　*


　リーフィは、そのまま酒場までの道を歩いていた。相変わらずの急ぎ足は、女性にしてははやいほうかもしれない。

　狭い道には相変わらず、そう人気はない。大通りを通っても良いのだが、そうすると人が多すぎて時間がかかるし、酒場まで遠回りになってしまう。砂が足下でざりざりと音を立てている。と、リーフィは不意に何かに気づいて顔をあげた。自分以外に、誰かこの道を歩いているものがいるらしく、近くから足音が聞こえた。

　嫌な予感を感じたリーフィは、慌てて足をもっと早く進めようとした。と、いきなり腕をひかれた。力強く乱暴に腕をひかれ、リーフィはハッとしてふりかえる。つかまれた手をひきはなそうとしたが、相手の力は思いの外強い。

「久しぶりだな、リーフィ……」

　聞き覚えのある低い声に、リーフィは少しだけ目を見張る。

「あの、三白眼は今日はいねえのか……」

「ベイル……」

　リーフィは睨むようにして、ととのっているがどこか崩れた様子のある若い男の顔を見上げた。野性的で粗暴な瞳の光が、リーフィを見ている。ベリレルは、わずかに微笑んで、リーフィに手を伸ばそうとした。

「相変わらず、お前は綺麗だよな」

「見え透いたお世辞はやめてほしいわ。……ベイル、あなた、いつからここに戻ってきていたの？」

　リーフィは、冷たい表情のままだ。厳しい口調に、ベリレルは少し様子を変える。

「シャーがあなたをわざわざ逃がしてくれたからいいものの、あなた、あそこで連中に捕まっていれば、もう死んでたでしょうね。この街に戻ってこられなかったはずよ？」

「何だ、久しぶりにあったのに冷てえなあ……。いや、この前の一件で、あの親分には買われたんだよ。ソレで、どうにか組織に入れてもらえることになって……」

　にっと笑い、ベリレルは言った。二枚目のベリレルは、そうやって純粋に笑うことが、女性の心にどう響くかを身をもって知っている。

「それで、懐かしくなってお前に会いに来たんだぜ。……ほら、おめえみたいな美人はそういねえしさ」

「私は、もうあなたと関わるつもりはないわ」

　リーフィは、厳しく言い放った。

「何言って……」

「私は、昔、あなたに助けてもらったことがあるわね。でも、その借りを返すだけの働きはもうしたはずよ。……それに、この前、あなたは私が殺されても平気だったんでしょう？　そうでなければ、あんなこと頼まないわよね？」

　リーフィは、冷徹に思えるほど感情を表さない目をしながら、きっぱりと言った。

「……だから、私はあなたには関わらないわ。帰って」

「何だと！　てめえ！」

　ベリレルは気が短いほうだ。その性質はリーフィも良く知っている。つかまれた腕が痛いほどに握られるが、リーフィは、冷たい顔のままだった。

「力で私に言うことをきかせることはできないわ。……ますますあなたから心が離れるだけよ」

「うるせえ！　生意気言うな！」

　ベリレルは、リーフィの手を離して突き放し、手をふりあげた。

　と、後ろからベリレルの手首を誰かが掴んだ。

「や、やめてあげてください！」

　気弱そうな声が聞こえ、ベリレルはちらりとそちらを見る。

　赤い上着の男が、震えながら彼を止めていた。背はベリレルよりは少し低い程度だが、一般的に見てそれほど低いほうではない。気弱そうな外見の男で、いかにも目立たない感じがした。

「じょ、女性に手をあげるのは感心しません」

　チッとベリレルは舌打ちをした。身なりからして、どこかの商人の小間使いかなにかだろう。とんでもないところに邪魔が入ったものだ。

「関係ないだろうが！」

　ベリレルは、わざと怒鳴りつける。大概の場合、一度は止めてみたものの、こういう連中は厄介ごとを恐れてそれで引き下がるものだ。だが、男は頼み込むように言った。

「そんな……。お願いですからやめてあげてください。もし、この人が何かしたのでしたら、私が対価をお支払いしてもよいですから……」

　なかなかしつこい。ベリレルは、この男を相手にしているのが面倒になってきた。

「るせえ！　この女はオレの女だ！　オレがなにしようと関係ねえだろうが！」

　ベリレルが男を突き飛ばそうと手を振り払おうとしたとき、突然、ベリレルの右手首を握っていた男の指の力が強くなった。大した男ではないと思っていた油断から、ベリレルは、いきなりの力にいとも簡単に手を上に引っ張られた。

「今何てったァ？」

　いきなり声色が変わり、先ほどまで彼に声をかけていた男の声は恐ろしく低くなっていた。ベリレルは、彼の方を向いた。と、その男は今まで縮めていた身を、しゃんとのばしていた。

　口元が、目に映る色とは対照的に、にやりと楽しそうに歪んでいた。それに反して、ベリレルの右手首は、いっそう強い力でつかまれて白くなっていた。

「時間与えてやっから、もう一度言ってみろォ。てめえ、人が下手に出てやってんのに、どういう態度だ？　人が大人しくしてりゃあつけあがりやがってェ！」

　いきなり言葉遣いが激変した相手に、ベリレルは少なからず驚いたようだ。先程まで自信なさげに伏せられていた目は、きっと彼の方を挑戦的に見上げている。完全に目が据わっていて、一瞬酔っぱらいかと思ったが、据わっているらしい瞳の輝きは、いやに冷静なままだ。

「な、何だ、お前は……」

「何だっていいだろうが。それよりも何だ、今のはよ？　オレは刃傷沙汰にならねえように、わざわざ丁寧に話しつけてやってたんだぜ？　ええ？　どう考えてもキラワレちまってる癖に、その女を所有物呼ばわりたぁ、悪党だな、色男！」

　態度のかわりかたがあまりにも凄まじい。さすがのベリレルも、不気味そうな顔をしていた。だが、そんなことはお構いなしに、男はベリレルの手を離すこともなく、彼を睨むように見ていた。

「オレがもう一度言ってみろといったのが、わかんねえのか？　ああ？」

「あなた！」

　リーフィは、その顔を見て思わず声をあげた。男は、一瞬わからなかったようだが、リーフィの顔をちらりとみてにやりとした。

「ああ、あんたかい？　久しぶりだな？」

「ちっ！」

　一瞬、彼の指の力が緩まったのか、ベリレルはその手をふりほどいて、少し離れたところでいきなり剣を抜いた。白昼にぎらりと光る刃物をみても、相手の男は表情も変えず、飄々と立っている。

「気の短ぇ野郎だな。いきなり突っかかることもねえだろうに」

　そこにいる男、富豪カドゥサの御曹司であるウェイアードは肩をすくめた。いや、厳密に言うと、ゼダといった方がいいだろう。

　カドゥサの御曹司のウェイアードがとんだ放蕩息子だと言うことは有名な話で、その不気味な剣さばきでも悪い風聞を流している。だが、彼の正体を知るものは案外少ない。ウェイアードが、「ゼダ」という呼び名で呼ばれ、自分の使用人である「ザフ」という美男を身代わりにして、普段、自分はその影で大人しい下男のふりをしていることなど、彼の仲間でも知らないものがいるほどである。

「てめえ！　何様のつもりだ！」

　ベリレルは、カッとしてそう怒鳴りつけた。

「いきなり人が話しているところに割ってはいってきやがって！　てめえには関係のねえ事だろうが！」

「何様のつもりィ？　てめえこそ何様のつもりだ？」

　ゼダは静かに言い返す。

「女を泣かすのァ別に構わねえが、白昼堂々町中でやるもんじゃねえだろォ？　そんなこともわからねぇのか、ええ？　色男さんよォ？」

　独特の絡み口調で、ゼダは口許だけ笑いながら相手を見た。元々それなりに派手な服装をしているゼダなのだが、普段はそれでもいるかいないかわからないほど、存在感が薄い。だが、こうなった時のゼダにはその衣装が実によく似合う。どこか退廃的な影を引きずる彼には、そうしたびらびらとした着崩した赤い服が、口から出る言葉以上に、彼の存在を語っている。

「そんなに女といちゃつきたければ、色街に行けばいいだろが。いやがる女を引き留めるほどみっともねえことはないぜ？　てめえも男だろ？　キラワレちまったのがわかったんなら、大人しく手ェひきな」

「てめえに説教されるいわれはねえぜ！」

「ふん、説教だの講釈だの垂れる結構なご身分じゃあねえよ。ったく、正しい女遊びの仕方の一つしらねえとは、無粋な野郎だぜ。そんなんじゃあ、小間使いのガキにも口きいてもらえないぜえ？」

「なんだ！」

「で、どうなんだ、ここでやるつもりかい？」

　ゼダは、腰の剣には手を触れないまま、袖を外して前屈みになった。上着をだらりと肩に掛けて腕組みをしている。喧嘩の売り方にしても、あまりにも大胆だ。ベリレルは、思わずムッとする。剣を握る手に自然に力がこもる。ぎり、と、軋んだような音が、静かな空間に響く。だが、それでも、ゼダは、なおも引く気配はない。

「てめえ……！」

　歯を噛みしめながら、危うく飛び掛かりそうな自分を必死で押さえて、ベリレルはゼダを睨み付けた。

「オレをなめてるのか！」

「おいおい、オレがこんなでけえ面してる理由もわかんねえまま、そりゃねえだろう？」

　ゼダはそれを軽く笑い飛ばすと、ちらりと背後を見やる。その動作に、一瞬だけベリレルはぴくりとした。ゼダの視線の先には、建物がある。その影に目をやった彼の行動が、一体何の意図を含んでいるか、ベリレルは悟ってしまった。

「おお、どうした？　顔色が変わったなァ？」

　ゼダは面白そうにそういってにやりとする。

「て、てめえ！」

「あー、当たりだ。そうよ、残念だったなあ、あいにくと今、オレは一人じゃないんだぜ。まあ、これほど無粋な話もねえだろうが、鬱陶しい野郎共が後ろからひたひたついてきてやがるのさ。オレは噂は気にしねえ方だから、奴等呼んでてめえを袋にしてもいいわけだが？」

　ゼダは目の前に下がってくる前髪を払うこともせず、ぶらりと足を前に出す。

「……さぁて、色男さんよ、どうするつもりだい？」

　ゼダは、前髪の裏側から嘲笑うようにベリレルを見た。夜の暗闇から心底を見通してくるようなシャーの青い目も相当不気味だが、ゼダの視線はまた彼とは違うイヤな感じがする。そういうときのゼダの視線は、蛇の目という例えがぴったりと当てはまるような、そういうじっとりとして冷静でいるくせに、妙に凶暴な目をしている。

　しばらくにらみ合っていたベリレルは、とうとう先にゼダから視線を外した。

「チッ！　……てめえ、覚えてやがれ！」

　ベリレルはそういって、きっとリーフィの方を見る。不意にその視線をはばむようにゼダがふらりとリーフィの前に足を寄せてきた。

「ふん、どこの組織にはいったか知らないが、オレはオレで用心深いほうなんだ。夜道につけねらうなんて真似はすんじゃねえぜ」

　もうベリレルは言葉を発さず、ただ、唇を噛みしめただけだった。目は怒りで暴発しそうだったが、ゼダは物憂げに笑うばかりだ。そのまま、もう一度ゼダを睨み付け、ベリレルは走り出した。やがて、狭い路地の角を曲がり、彼は荒々しくその場から姿を消した。

　ゼダはふらりとリーフィの方に向き直った。その目に、先程ほどの不穏さはもうない。

「大丈夫だったかい？」

「ええ。……助けてくれてありがとう。でも、まさかあなたが助けてくれるとは思わなかったわ」

「ソレはオレも同じことさ。……ありゃ、この街では結構有名な野良犬野郎だ。命令されりゃ何でもやるっていう噂のアブねえやつだ。そんなのとあんたがお関わりになっていたとはね……」

　ゼダはそういったが、リーフィは答えない。表情は変わらないが、リーフィのしろい顔を見て、ゼダは慌ててとりつくろった。

「すまねえ、今のは皮肉で言ったわけじゃあねえんだ。勘弁してくれよ。それより……」

　ゼダは、少しだけ愛想笑いを浮かべた。とはいえ、それは彼が普段外向けに浮かべているような穏やかな笑みからは遠い。やや不敵さののぞく笑みのまま、ゼダはそれでも少し優しい口調で言った。

「さぁて、あんたと邪魔もなしに二人だけで顔を合わせたのは、今回が初めてだな？」

　ゼダはそんなことを言って、袖をはらってにやりとした。リーフィは、ハッとして顔を上げる。

「あなた、一人じゃないとさっき……」

「あぁ、あんなのはただのはったりよ。まあ、うまくかかってくれたようでよかったぜ」

　ゼダは軽く鼻先で嘲笑うようにいってから、やや声の調子を変えた。

「どうだい？　あんたもあんな事があって落ち着かないだろ？　……休憩がてらにオレにちょっとつきあってくれねえか？」

　リーフィが答える前に、ゼダは、ああ、と慌てて付け足すように言った。

「別にいかがわしい話じゃねえんだよ。ただ、昼でも一緒に食わないか、ってそう誘っただけだ。……無理にってわけじゃあねえ、嫌なら断ってくれて結構なんだ」

　いきなり自信がなくなったのか、ゼダは急に少ししおらしい事を言った。そのせいではないのだが、リーフィは、そうね、と静かに答える。

「それじゃあ、ご一緒させていただくわ」

「そうかい、そりゃよかった」

　ゼダは、ほんの少しだけ嬉しそうな表情を見せたが、例の純真そうな笑顔はすでに彼の顔にはなかった。そこにいるのは、不敵に笑うカドゥサの放蕩息子そのものだった。


二、一張羅の心配


　

　とある通りのの裏側にある喫茶店チャイハナに入って、ゼダは先にリーフィを座らせた。

　リーフィがつとめている酒場よりも、ずっと綺麗な店には、東方のキラキラした金物の飾りが付けられていて、わずかな風が中に入るだけで、しゃらしゃらと独特の音を立てる。

　どうやらゼダはなじみらしく、手慣れた様子で全て注文してしまうと、先に持ってくるように頼んだ水煙草を用意してもらった。この国でも、出身の違う者たちによりさまざまな名称で呼ばれているその水煙草用のパイプをふかしながら、ゼダはくつろいだ様子ですわっていた。

　普段振る舞っている従順そうな青年の雰囲気は、欠片も残っていないゼダは、その動作一つとっても、乱暴者の遊び人といった印象が強い。一体、これをどうすれば、いつものアレぐらいにまで生気がなくなるのかふしぎになるほどだ。

　シャーの人の変わりようも凄まじいが、この男はまたシャーとは別の意味で不気味なほど人が変わる。シャーよりも、それが不自然な変わり方をするので、この男の方が不気味と言えば不気味かもしれない。

　やがてテーブルの上には、茶チャイと軽食が運ばれてきた。ゼダは、それに手をつける風もなく、ひたすらに煙草をやっている。リーフィも、まだ一言も言葉を発していない。

「……オレが信用できねえんだろうな？」

　不意にゼダが笑いながら声をかけてきて、リーフィは、彼の方に目をやった。

「そういうわけではないわ」

「ふっ、まあいいさ。オレは確かに、あまり信用ならねえ方に入るからな」

　ゼダは薄ら笑いを浮かべてそう答えると、ふーっと煙を吐いた。

「やれやれ、冴えない男の演技をするってのも結構疲れるぜ。最近はどうにか板についてきたけどな、さっきみたいについつい頭に来ると本性がでちまうぜ。あの三白眼野郎の気が知れないな。……もっとも、あいつぁ、演技なんかしちゃいねぇのかもしれねえが」

　水煙草をやりながら、ゼダは横目でテーブルの上のものを眺めやりながら言った。

「オレのオゴリだ。気にせずにやってくれ。オレは金だけには困ってないからな」

「……そう、ではいただくわ」

　リーフィは、ぱちりと一度瞬きしてからカップに口をつけた。ゼダは芝居だといったが、彼女が見る限り、一体どこまでが芝居でどこまでが本気かはよくわからない。ガラスの容器の中で、泡が浮いていくのを見ながら、リーフィはゼダの真意をはかり損ねていた。

「あなた、こんな所もうろついているの？」

　とりあえずそう訊いてみる。

「うろつくなんざ、あの三白眼と一緒にしてもらいたくねえな」

　水煙草をふかしながら、ゼダは不満そうに言った。

「でも、今日はお連れさんはいないのね」

　リーフィは、少し辺りをうかがいながらいった。ゼダは先程、一人だといったが、ソレには嘘はないらしい。彼の取り巻きがいる気配は全くなかった。ああ、と、ゼダは答える。

「ザフのことかい？ ……ああ、普段はあいつに全部任せてるからな。オレは、よほどのことがないと、連中の所にはいかねえのさ。それに、奴等の中でもオレの顔を知っている奴はそういねえ」

　ゼダは、水蒸気の多い煙を吐きながらほおづえをついて、それに、と付け足した。

「オレは、当分女遊びはやめてるのさ。……女と酒はタチの悪い魔物みたいなもんで、はまるとどろどろ取り憑いてきて抜けられねえ。そうこうしている内に、あの三白眼野郎に出し抜かれるのもむかつくからな」

　不敵に笑ったゼダは、リーフィを横目で見ながら、不意に殊勝な顔つきになっていった。

「あのザフって奴は、でも、誤解してやらないでくれよ。あいつは本当は、かなり身持ちが堅い方なんだぜ。……ただ、オレが他の連中を遊ばしたって、オレの成りじゃあいまいち箔がつかねえからな。オレが無理矢理つきあわせて、リーダーやらせてるだけなんだ。それに、あいつは仲間に対する気遣いもできる。わがまま放題のオレとはちがうのさ。だから、オレは、あいつじゃどうにもならねえ時にだけ手を貸すことにしている」

「随分、あの人を信頼しているのね」

「……オレのような男が、仲間を信頼するなんて、ってところだろうな」

　ゼダは、リーフィの言葉をどうとったのか、天井に視線を向けながら少し懐かしそうな口振りになった。

「ザフの奴は、オレがガキのころから側にいた。……正直、オヤジの隠し子のオレは肩身が狭くてな、よく正妻にいじめられてたんだが、その時かばってくれたのはザフのオヤジとあいつだけだったのさ。お袋は、そのころにはとっくにしんじまってたし。ザフのオヤジは昔、剣士として働いてたことがあるらしくてな、それでオレにも剣を教えてくれたのさ。それで、オレとザフは同じ剣を使ってるわけだ……」

　ゼダは笑い声を漏らしながらつけくわえた。

「もっとも、あいつは護身用になればと教えただけで、オレがここまで悪事にソレを使うようになるとは、思っちゃいなかったようだがな」

　悪いことをしたぜ、とゼダは苦笑しながら言って、ふと目をリーフィの方に向けた。シャーほどではないが、軽く癖のついた髪の毛は、この周辺では多い巻き毛だ。それを軽くかきやって、ゼダは投げやりに笑った。

「おっと、オレの湿っぽい身の上なんざあどうでもいいよな。悪いね」

「いいえ」

　リーフィの答えを待つまでもなく、ゼダは前のめりになって机の上に肘をつき、下からリーフィをのぞきやるようにしていった。

「ソレより、あんたも大変そうだな。……ま、オレがいってもどうにもなんねえが、一人歩きはしばらくやめときな。特に夜はな」

　ゼダは続けてリーフィの顔色をうかがいながら、わずかに目を細めた。

「この際、あの三白眼野郎にでもいいから護衛を頼むことだね」

「そうね、さすがに不用心だったわ……」

　リーフィは、無表情ながらに反省するような素振りを見せる。ゼダは、少しためらいながら、煙草を一息吸って煙を吐く。そうして、視線を逸らしながら訊いた。

「さっきの、アンタの旦那か？」

　そういって、リーフィの表情を見るまでもなく、ゼダにしてはやや慌てて二の句を継ぐ。

「……て、筈もねえわな……いや、悪ィ。他人の事情を詮索するつもりはねえんだ……。許してやってくれ」

「気を遣わないで。……そうね、昔、少しつきあっていたことがあるの」

　リーフィは、少し困惑している様子のゼダにそういった。表情は変わっていないが、リーフィが少しうつむいているのをみて、ゼダは声を落とす。

「そうかい、悪いことをきいちまってすまねえ」

　ゼダはそれ以上何も言わず、ほおづえをついてひたすら煙草をふかしていた。水煙草の音と風に揺れる金属の飾りのしゃらしゃらという音だけが、しばらく喫茶店チャイハナに聞こえていた。


　*


「このォー！　てめえ、どこでひっかけたんだよォー！」

「っつーか、その娘、引っかけた場所、オレにも教えろってば！」

　男達が、笑いながら一人の男を突っつき回していた。とろけそうに幸せな顔をして、仲間の乱暴な祝福を受けている男のそばには、若くて美しい娘が座っている。

（うん、これなら、オレのお役目もどうにかこうにか成功ね）

　シャーは、その様子をみながら、ほっと一息ついて、ようやく遠慮なく酒にありついていた。場はとりあえずこれ以上ないほど盛り上がってはいた。

　シャーの役割は、一番最初にどう空気を盛り上げるかということだ。最初に「おお、きれえな女の子じゃない！　お前、隅におけないねえ！」から始まって、「じゃあ、自己紹介となれそめ語ってみてよ！　ていうかね、オレの後学と研究のためにおねがーい！」などといって、照れる二人からなれそめを聞き出し、あとはできあがった流れを保つことが出来れば、シャーの任務は無事終了なのだった。予想がつくことであるが、一度盛り上がった空気というのは、よほどの事がないかぎり持続するものである。

　だから、一番最初にテンションをあげきったシャーは、周りの空気があとは自動加熱していくのを見守るだけだった。

　綺麗な恋人を連れてきた男は、周りに突っつかれながら、あまりにも幸せそうだ。ここまで来ると、もうシャーが手を下す必要はない。勝手にまわりが盛り上がってくれるだろう。

　シャーは、とりあえずお役目を果たした安堵感もあって、ため息をつきつつ、酒を口に含みつつ何かをつまんでいた。だが、その顔は、意外にもあまり楽しそうではない。というよりは、何か心配事があってそわそわしているようだった。

「兄貴、珍しいですね」

　不意に頭の上の方で酒を飲んでいたカッチェラが声をかけてきた。心配そうというより、本当に怪訝そうな顔で、シャーをのぞき込んでくる。

「浮かない顔じゃないですか？　酒も飯もうまいっていうのに、兄貴がそんな面してるのは珍しいですよ？」

「え？　オレ、浮かない顔してたあ？」

　シャーは、慌ててカッチェラの方を向いた。

「なんか、アレっすか？　あいつが美人の恋人連れてきたから、妬けてるんでしょお？」

　隣のヒゲ男が、にやにやしながらシャーを小突いてきた。シャーは慌てて首を振る。

「い、いやっ、あのねえ、そうじゃないのよ？　オレは、今回はフツーにホッとしてるだけだから」

「ええ？　そうですかあ？」

　疑惑の眼差しで見られ、シャーは、違うってば、と言い返す。

「んー、ただ、ちょーっとねえ、こう、何かいやーな予感がするわけよ。何ていうか、ちょっと妙な感じがさ、いや、オレ個人の問題なわけだけど」

「妙な感じ？」

　シャーは考え込むような顔をして、眉をひそめる。

「何か、家においてきた一張羅を盗まれているような、いや囓られているような、いや、オレの一張羅は今着てる奴なんだけどさあ、たとえ話でいうとそういう感覚が背中からぞわぞわと。なんだろうねえ、何か囓られているような気がするんだよね」

　シャーは、何となく落ち着きなさげにそわそわとしながらいった。

「兄貴の家、ネズミがいるんすかねえ？　あいつら、なにか置いておくと全部くっちまいますよ」

　横にいた一人が心配そうにいった。

「そうですよ、兄貴、食料をちゃんと保管しておかないと大変なことになります！」

「そんな心配いらないってば。オレ、家に食料ないもん」

　いきなりそういったアティクに、シャーは笑い事ではないくせに、笑いながら首を振る。しかし、実際にシャーのことを本気で心配しているのは彼ぐらいなもので、横にいる男達は実際はにやにやしている。

「いやあ、兄貴が保管しとかなきゃならねえのは、食料じゃないだろ？　満足に飯が食えないのは、ネズミに囓られてるからだったんですね」

「え？　何が？」

　意味がわからず、シャーはゆっくりと首をかしげてみせた。

「だって、ネズミが兄貴の金まで食ってるんでしょう？」

　ぽん、とシャーは手を打った。

「あ、なるほど。それで、オレは毎度無一文なのね。ソレ、なかなか上手いじゃない！　一本取られたや！」

　わはははは、と笑い声があがる。とんでもないことをいわれているにもかかわらず、あまりシャーは、相変わらず気に留めない。同じように笑い飛ばしながら、酒を飲む。

　再び、シャーの周りが静かになるまでには結構時間がかかった。彼らの関心が、また恋人達に向くようになってから、シャーは再び何か考え込むような顔をしながら、酒に唇を浸す。

「ネズミねえ……」

　シャーは複雑そうな面もちで、むうと唸る。

「なあんか、嫌な響きだこと」

　シャーは、少しだけ眉をひそめた。甘くて苦い葡萄酒を飲みながら、何となくシャーは、不穏な空気を感じていた。


三、共犯者


　日が暮れて、ゼダはリーフィを酒場の方まで送っていっていた。リーフィは、構わないといったのだが、ゼダがそういう訳にはいかないと言ったのだ。

　夕方の暗がりの街は、そろそろ様相を変え始めていた。道を歩く人たちは、先程までは買い物帰りの親子連れだったが、今は街の盛り場で酒でもひっかけてこようという男達が多く見られる。

　ゼダは、いつもの曲がった剣を腰に落としていたが、先程まで刃を巻いていた布を、いつの間にか外していた。それにどういう意図があるのか、リーフィはわからないが、朝のことがあるので警戒しているのかもしれない。

「もう、ここでいいわ」

　先を歩いていたリーフィは、酒場の方に向かう角の前で、振り返ってゼダにいった。ゼダは、相変わらず上着に袖を通さずひっかけたまま、ゆらゆらと歩いていた。それが彼の癖で、もっとも過ごしやすい格好なのだろう。普段の自分を抑える意味も含めて、ゼダは大人しくしている間は、上着に袖を通すのかもしれない。

「……そうだな、これ以上はいかねえほうがいいだろうよ。オレも、こんな態度であんたのとこの酒場の連中に顔を覚えられちまったら、後々不便だからな」

　ゼダは、へへへと目を伏せるようにして笑いながらそういう。

「今日は、あれこれありがとう」

「飯をおごって話をしただけだろ？　あんたみたいな美人と同席できたんだから、オレの方が礼を言いたいね。意外かもしれねえが、オレは、連中と違ってあまり公然と酒の席にはでられねえから、あんたみたいな美人と口をきいてもらえることは少ねえんだよ」

　ゼダは笑いながら言ったが、リーフィは少し心配そうに眉をひそめた。

「でも、ベイルは、あなたに恨みを抱くんじゃないかしらあなたに、迷惑がかかるようだったら……」

「おいおい、オレは元々、やくざすれすれの世界で生きてるんだぜ。心配は無用だろ？」

　ゼダは笑い飛ばすと、リーフィをのぞき込むようにした。

「アンタは、そんな心配しなくていいんだよ」

　ゼダは、不意に柔らかに笑った。それは、今まで見せたことのない妙に頼りがいのある、純粋そうな笑みだ。

「アンタは、オレ達みたいな生き方の奴と関わる人じゃねえ。……だから、そんな心配する必要はねえんだよ」

　そういってゼダは軽くリーフィの肩に触れた。リーフィは、そのゼダの顔を上目遣いに見上げながら、静かに言った。

「あなた、やっぱりなかなかの遊び人ね」

　ゼダはいきなりの言葉に少し驚いたようだったが、ふと目を伏せて笑った。

「そりゃ褒め言葉とってもいいのかい？」

「かも……しれないわ」

　リーフィがそう答えるのを聞いて、ゼダは曖昧な笑みを浮かべる。そして、ふいに何でもないことのように聞いた。

「あの三白眼のことは、好きかい？」

「そういうんじゃないわ。そうね……強いていえば」

　リーフィは首を振って、ふと少しだけ悪戯ぽくわらったような気がした。

「秘密を共有しているという点では、共犯者と言うところかしらね」

「ヘッ、いい答えだな。気に入ったぜ」

　ゼダは、目を伏せるようにしながら笑い、そっと懐から煙管を取り出してくわえる。それに火をいれようとしている彼を見ながら、リーフィは思い出したように言った。

「あなたも、……変な人ね」

「そうか？　オレはきわめてまともなつもりだがよ。……さあ、早く行った方がいいんじゃねえか」

　ゼダは煙草に火を入れて、それをゆっくりと吸いながら告げた。リーフィはうなずく。そろそろ仕事が始まる頃だ。

「ええ、そうさせていただくわ」

　リーフィはそういって、角を曲がろうと身を翻した。と、その時、

「ああっ！　リーフィちゃん！　こんな所にいたの！」

　不意に聞き覚えのある高い声が聞こえ、リーフィは顔をあげる。明るい大通りから慌てて走ってくる、背だけが高いひょろりとした男の姿が目に入ったからだ。薄暗い中で彼は心底心配そうな顔をして、なにかあったら大変だといいたげに慌ててリーフィの元に走り寄ってきた。

「シャー、どうしたの？」

　リーフィが聞くと、シャーは、やや焦ったように続けた。夜目にもわかるくっきりとした三白眼が妙に印象深い。

「いや、酒場に来るのがちょっと遅かったから、心配になったんだ。なにかなかった？　大丈夫？」

「ええ、大丈夫よ。ありがとう」

「そっか、それはよかった……」

　シャーはほっと胸をなで下ろし、不意に後ろにいる人物を見た。そして、わずかに顔色を変える。

「へえっ、……久しぶりだな、三白眼野郎」

　ゼダが煙を吐きながらそういうのを待たず、シャーは、リーフィを背後にやると、ざっと足を一歩前に出し、低い姿勢のまま右手で腰の刀の柄を掴んでいた。

「てめえっ！　ネズミ！」

「誰がネズミだ！」

　ゼダは、不満そうに眉をひそめた。

「オレのどこがネズミだ？」

「ケッ、お前みたいにこそこそしてる奴はネズミでいいんだよっ！　親のすねはすでにかじってるし！」

　シャーは、珍しく早口でまくし立てた。

「シャー、……この人は……」

　リーフィが慌てて取りなそうとしているようだったが、ゼダはニヤニヤしながら言い返す。

「それじゃ、てめえはさしずめ三白眼ネズミってところかよ？」

「やっかましいぃ！」

　リーフィの制止も間に合わず、いきなり、シャーの手元で閃光が弾けた。ゼダは、反射的にざあっと後ろに飛ぶ。ピッと鋭角に上着の裾に切り込みが入った。ゼダは舌打ちをして、飛び様に利き手の左手を自然と刀の柄にやっていた。

　だが、ゼダにもわかっている。シャーは本気でゼダを殺すつもりで剣を振ったわけではない。今のは、ただのこけおどしだ。だから、ゼダは舌打ちをしてにやりとするばかりで、それ以上左手で剣を握ろうとはしない。

「あいっかわらず、その速さには敵わないぜ。……ソレで本気じゃねえとは、恐れ入った！」

「ヘッ、一撃で死なれたら後味悪いから、避けられる速さにしてやったんだよ！」

　シャーは既に刀にを抜きはなっている。

「やる気もねえのに、血の気の多い奴だぜ。出し抜けに抜きやがって！」

「……るせえ！　てめえみたいな遊びネズミが、リーフィちゃんみたいないい子に近づく自体が絶対にゆるせねえんだよ！　どっか行け！　変態ネズミ！　視界の隅にはいるだけで目障りなんだよ！」

　なるほど、とゼダは、うなずいてにやりとした。この態度からみるに、どうやらこの男なりに嫉妬しているらしいのだ。ゼダは目をふせ、にやにやしながら剣にかけていた左手を解いて、腕組みをした。

「ああそう、だったらちゃあんと用心棒は用心棒らしく、つとめを果たせよなあ」

　ゼダは、くくくと忍び笑いを漏らしながら言った。

「それに、目障り具合じゃてめえにかなわねえだろうよ、三白眼」

「なんだああ！　そのいい方は！」

　キッと、シャーは刀を握り直す。ゼダは、まだ煙管をくわえたまま、前に差し出した手を振った。　

「おおっと、今日はてめえなんかとやる気なんざあねえ。オレは、それほどアホには出来てないぜ」

「じゃあなぜ、今日に限って布を解いてるんだ？」

　シャーは、ゼダの腰の剣を見る。確かに普段は布で巻いている筈の剣が、鈍く夕方の残光にてらされている。ゼダは、取り扱いに厄介なこの剣を普段はそれほど使わない。余裕のあるときは、ゼダは腰にある短剣で相手をあしらうのだ。それが、このように剣をすでにいつでも使えるようにしているということが、彼の警戒を覗かせている。

　ゼダは指摘をうけて、軽く鼻先で笑った。

「へへへ、そりゃ相応の事情ってのがあんのさ。一応いっとくが、詮索無用だぞ」

「てめえの事情なんて詮索したくもないぜ、どぶネズミー！」

「ああそうかい。それじゃよかったね。てめえに探りいれられるのはごめんだぜ」

　意地になったように言い返してくるシャーに、そう冷たく一言いってゼダは歩き始めた。一度だけ、思い出したように軽く振り返る。

「それじゃあ、リーフィ、気をつけてな」

「リーフィちゃんを馴れ馴れしく呼ぶんじゃねえ！」

　シャーが、妙に鼻息を荒くしながらそう言い返す。シャーにしては珍しいことだと、リーフィは思いながら、去っていくゼダを見送った。暗闇に赤い色は紛れる。すぐにゼダの姿も気配も消えていった。

「くーっ！　何度あっても嫌なやつー！」

　シャーは、忌々しげに吐き捨てた。

「でも、……そう悪い人でもないみたいね」

「ええっ！」

　リーフィがそんなことを言うので、シャーは飛び上がるほどに慌てた。冷静な顔のリーフィを見やりながら、シャーはどもりながら言う。

「ちょ、リ、リーフィちゃん、ダメだよ、あんな遊び人はぁー！」

　あたふたとするシャーを見ながら、リーフィは少しおもしろそうに微笑んだ。

「ふふ、あなたが思っているような事じゃないわよ」


四、おたく、ついてるね


　月の出ていない夜だ。

  ほとんど暮れてしまった暗い道を一人ひたひた歩きながら、ゼダはもの思いにふけっていた。

　夕暮れの暗い空に煙がふらふらとわずかに揺れながらのぼる。それを何とはなしに眺めながら、ゼダは先程のリーフィを思い出していた。

「共犯者ねえ」

　それは、ある意味では絶対的信頼を抱いているということを見せつけられたようなものだ。苦笑いしながらゼダは続けた。

「……あんな変なところだけ不器用な三白眼に、妬けちまうことがあるとはねえ。世も末だぜ」

　夕方になると急に気温が下がり、寒くなる。ゼダは、あえてくらい道をふらふらと歩いていた。相変わらず袖を通さずにきている上着を、少しだけ風が揺らす。

「シャー……あの三白眼野郎ねえ……」

　例の名前を呟きながら、ふとゼダは顎を撫でた。

「そういえば、この街にはシャーがもう一人いたんだったな」　

　広がる夜の空を見ながら、ゼダは、人寂しい道で煙草の火を消し、それをしまい込んだ。ぴたりと足をとめる。

「なあ、そろそろいいだろう？　もう誰も見ちゃいねえよ」

　ゼダは、上着をわずかにはねながら、そっと背後に目をやった。

「オレは、見かけほど気が長くねえ。……ずらずら、ずっと着いてこられるとどうもイライラするんだよ……。決着は早めにつけようぜ」

　そうゼダが口を開いたとき、暗い空に、ちらりと何かが瞬いたような気がした。ゼダは冷静に左手にかけていた柄をそのまま引き抜くと、一瞬だけ魚の鱗のように光ったものに向けて斜め上に薙いだ。甲高い金属音と共に、確かな衝撃があり、ゼダは刀を振るった勢いを利用してそのまま振り返った。

「いきなり飛び道具とはやるなあ」

　ゼダは、にんまりしながらたたき落としたばかりの短剣をちらりと確認した。

「てめえ、どうして……」

　闇の中から低く唸るような声がした。それが、例の男であることは姿をみなくてもわかる。

「何故わかった！　どうして、オレがついてきていることがわかったんだ！」

　興奮気味に話す男の声をききながら、ゼダは物憂げに笑った。

「オレもどっちかてえとしつけえ方だからな、おたくさんのようなシツコイ奴のことはよくわかってるつもりだ」

　ゼダは、剣を無造作にさげている。別に構えをとるでもなく、警戒する様子もない。

「一度恥をかかされると、どうしてもそいつに落とし前をつけなきゃ、気が済まなくなる。そうだろ、……おめえさんがそうであるように、オレも落とし前ってやつをつけるのが、好きなのさ」

　闇に慣れた目に、一人の男と後ろに数人が見えた。ベリレルは、すでに刀を抜いている。血の気の多い奴だ、と心の中で嘲笑いながら、ゼダは冗談めかして片目を閉じた。

「でも、集団で来るとはいけすかねえなあ……。おたくさんは、勝負の醍醐味って奴がわかってねえらしい。あの三白眼野郎より無粋とは、こりゃちょっと問題だぜえ」

「るせえ！　なんで、いちいちオレの邪魔をするんだっ！」

　話を聞かない様子の相手が、夕闇の中ですでに斬り掛かりそうに剣を構えているのがわかった。ゼダはその緊迫感を肌でひしひし感じていた。

「頭の悪そうな質問だけは勘弁しろよ、わかんねえのか？」

　ゼダは挑発的に言って、前髪に隠れかけた目を相手に向けた。

「正直、てめえがどうしようが、オレの知った事じゃないね。そもそも、オレみたいな放蕩三昧の遊び人が、てめーに説教どうたら垂れる気なんざハナからねえよ。オレがてめえに関わった理由はただひとつだろ？　ただ、単純にてめえが気にくわなかったからよ」

　ゼダは、冷たく言い放ち、闇を透かして取り囲んでいる連中の顔を見やった。

「それに、その顔ぶれ……てめえ、あの三白眼野郎と同じ名前の奴、シャー＝レンク＝ルギィズに雇われたんだろう？」

「ち、違う！　オレはッ！」

　ベリレルは顔色を変えた。この街には、シャー＝ルギィズという男が二人いる。片方は、酒場で踊ってばかりの遊び人のシャーで、もう一人は、暗殺から詐欺まで手がけるという噂の大悪党のシャー＝レンク＝ルギィズという男である。王都に一大勢力をもつ、レンク＝シャーを人違いして、シャーに会いに来るものもいるほど、紛らわしい名前をしているが、実際のところ、二人自体は間違いようのない別人で、その人相風体から性格までまったくベツモノだ。

「レンク＝シャー……ねえ。……あの男なら、あり得ない話じゃねえ」

　ゼダは、笑いながら目を伏せた。　

「てめえは、確か、前の親分に頼まれて、その宿敵を闇討ちにした。ほとんどだまし討ち同然だったんだろう？　そんなてめえを手元に置いておくような奴なんていねえよ。だって、そうだろが、いつ寝首かかれるかわかんねぇもんなあ。信用問題にも関わるし……。たった一人、あの底意地の悪いレンクをのぞいてはな！」

　ゼダは、ベリレルの真っ青になった顔を見ながらにやりとした。

「あのレンクって奴がオレは嫌いでねえ……。やくざの癖に、王宮の王妃とつるんで、この前の内乱の時に、王子を次々と殺したのは、あいつだって話だろ？　やくざの癖に女に買われて暗殺に手を貸すような、その腐れきった根性が、オレは昔から嫌いだったのよ！　……だから、それにやすやすと飼われてるような、てめえが余計に気にくわねえんだよ！」

「う、うるせえっ！　オレは、あいつとは関係ないッ！」

　ベリレルは叫ぶようにいった。だが、ゼダは喋るのをやめない。

「でも、わかるぜ。さすがに、てめえと関わりをもってるってことを、あのレンク＝シャーも表沙汰にしたくねえんだろう？　だから、てめえに口封じをした。……だが、オレは、その後ろの数人を見たことがあるのさ。レンクの屋敷に出入りしてるのをな！」

「ごちゃごちゃうるせえっ！　耳障りだ！」

　ベリレルの怒鳴り声を受けて、ゼダは軽く肩をすくめた。

　たっ、と音が鳴り、ベリレルが一歩足を寄せた。ようやく影からでてきたベリレルの顔色は、何故か青ざめて見えた。八割方は怒りによるもので、あとの二割は光の加減だな、とゼダは、他人事のように思った。

　ベリレルは、すぐに口を開いた。すでに抜きはなっていた刃が、落陽の残光を浴びて赤くきらめいた。

「殺してやる！」

　風を切り裂きながら、いきなりベリレルはゼダに斬りかかった。ゼダは、冷静に足を後退させ、それを余裕で避けてひき下がる。

「今日は血の気の多い奴と縁があるみてえだなあ」

　そんなことを言いながら、ゼダは剣を引きつけて顔を上げた。

「いいか、オレから抜いたんじゃねえぞ。オレは売られた喧嘩は買う主義なんだ。最初に言っておくが、オレはあの三白眼とは違う。ああいう器用な可愛がり方はできねえ！　覚悟しとけよ！」

「うるせえ！」

　ベリレルの言い分を無視して、うっすらと笑いながら、ゼダは首をやや斜めに傾けた。

「だから、もう一度いっておくぜ……。オレから抜いたんじゃねえ、どうなろうが、オレの知った事じゃねえからな！」

「ごちゃごちゃうるせええ！」

　ゼダの御託に聞き飽きていたベリレルは癇癪を爆発させる。その声に弾かれて、闇に潜んでいた者達も、行動に移る。

「うるせえしか言えないような、頭の悪い奴とは戦いたくねえんだがなあ」

　ゼダは冷たく笑みながら、足を進めた。

　砂で固い地面を踏み出す複数の音が、走るゼダの耳に響く。もう太陽は落ちてしまっていて、目の前の暗さは徐々に増していく。その中で、影がわずかに動いているのがわかる程度だ。

「そこだな！」

　ゼダは、一番右側に身を寄せた。そこから一人飛び込んできているのがわかったからだ。さすがに、この状態で数人と一度に戦うほど、ゼダは馬鹿正直ではない。

　ゼダの使っている剣は、相手に太刀筋が読まれないかわり、扱いづらい剣でもある。敵の攻撃を受け止めるには、そう適していない。斜めに体をそらせながら、剣を受け止めたゼダは、鍔ごと相手にぶつかるように力を入れた。みかけよりゼダは力がある。そのまま、弾みと力ずくで相手を押し倒し、ひっくり返させると、素早く横からかかってきた男に剣を返す。

　しゃあっと沈み込みながら進んでくるようなゼダの独特の剣使いに、男は一瞬戸惑った。そもそも、刀の形状が特殊であるだけでも動きが読みづらいのに、ゼダはおまけに左利きで、右利きの人間とは筋が逆になる。男は、ゼダの刃が歪みくねりながら迫ってくるのを目にした。

「うわあああ！」

　ヒュッと風の音が鳴ると共に、男のわめき声が闇の中に響き渡り、何かが倒れる音がする。近くにいたものが、慌ててそちらに向かう。

　わずかな光の下で、男が一人倒れている。その両手が首筋にあてられ、そこから血が溢れていた。

「おい！」

「安心しろォ！　加減してやったんだ！　そのくらいで死ぬほど、柔じゃねえだろうがよ！」

　ゼダの声が笑いを含みながら響いた。

「おいおい、首の皮一枚かすっただけで気絶するとは、それでよくこんな仕事やってられるなあ」

　男をのぞき込んでいた男の肩に、ひょいと手が乗った。ハッと彼が振り返ろうとしたとき、ゼダの膝がみぞおち付近を強打する。そのまま崩れ落ちかける男を、地面に叩き伏せ、彼は上着をまだ肩にひっかけたまま、身を軽く翻す。

　しゅっとゼダは頬の先に風圧を感じて、顔を逸らす。視線の先を、冷たい刃物が通っていった。ゼダは、視線を下げる。ベリレルの血走った目とあい、ゼダは笑みをゆがめた。

　身を翻した一瞬を、ベリレルに突かれたのだ。奇声をあげて、ベリレルはもう一閃した。ゼダは体勢を大きく崩しながら、下からそれを打ち上げる。軽く前髪に掠ったらしく、髪の毛がはらはらと顔にかかるのがわかった。上着が肩から外れ、はらりと落ちる。

「くそっ！」

　勢いに任せてベリレルの振るったもう一筋を、ゼダは身を反らしてやりすごす。反った体勢を立て直し、後退すると、ゼダはにやりとした。

「なるほど、……頭が悪いわりにゃあ有名だと思ったら、ソコソコ腕はあるんだな！　見直したぜ！」

　ゼダは、体勢を低くとり、軽く左手の柄を持ち直す。足下に、例の赤い上着が落ちていた。

　先程二人ほど痛めつけたが、連中はまだいる。闇にまぎれて、数人確認できないものがいるが、見えている五人の他にもきっといるだろう。

（さすがにこれだけの人数捌きながらやるのは、ちょっと辛いもんがあるが……）

　ゼダは、前髪を軽く払い、闇を透かすようにして見た。

「まぁ、どうにかなるだろうぜ」

　ゼダは、足下の上着を蹴り、同時に地面を蹴った。ベリレルと、見えている限りの数人の男達はゼダに向けて一斉に飛び掛かってくる。駆け寄りながら、ベリレルは目に迫ってくる数本の刃のわずかな照り返しをみながら、どう対処するか一瞬で考えをまとめる。

　普段の大人しい男の目とは明らかに違うゼダの目は、蛇のようというよりは、獣のような殺気を含んで輝いているようだった。

　　

　*


　向こう側から、金属のぶつかる音がしきりに聞こえてきていた。

「どうだ？」

「さあ、今日は暗くて、……よくみえねえんだが……」

　男二人が路地の上に立って向こう側の様子をうかがっていた。彼らがここにいるのは、余計な通行人を遮断するためでもあり、向こうで戦っている仲間達が不利になれば、応援をよこさせる使いを呼ぶためでもある。

「ベリレルって奴の護衛を頼まれてるからなあ、一応危なくなったら、手を貸さないと……。親分は、あいつには利用価値があるから見殺しにはするなっていっていたからな」

「ああ……。まあ、相手は一人だというし、大丈夫だろう？」

　男の一人が肩をすくめ、ふと物音のする反対側に足を進めた。

「おい、どこいくんだ？」

「ああ、大丈夫なら、ちょっと酒でもと思ってよ。冷えてきたし、それに、どうせあいつが勝つだろうからよ」

「まあ、そりゃそうだが……」

　彼は、迷うことなくずんずんと闇の中に進んでいくが、男は止めきれない。どうやら、彼の方が少し地位が上のようだ。

「なにかあったら呼んでくれ！　この先でちょっと飲んでくる！」

「あ、ああ……わかった……」

　仕方なくそう答え、男はため息をついて仲間を見送る。月のない夜の闇は、簡単に彼を飲み込んでいった。

　向こう側からは、まだ金属の音と喚くような人の声が聞こえる。戦況はわからないが、あれだけ仲間がいるし、ベリレルの腕も知っているので、男はあまり心配しなかった。

　ふと、ざりざりと後ろから微かに足音がした。砂をすって歩いているような音に、男はふと耳を立てる。闇の中で、わずかにふらふらと歩いてくる人影が見えた。どこかの酔っぱらいでも迷い込んできたか、それとも通行人か。男は、追い払おうと、そちらを向いた。

　闇の中の人物は、軽く手をあげたようだが、足を止めない。

「やぁ！　お久しぶり！　元気？」

　そんな声をかけられ、男はきょとんとした。聞き覚えのない声だし、それに、第一あまりにも緊迫感がなさすぎる。これは本当に酔っぱらいだろうと決めつけて、男はとっとと追い返そうと、足をやってくる通行人の方に向け、そのまま詰め寄ろうとした。　

「なんだ、てめ……」

　そういいかけた男は、思わず瞬きした。というのも、先程までふらふらと近寄ってきていた人物が、突然、タッと足を速めたからだ。そのまま、ぶつかりそうなほど近くまで駆け寄ってきた人影とすれ違うかと思った瞬間、男はぐふ、と息を詰まらせる。ふらりとよろめいたところを、上から強く打ち込まれ、そのままその場に崩れ落ちた。

「さっき、一杯ひっかけにいったお仲間は、先に夢の中だ……。あんたもさっそく、夢で一杯やれよ」

　そういって、すっと突きだした刀の柄を引き、闇にかくれていた男は、痩せた体をひょいと近く壁にもたせかけた。足下では、先程の男がだらしなく気を失っている。それを冷徹な目で確認して、彼は物音のするほうに目を向けた。

「おたくついてるね。相手があいつじゃなくて」

　冷たくいいながら、彼は夜になぜか余計に青く見えるような瞳をちらつかせていった。

「ホント、マジで、幸せだと思いなよ」


五、気まぐれなネズミたち


　金属音が響き、シャアッと風ごと足を切られ、男が倒れる。悲鳴をあげている男の傷は、それほど深いものではないが、それにしても一時的な動きを奪うには足るほどだ。それよりもたった一合剣を交えただけで、手だてなく叩きふせられた事による精神的な衝撃の方が大きい。相手の太刀筋がつかめなかったということは、それだけ相手と自分の力の差をまざまざ見せつけられることになり、それは、恐怖心と直結する。そうなれば、戦意を保つのが難しくなるのだ。

　すでに地面には、何人かが倒れ込んでいた。どうしたものか、剣を握りながら考えている様子の仲間も数人いる。

「そう怯えなくても、今回はトドメまではささねえよ。そう、殺しはしないぜ」

　ゼダは急に妙に優しい声色でそう告げた。

「レンクのやつに恨まれるのは、別にかまわねえが、騒ぎになるのは嫌だからなあ！」

　それに、と、ゼダはにやにやしつつ言った。

「オレの剣じゃ、切り口見れば、誰が殺ったか一発でばれちまうだろう？　だから、ここで口封じなんて下手な了見はおこさねえよ。隠して後でばれたほうが、恨みは深いからなあ」

　言いながら、ゼダはふと一瞬だけ眉をひそめた。

　先程からざっと数を数えていたのだが、地面で気絶したり、負傷していたり、戦意喪失しているものの数が、明らかに当初とあわないのだ。

　数人が、いつのまにか、「消えている」のである。最初は逃げたかと思ったが、逃亡している気配もない。

　闇にいつの間にか引き込まれて、ふらっと消えてしまった、というようにすら思える。

（……誰か、いるのか？）

　ゼダは、それについて考えを巡らせる。と、ゼダの背後から、突然鋭い風音がした。

「チッ」

　舌打ちと共に、大きく背をのけぞらせ、迫ってきた一撃を避ける。ゼダはそのまま、すべるように横に逃げながら、キッと相手を見た。

　そこには、青い顔のベリレルが、すでに追撃の構えを取ったまま立っている。

「へっ。真打ち気取りか？　ようやくテメェが相手してくれるのかよ」

　ざ、とゼダは足を引いた。さすがのゼダでも、ベリレルは気の抜けない相手だ。さっき、一撃を食らったときから、その腕については既にみている。いささか慎重にも、謙虚な気持ちにもなりながら、ゼダは静かにベリレルを見た。

「何が気にくわねえ！」

　ベリレルは大声で言った。

「テメエがどこのだれだかは知らねえ！　でも、結局、てめえだってオレと同じじゃねえか！　てめえだって、どうにもならなかったら、こうするだろ！　てめえだって、この街でこんな生き方してるならわかるだろうが！」

　喚くようなベリレルの言葉をきいて、ゼダは静かに言った。

「確かにそうかもな。オレがてめえと同じ立場なら、レンク＝シャーに額すりきれるまで頭下げてでも仲間にいれてもらうぜ。強い奴の下にいない限り、生き残る方法がねえというのなら」

「じゃあ、何故だ！　何が気にくわねえ！」

　ゼダは、ふと目を細めた。

「てめえを見てると、オレはいやでもオヤジを思い出す……」

　ゼダは低い声で呟いた。

「オレのオヤジは、金と力さえあれば、どんな女でも支配できると思ってるような屑だった。オレのおふくろは、利用するだけされて見捨てられて死んだ。だから、昼間あんたの様子をみていて、オレは多分それを思い出したんだろうなあ……」

　ゼダの目は、どこか遠くを見ているようでもあった。だが、その一方で、憎悪と哀しみを滲ませてもいた。だが、それもすぐに消えてしまった。

「オレは遊び人だが、女を殴るような真似だけはしねえんだよ。あいつと一緒になるのは嫌だからな。だから、昼間のあんたが気にくわねえ。それだけだ」

「そんなの、てめえの個人的理由にすぎねえじゃねえか！」

　半分ヤケになったようなベリレルの言葉に、ゼダは笑いながらいきなり声を高める。

「ああ、そうだ！　でも、てめえをたたきつぶす理由には釣りがくるほど、足りるだろ！」

　言葉が終わった途端、ゼダは刀をひらめかせて、ベリレルに突っかかる。ゼダの歪んだ突きをどうにかこうにか剣で受け止め、ベリレルはぐっと力を込めた。

　ギ、ギ、と刃がすれて軋んだ音をたてる。刃が絡みながら徐々に動き、夜にはっきりと火花が散った。そのまま、刃を返し、ゼダは無理矢理身をひく。その動きをフェイントに取ったのか、ベリレルは突っ込んでは来なかった。

（難しいな……）

　ゼダは軽く息を切らしながら、相手を見やる。そろっと、足の先から忍ぶように歩みながら、ベリレルの隙をさぐる。普段は、もっと大胆に切り込めるのだが、今回は事情がある。

（チッ、一気にいっちまいたいところだが、それじゃあ……）

「どうした！」

　慎重に動きを読むようにゆっくりと動くゼダに、業を煮やしたのかベリレルは挑発的に声を上げた。相手の動きを待ちながら、気の短いベリレルは、もう待てなくなってきているのだ。切り込みたくてうずうずしているのが、すぐにわかった。

「いきなり、元気がなくなったんじゃねえのか！」

「そう焦るもんじゃあねえ」

　た、と剣をひき、ゼダはベリレルをみやる。さがった前髪が、汗をかいた額に何本か張り付いている。

（全く、難しいもんだぜ……）

　ちらりとゼダは、自分の刀を見やる。特殊な形状のこの武器は、相手を傷つけるのには適しているのだが、逆に言うと――

（気まぐれなんざ、起こすもんじゃねえなあ）

　ゼダは、何となく自嘲的な気分になりながら、ふと笑った。そして、腰にひっかけてある小刀を空いている右手で相手にわからないように、前に出した刀の影で握る。

　静かに足を動かすと、それにつられてベリレルが動く。待てないベリレルは、ゼダが動いたのをみて、早速仕掛けてきたのだ。

　と、ゼダの左手が、不思議な動きをした。一度右側まで引きつけ、そのまま弧を描くように振る。ベリレルは、ただゼダが剣を振るってきただけだとおもったのだが、闇の中わずかに見える白刃の反射で、その動きがいつもより更に不規則なものであると気づいた。

　ようやく、その時になってわかった。ゼダは刀をそのまま投げつけてきたのだ。

「なっ！　何だ！」

　ベリレルは目を見張り、それを弾こうとしたが、普通の刀と違う形状のそれは勝手が違った。大きく湾曲した部分に空振りしてしまい、ベリレルは柄の上のあたりにそれを当ててしまった。指を切りそうになり、反射的に思わず剣を取り落としたベリレルの目の前に、小刀を抜いたゼダが走り込んできていた。

「この剣は、振り回すだけが、能じゃねえのよ。こういう使い方もあるんだぜえ」

「て、てめえっ！　卑怯者！」

　ベリレルはそう反射的に叫びながら、どうにか応じようとしたが、剣を拾っている間にゼダはこちらに向かってくる。

「ヘッ、頭使っただけだろが！」

　ゼダは笑みを浮かべて、剣をようやく手にしたものの狼狽して慌てて遅れを取り戻そうとするベリレルに向かった。と、そこで、ゼダは一瞬顔をゆがめた。背後から、男が奇声をあげて斬りかかってきたのがわかったのだ。先程まで戦意を喪失してぼうっとしていた男が、背中をむけたゼダの隙を狙って襲いかかってきたのだ。一瞬、そちらに注意を向けようとして、ゼダはほんの一瞬だけ躊躇った後にやめた。この瞬間を逃せば、ベリレルを「この方法」で倒すチャンスはない。

　背後から飛び込んできた男は、にやりとする。

　すでにゼダの肩口をとらえている男は、そのまま振り下ろせばいいだけだった。ゼダは、ゼダで、絶好のチャンスを掴んでいる。ここで背後の自分に注意を向ければ、その勝機をふいにするだろう。だから、ゼダは先にベリレルにトドメをさしてから、自分に向かってくるつもりになったのだ。

（そうは問屋が降ろすか！）

　男は、勝利の笑みを浮かべながら刃を走らせようとした。が、男は突然、刀を取り落としてしまった。何が起こったかわからないまま、目の前のゼダの姿が揺れる。揺らぐ世界の中で小刀をもったゼダが、ベリレルとぶつかるのが見えた。ただ、男には、自分の背後になにか人影がいることだけをわずかに把握することができただけだ。

　男がどさりと音を立てて倒れる頃には、すでに彼の背後に立っていた影は消えていた。ベリレルが崩れ落ちるのを確認し、ゼダは息をつきながらそちらに目を走らせる。

　地面の上の気絶している連中以外は、いつの間にか逃げてしまっていた。いや、逃げたのではないかもしれない。ある男が、いつの間にか闇の中に引き込んで逃亡させたのと、やっつけたのでいなくなったにすぎない。

「余計なことしやがって！　さっきから連中が消えてたのはてめえの仕業だな！」

　ゼダは、投げた刀を拾い上げて、ふと闇に吐き捨てた。そちらの方向に隠れているはずの男は、返事を返してこない。

「そんなに気になったのかよ、オレがこの男をどうするか？」

　ゼダは、やれやれとため息をついてにやりとした。ちらりと見ると、ベリレルは倒れて気絶してはいるものの、外傷らしい外傷は見あたらない。ゼダは、すれ違いざまに、手を返して柄でベリレルのみぞおちを強打して気絶させただけにしたのだ。もちろん、それはわざと、そう狙ってやったことである。

「オレが何の為に苦労して、コイツをばっさりやらずに我慢したと思ってるんだ。そんな監視しねえでも、オレはあの男はきらねえつもりだったんだよ。……さすがに振った後で死なれたり、目立った大けがしてたりしたら、誰だって後味が悪すぎらあなあ。オレは、こんな奴、正直、どうなろうとよかったんだが、あの娘はそうはいかねえだろう」

　闇に潜む者は、ずっと無言だ。

「別にオレはあの娘に気に入られたくてこんなことしたんじゃねえ。てめえじゃねえが、報われないってのも、たまにはいいからなあ。おっと、テメエの場合は常時だったか？」

　微かに舌打ちが聞こえた。どうやら、あまり機嫌がいいわけでもないらしい。クッとゼダは嘲笑った。

「こそこそしやがって！　人のこといえるかよ、てめえのほうがよほどネズミだろう？」

　そう言い放ち、ゼダはふと別の方向に意識を向けた。それは複数の足音が、向こう側からしたからである。

「誰だ！」

「オレです！　ザフです！」

　闇から声が聞こえ、数人を連れた若い男が慌てて走ってきた。すっきりした整った顔立ちの青年は、後ろの柄の悪そうな青年達といるとどことなく不自然に見える。

「なんだか、坊ちゃんらしき人が、刃傷沙汰に巻き込まれているときいて……！」

「なるほど、耳が早いな」

「坊ちゃん、お怪我は？」

　やってきたザフが、慌てて訊いた。

「別に……。怪我っていうほどの怪我はしてねえなあ」

　そうですか、と安堵した様子のザフは、周りに倒れている連中の顔を見渡して、ぎょっとしたように言った。

「ぼ、坊ちゃん、も、もしかして！　こいつらは、レンクのところの……」

「だろう？」

「だろうって……」

　ゼダの言葉にザフは絶句した。慌てて顔色を変えながらゼダに詰め寄る。

「まさか、レンクに喧嘩でも売ったんですか！　いけません！　そいつは……」

「レンク＝シャーはオレには手を出さねえよ」

　ゼダはザフの言葉を遮った。

「アイツは、カドゥサの金をもらってるからなあ、オレは部下を殺してないし、大事にはしねえだろう。いや、大事にするほど、アイツは馬鹿じゃねえ」

「ですが、一体何が原因で……」

　ザフは、まだ心配そうな顔をしていたが、ゼダは知らぬ顔をしてすっとぼけた。

「さああ、何だったかねえ」

「坊ちゃん、そんな……戯れにしてはひどすぎます！」

「まぁ、そういうなあ。少なくとも、オレは、何でこんなことをしたか、誰にも話すつもりはないぜえ。どんな美人にだろうが、まして、そこにいるネズミにも」

　そういってゼダは、ザフではなくちらりと後ろを見やった。ザフはそちらを見る。暗い闇の中で、何者かが走っていくのが見えた。

「なんだ、あいつは！」

　ザフが、後ろにいる連中に、追いかけろと命令しようと振り向くが、先にゼダがソレを制した。

「よせ、ザフ。ほっときな……」

「し、しかし！　今のは、さっきに逃げた雑魚とは明らかに……！　もし、レンクの関係者だったら……！」

「そんな大物じゃねえよ。なぁーに」

　ゼダは、刀を回転させておさめる。

「ただのネズミが一匹走り去っただけの事よ」

　ザフは困惑気味に首を傾げた。そもそも、この酔狂な主人のやることは、ザフには時々理解できないことがある。彼は主人のとぼけた様子に、ため息をついた。


　*


「あ～！　気にくわねえ！　キザったらしくて、むかつく！　セリフ言う前に顔と相談しやがれっつーの！」

　素っ頓狂な声で喚き、足下にあった小石を思いっきり蹴りながら、シャーは、彼にしては珍しく大股に歩いていた。まだ刀を鞘に入れずに振りながら、そのままずんずんと歩いていく。

「なんだよ、あのカッコつけ！　ちくしょ～、ああいう奴大嫌いなんだよな！　なあにが、たまには報われないのもだ！　おまけに、オレがずっと報われない子みたいないい方しやがってええ！　事実でも言っていいことと悪いことがあんだぞ！」

　ここで、もしレンク＝シャーの部下が転がっていたら、腹いせに踏んで通ったかもしれないが、シャーの行く道には生憎とそんな都合のいい物はない。小石をもう一度蹴って、シャーは舌打ちした。

「何様よ、あのネズミ～！」

　途中で語尾がぐだぐだに元に戻るあたりはどこまでいってもシャーなのだが、本人はあまりそれには気づいていないらしい。シャーは、不服そうに唸りながらため息をついた。

「ああいうところでかっこよく締めるのは、オレのせめてもの十八番なのよ？　つーたく、オレの見せ場から全部取っていきやがって、どぶネズミ！」

　シャーはぶつぶつそういいながら、ようやく刀を振るってそれを丁寧に鞘に戻した。

「にしても、レンク＝シャーの奴、そろそろ何か動き出したのか？」

　シャーは、ベリレルが雇われている先を思い出しながら、少しだけまじめになる。だが、まじめな一方で、顔だけは先程の妙に難しい顔のまま、口をとがらせっぱなしなのでかなり怪しい形相になっていた。それに、どれほど考えても先程のことが頭によぎり、シャーはイライラしながら吐き捨てた。

「ネズミといい、レンクといい、オレがますます生きにくくなっちゃうじゃない！　何考えてんだ！」

　シャーは、鼻を鳴らしながらまたずんずんと歩いていく。このまま酒場にいけば、リーフィに会えるのだが、一体どういう顔をしていけばいいだろう。変に意識すると逆効果になりそうで恐い。これも全部ネズミのせいだ。

「大体それにさあ！」

　シャーは苛立ちと悩みを頭に抱えつつ、ぼそりと言い捨てた。

「助けてやったのに、礼の一つぐらいいえっつーの！」　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネズミとリーフィ・終
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